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プロローグ



「あ、ちょ、ゆすら先輩！　ダメですよ、シャンプーの後はリンスもしないと！」

　夏が近づいてくると、寝ていて汗をかくことも多くなる。朝もシャワーを浴びてさっぱりしたいと思うのは当たり前だった。

　そんなわけで、帰宅しない部の女の子たちは起床するなり更衣室のシャワールームに向かったのだった。

　秋あき月つき学がく園えんは潤沢な資金を誇る中高一貫の私立学校である。なので設備はどれもかなり立派なものだった。それはシャワールームとて例外ではなく、かなりの広さと機能性と清潔さが備わっている。

　とはいえ、必要以上に華美ということはなく、一人分のスペースを板で仕切ったものがずらりと並んでいる造りだった。

「……もう綺き麗れいになった」

　カラスの行ぎよう水ずいですぐに出ようとする桜さくら江えゆすらの腕を、一年後輩の木き滝たき恋れん子こがガシッと掴つかんだ。

　ゆすらの小柄ながらもしなやかな身体からだが、仕切りの中に引き戻される。

　スレンダーボディの恋れん子こだが、日々の死体発掘労働で鍛えられたその腕力や握力は、高校生女子の平均値を軽く上回る。オオカミと一緒に育った野生児ゆすらとて、簡単に振り払うことはできなかった。

「がうー」

「ほら、目をつぶってください！」

　恋子はゆすらの長い黒髪にコンディショナーをなじませ始めた。観念したのか、ゆすらはぎゅっと目を閉じて恋子にされるがままになっている。

「もう、せっかくこんなに綺き麗れいな髪の毛なんですから、ゆすら先輩はもう少し手入れに気を遣うべきですよ！」

「うふふ、まるで仲のいい姉妹みたいね」

　となりの個室から顔を出して、生徒会長の秋あき月つき琴こと音ねが笑った。普段は結い上げている髪が解ほどかれて、緩やかに波打ちながら白く美しい肌にかかっている。

　そしてその髪に彩いろどられた大きなバストが、笑った拍子にふるんと揺れた。

　それを見るなり、誰だれよりも胸部が貧弱な恋子は露骨にいやな顔をした。

「どっちがお姉さんかわかりませんの」

　そう言って笑うのは、秋月琴音の従妹いとこにあたる柊木ひいらぎ耶や宵よいである。本来中等部の生徒ではあるが、色々あって帰宅しない部の一員として一緒に寝泊まりしている。

　そしてその胸は恋子より年下でありながら順調に発育しており、ますます恋子を不機嫌にさせる。

「そうねえ。それに、どうせ桜さくら江えさんはすぐに走り回ったり狩りに行ったりして髪を振り乱しちゃうもの。お手入れのしがいもないわよね」

　言いつつ、一番新参の御み子こ神がみ更さら紗さが、腕を組んで琴音に勝るとも劣らないサイズの胸をことさらに強調した。

　その行動に他意はなかったのかもしれないが、少なくとも、恋子にはそう見えた。

「あーもう、このおっぱい魔神どもは……ッ！」

　自然と、ゆすらの頭を洗う手にも力が入る。

「おっぱいなんて、おっぱいなんて……いいですか、女の価値はおっぱいなんかじゃ決まらねーんです！」

「あら、じゃあ何で決まるって言うのかしら？」

「それは……お、お、お尻しりですっ！」

　苦し紛れに言った恋子だったが、その言葉はゆすら以外の女性陣に個室を覗のぞき込こませた。

「くっ、確かに……恋子ちゃんのお尻は……」

　耶宵が悔しそうに唇を噛かんだ。

「理想的な卵形よね。日々の労働のたまものかしら、引き締まり方も申し分ないわ」

　冷静に、更さら紗さは呟つぶやいた。

「ええ、悔しいけれど、お尻しりに関するアドバンテージは木き滝たきさんにあると言わざるをえないわね……」

　腕を組み、その豊かで美しい胸を歪ゆがませて、琴こと音ねが感服したように言った。

「え？　あれ、なんか今までとパターンが違います……？」

「恋れん子こちゃん、もしかして気づいてませんの？」

「へ？　何にです？」

「呆あきれたわね。貴女あなたのお尻は、この秋あき月つき学がく園えん……いえ、おそらく日本中でも屈指の綺き麗れいさを誇っているって言ってるのよ」

「え？　え？」

「自覚がないあたり、木滝さんらしいわね」

「えーと……えへへ」

　褒められて、恋子は照れを隠すように、ワシャワシャとゆすらの頭を洗う手に力を込めた。

「がーうー」

　されるがままになっているゆすらは、悲鳴とも嘆きともつかない声を上げる。

「それにしても、やっぱり朝のシャワーは気持ちがいいわね。うふふ、夕ゆうくんも来ればよかったのに」



    

  
    
      



    

  
    
      

　柊木ひいらぎ夕ゆう也や。この場にはいない、帰宅しない部唯一の男子である。

　琴こと音ねの従弟いとこにして、耶や宵よいの実の兄。さらには、恋れん子この幼なじみでもある。

「……ユウ」

　恋子に髪を洗ってもらいながら、ゆすらはポツリとつぶやいた。

「……恋子は、ユウが…………」

「はい？」

　言いい淀よどんで、ゆすらは向かいの個室に目を向けた。

　パーティションで仕切られただけのシャワールームは、個室といっても密閉されているわけではない。ウエスタンドアのようなもので身体からだ自体は隠れるものの、足と顔は丸見えになっている。

　その向かいの個室では、更さら紗さが静かに首を横に振っていた。

『その……きっと一番の問題点は、木き滝たきさんが柊木君のことを好きだってことだと思います』

『今の話、他の人には言っちゃダメですよ。特に、柊木君には……』

『も、もし言っちゃったら、今度は本当に木滝さんに嫌われると思いますよ……？』

　パッと、更紗に言われた言葉がゆすらの脳裏に蘇よみがえる。

　言ってはいけない。

　更紗はそう言っているのだ、とさすがにゆすらにも理解できた。

「………………なんでもない」

　少し逡しゆん巡じゆんして、ゆすらはそう答えた。

「……？　はあ」

　一瞬手を止めて、恋子が不思議そうに首を傾かしげる。

「あら、桜さくら江えさんも夕ゆうくんとシャワーを浴びたかったのかしら」

「何言ってるんですか。どうせ来たって男子用のシャワールームで別々です。それともまさか、生徒会長はここで一緒にシャワーを浴びる気だったんですか!?」

「……群れの仲間は、お風ふ呂ろもシャワーも一緒がいい」

「ゆすら先輩、それ、ありえないですから」

「そうですの！　兄にい様さまと一緒にシャワーを浴びてもいいのは、妹の私だけですの！」

「それも違いますから！」

「そうね。さすがに学校でそういうのはよくないわ」

「生徒会長のその言い方、まるで学校じゃなければいい、って聞こえるわね」

　更紗がイタズラっぽい目で琴音を見やった。

「うふふ、それはさすがに飛躍しすぎじゃないかしら。少なくとも、包帯で男子生徒をぐるぐる巻きにして保健室に連れ込んでいた人には言われたくないわ」

「あらぁ、ごめんなさい？　でも、自分の取り巻きが他の女に鼻の下を伸ばしたからって、ちょっとヒステリックになりすぎなんじゃない？」

「そんな了見の狭い人間だと思われていたなんて、悲しいわ」

「うふふ」

「うふふふふふ」

　秋あき月つき学がく園えん高等部が誇る二大巨乳が、今、雌雄を決しようとする竜虎のごとくにらみ合って火花を散らしていた。

「怖い怖い、ですの。年増同士の醜い争いですの」

「ちょっと、小娘！　聞こえてるわよ！　誰だれが年増よ！」

「そうよ、耶や宵よいちゃん。わたくしたちは、夕ゆうくんと同い年で、貴女あなたとも二つしか違わないのよ？」

「二つも違ったら大きな差ですの。それより、シャワーも浴びないで兄にい様さまは何をしてますの？」

「あ、お弁当作ってると思いますよ？　今日はみんなの分を作るんだって言ってました。あと、ついでに朝ご飯も」

「……お弁当!?」

　恋れん子この言葉に反応して、ゆすらが勢いよく振り返った。

　が、その拍子にコンディショナーが目に入ってしまったらしい。

「がうー、目がー」

「あーもう、こんなときに目を開けるから……」

　恋子はコンディショナーを洗い流しながら、ゆすらに目も濯ゆすぐよう促した。

「本当に、どっちがお姉さんかわかりませんの……」

「でも、夕くんのお弁当は楽しみね」

「敵対しておきながらお弁当はもらおうなんて、琴こと姉ねえ様は図々しすぎですの」

「あら、小娘、たまにはいいことを言うわね。あたしも同感だわ」

「珍しく意見が合いましたの。でも、たまにはは余計ですの」

「あらあら、そんなに邪険にされるなんて、悲しいわ。でも、もう少ししたら夕くんをそんな面倒から解放してあげられるわ」

「どういう意味ですか、それ」

　恋子が、ゆすらの世話を焼きながらも、キッと琴こと音ねを睨にらみつけた。

　その鋭い視線を、琴音は余裕の表情で受け流した。

「どういうも何も、わたくしたちが帰宅しない部を潰つぶしてしまえば、夕くんが貴女たちの世話を焼く必要もなくなる、ということよ」

　もともと、生徒会及び琴こと音ねの私兵集団ともいうべき武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは、「校則を守れ」と帰宅しない部を排除しようとしている。

　帰宅しない部を夕ゆう也やが立ち上げると宣言した瞬間から、対立は続いているのだ。

　そして、生徒会長であり、理事長の孫娘でもある琴音は、対抗手段として武装風紀委員部隊用の宿泊施設を校内に建設させている。それが完成する夏休みに、再び大がかりな『第二次帰宅しない部追い出し作戦』を実行すると目されていた。

　しかし、帰宅しない部に勝ち目がないわけではない。生徒の自主性を重んじるこの秋あき月つき学がく園えんにあっては、帰宅しない部の活動さえ認められる可能性があるのだ。

　そのための第一条件は、最低五人の正式な部員を集めて、申請書類を提出すること。

　帰宅しない部が正式に認可されるということは、その活動を学校側が認めたということでもあり、夜間に学校に留とどまることにも許可が下りたということになるのだ。

　追い出されるのが先か、部員が揃そろうのが先か。

　耶や宵よいは中等部の生徒なのでカウントされず、現在帰宅しない部はゆすら、夕也、恋れん子こ、更さら紗さの四名。

　申請まであと一人。

　現在、そんな情勢になっているのだった。

「琴ヽ姉ヽ様ヽはヽ、本ヽ気ヽでヽ帰ヽ宅ヽしヽなヽいヽ部ヽをヽ潰ヽすヽ気ヽでヽすヽのヽ？」

「ええ、もちろんよ。決まっているでしょう？」

　耶宵の問いに、琴音は即答した。余裕たっぷりの微笑ほほえみで。

「安心していいわよ？　そうなったら、ちゃんと耶宵ちゃんの面倒も見てあげるわ」

「……！」

「じゃあ、お先に失礼するわね」

　琴音の思惑に気づいた耶宵の視線を意にも介さず、琴音は洗い髪を拭ふきながら、豊かなバストを揺らしながら、シャワールームから出て行った。

「くっ……」

　耶宵が唇を噛かむ。

　その様を更紗が怪け訝げんそうに見つめ、コンディショナーを洗い流してもらったゆすらはブルブルッと身体からだを震わせて水滴を周囲にまき散らし、恋子に怒られていた。



    

  
    
      


第一章　学園レイズ・マネー



　シャワー後に女の子たちが家庭科実習室のドアを開けると、香ばしく焼けたアジの開きと、たっぷりのコーンが載ったサラダ、キュウリと茄な子すの浅漬け、ワカメと豆腐の味噌汁が並んでいた。

　そして朝食の横には七人分のお弁当箱が並んでいて、可愛かわいらしいミニ春巻きや具がたくさん入った卵焼きなどが綺き麗れいに詰め込まれていた。

　そのお弁当に入れたおかずの余りも、お皿の上にまとめて置かれている。

　すべて、帰宅しない部の調理担当こと柊木ひいらぎ夕ゆう也やが作ったものだ。

「……お弁当……美お味いしそう」

　早速、ゆすらはお弁当にさらなる熱視線を送った。

「ダメだよ、ゆすら。お弁当はお昼ごはんなんだから」

「がう……」

「ほら、ゆすら先輩、今はこっちの朝ご飯ですよ。アジも美味しそうじゃないですか。まあ、お弁当が美味しそうなのは確かですけど」

「がう」

「あの、あたしの分も作ってくれたんですか……？」

　眼鏡に三つ編みの学校スタイルを決めた更さら紗さが、控えめに訊きいた。

「そりゃあそうだよ。部員なんだしさ」

「そうです！　生徒会長の分まであるのに、部員の分がないとかおかしいです。っていうか、生徒会長の分があるのがおかしいです！」

「あらあら、仲間はずれだなんて、悲しいわ」

「……おっぱいさんは仲間じゃなくて敵。ときどき肉をくれるからいい人だけど、敵」

「そうです！」

「ますます悲しいわ。あら、でも、わたくしの分を数えても、一つ多いんじゃない？」

「うん、土つち御み門かどさんの分もあるからね」

　土御門沙さ月つき。

　恋れん子この同級生にして、魔法使いの家系に生まれ、死霊魔術なる魔法を修めようとしている恋子同様に、陰おん陽みよう師じの家系に生まれた女の子である。

　一方的に恋子をライバル視し、恋子に決闘を挑んだ女の子だった。

　もともと、夕也がお弁当を作り始めたのも、恋子と沙月を仲良くさせるための作戦が発端だった。結果として決闘では沙月のトリック陰おん陽みよう道どうを看破して恋子を勝たせることができたものの、沙月を仲間に加えるというもう一つの目的は達成できなかった。

「僕は嫌われちゃったから、恋れん子こだけが頼みの綱だよ。というわけで、お弁当作戦は継続でよろしくね、恋子」

「了解です」

　夕ゆう也やはそれぞれのお弁当箱のフタを閉めて、付属の巾着袋に仕し舞まい、一人一人に手渡した。もちろん、恋子には沙さ月つきの分も含めて二つ。

「さあ、冷めないうちに朝ご飯にしようよ」

「……」

「耶や宵よい？」

　ご飯を目の前にしても、浮かない顔で考えごとを続ける耶宵に、夕也は少し心配そうな顔を向けた。

「え？　あ、なんでもありませんの！　うふふ、兄にい様さまのお弁当、楽しみですの！」

「そう？　ならいいんだけど……」

「さあ、それより朝ご飯ですの！」

「うん、そうだね。今ご飯をよそうよ」

　こうして今日も、何気ない一日が始まる。

　すでに季節は初夏、外ではもう気の早い蝉せみが鳴き始めていた。



　　　＊



　始業前。

　教室に着くなり、ゆすらはお弁当の包みを机の上に置いて、そわそわと眺め始めた。

「あれ、お弁当とは珍しいな」

　サラサラヘアに眼鏡の優やさ男おとこ、夕也の中学からの親友、桐きり谷や雅まさ紀きが言った。

「がう。ユウが作ってくれた」

　ゆすらの返事を聞くなり、

「え、もしかして愛妻弁当？」

「どっちが妻なのよ。ええと、この場合、愛夫弁当？」

　と、雅紀の周囲にいた女の子たちが騒ぎ始める。

　成績だけでなく容姿も抜群にいい雅紀は、当然女の子に人気がある。休み時間ともなれば女の子に囲まれることも多い。一見恵まれすぎた環境にも見えるのだが、当の雅紀は筋すじ金がね入いりのロリコンなので、同級生の女子にはまったく興味がないのがネックである。

　そして、その雅紀が恋心を抱いだいているのが、先日恋子が決闘をした、高校一年生にはそぐわない童顔とロリータヴォイスの持ち主ぬし、土つち御み門かど沙月嬢なのだった。

「そんなんじゃないよ。まあ、ついでというかなんというか」

「……食べたい」

「ちょ、ダメだってば！　それはお昼ご飯！　さっき朝ご飯あんなに食べたでしょ」

「くぅーん」

　しょんぼりとゆすらがうつむいた。

「あーん、もう、桜さくら江えさん可愛かわいいー」

「ほら、落ち込まないで。チョコレートあげるから」

「がう！　チョコ!?」

　しょんぼりから一転、ガバッと顔を上げる。尻尾しつぽがあったら千ち切ぎれんばかりに振っているであろう、百点満点の笑顔で。

　その笑顔はもちろん、仕草が犬っぽくて可愛いと、最近ではゆすらはクラスで人気をぐんぐん伸ばしていた。体育祭で頑張る姿が好印象だったせいもあるのだろうが、夕ゆう也やに懐なついて色々な表情を見せるようになったことが大きいのだろう。

　特にそうした人気はクラスの女子から高く、こんなふうにお菓子をもらうのもすでに恒例となりつつあった。

「食べ過ぎちゃダメだよ？」

「がう！」

　夕也の注意を聞いているのかいないのか、返事だけは元気にして、ゆすらは早速もらったチョコをほおばっている。

　肩をすくめる夕也に苦笑を返しながら、雅まさ紀きは眼鏡に三つ編みの更さら紗さに、

「もしかして、御み子こ神がみさんもお弁当を？」

　と訊きいた。

「え、ええ、その、お相しよう伴ばんを……」

　答えながらも、三つ編み眼鏡の更紗はもじもじと逃げるように視線を逸そらした。

「がう。変態さんも一緒」

「で、ですから、その変な呼び方は……」

　困り果てたように更紗は言うが、ゆすらは「がう？」と首を傾かしげるばかりだった。

　わりと何度も繰り返されているやりとりで、そのたびに更紗は大きなため息をつくことになっている。

「あはは、仲がいいんだかなんなんだか」

　夕也も困り顔で苦笑する。

「そっかー。帰宅しない部に入ったって本当なのな。でも、夕也、大丈夫なのか？」

「え？　何が？」

「いや、近々生徒会が……というか、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが大規模な攻勢をかけるんじゃないかってもっぱらの噂うわさだからさ」

「本当に？」

「ああ。武道系部活動のマネージャーはみんなそう言っている」

　夕ゆう也やは腕を組んで考え込んだ。

　何日か前、恋れん子こが帰宅しない部から離れている頃ころに、夕也は琴こと音ねの右腕とも言うべき志し々し谷や左さ京きようから『決戦は夏休みになるだろう』という話を聞いていた。

　左京は夕也を勝手にライバルと見込んで、正々堂々勝負することを熱烈に望んでいる。

　それに、期末試験が近づいている今という時期では、隊員たちも招集をいやがるとか、琴音が建設させている武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい用の宿泊施設も完成は夏休み中という話だった。

　左京の言葉には、それを裏付ける根拠がある。その上、夕也には左京が嘘うそをついているとは思えなかった。

　――夏休みまではまだ日もあるし、夏休みを指してるなら『近々』とは言わない気がする……。じゃあ、その話はどこから出てきたんだ……？

　武道系のマネージャーはみんなそう言ってる。

　その言葉を反はん芻すうして、夕也はハッと顔を上げた。

「そうか……！」

「何かわかったのか？」

「うん。たぶん、これは生徒会が仕掛けてきた情報戦だね。発案が琴こと姉ねえか双子の右の方かはわからないけど……」

「情報戦？」

「要は、近々攻勢に出るって噂うわさを流すことで、帰宅しない部に入ろうって生徒を出さないようにしてるんだよ。誰だれだって巻き込まれたくはないでしょ？」

「そうか、あと一人で申請可能な五人だもんな」

「うん」

「どうする？　だったら、俺おれが名前を貸そうか？　それなら今すぐ五人になって申請もできるだろう？」

「うーん……」

　夕也は腕を組んで、数秒考え込んだ。

「ダメな気がする。確かに人数は揃そろうけど、雅まさ紀きは学校で寝泊まりできないでしょ？」

「まあ、親の目もあるしな」

「琴姉のことだから、実態調査とか称してそこを突いてくると思う。幽霊部員を数に入れているようでは申請自体が無効だ、とか言われちゃうんじゃないかな」

「なるほど……。普通はしないことも、ここまでおおっぴらな対立ともなればやりかねないか。確かに、ここは慎重を期すべきかもしれないな」

「うん。ま、それに、誰かさんのためでもあるし、やっぱり土つち御み門かどさんを引き入れる作戦で行くよ」

「いや、だから俺おれのことはいいから……」

　普段はクールな顔を真っ赤にして、雅まさ紀きは必死で遠慮する。

「と、とにかく、相手の情報操作なら、こっちも対抗した方がいいんじゃないのか？」

「あの、どうでしょう。無駄な気がします……」

　やはり控えめに、更さら紗さが言った。

「だね。この情報戦、こっちに勝ち目はないと思うよ。対立してるのは事実だし、明日や明後日じゃないにしても、いずれ決戦はあるだろうし。近々がいつを指すのかはさておき、向こうが流してる情報には何一つ嘘うそはないんだよ」

「確かにそうだが」

　夕ゆう也やは笑って、

「ま、放ほっておくしかないね。僕らは一点集中で行くよ。雅紀の恋路のためにもね」

　最後の部分は他の女の子たちには聞こえないように、イタズラっぽく言った。

「まったく……」

　と、その瞬間、もらったお菓子を上機嫌で食べていたゆすらが、

「がうっ」

　と突然立ち上がった。

　そして、教室の入り口まで駆けていって、キョロキョロと廊下を確認している。

「桜さくら江えさん、急にどうしたんですか……？」

　更紗が訊きいた。

「……誰だれかいたような気がした」

　戻ってきながら、ゆすらが答える。

「誰か……ですか……？」

「がう。隠れてこっちの様子をうかがってた」

「誰かって、誰？」

「……わからない。逃げられた」

「そっか……」

「夕也、少し気を引き締めた方がいいかもな」

「うん、そうだね。きっともう、決戦は始まってるんだ」

「そうですね……」

「がう」

　廊下の方を見やりながら、雅紀も含めた四人は真剣な顔をするのだった。
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　まず、沙さ月つきに夕ゆう也やのお弁当を届ける。それが最近の恋れん子この日課になりつつあった。

　土つち御み門かど沙月。

　ふわっとした長い髪をツインテールにした、ゆすらと同じくらいか、もっと小柄な女の子。陰おん陽みよう師じの家に生まれながら、まったく魔法の才能に恵まれなかった。しかしだから、それを誤ご魔ま化かすべく薬品や機械の扱いを独力で身につけ、手品師のように器用に扱ってみせる才能を開花させた女の子だった。

　沙月のクラスに入っていって、

「おはようですー」

　と声をかけつつ、お弁当箱を手渡そうとする。

　が。

　今まではなんだかんだ言っても嬉うれしそうに受け取ってくれた沙月が、なんだか困ったような顔をした。

「どうしたんですか？」

「どうしたって……」

　その愛らしい童顔にふさわしい可愛かわいらしい声で、沙月は言った。

「言ったはずでしょ？　私は帰宅しない部に入る気はないって」

「ですねー」

「だから、そのお弁当、もう受け取る理由がないわ」

「ええと、言ってる意味がわからないんですけど」

「はあ!?　何を言ってはるの!?」

「あ、また沙月ちゃんの京言葉が出た」

　恋子が微笑ほほえむと、沙月は頬ほおをかあっと染めて、

「う、うるさいわよ！」

　そう怒鳴った。けれど、生来の声の可愛さで、まったく迫力がない。むしろ、沙月は怒れば怒るほど可愛く見えるのだった。

「そんなに嫌がらなくてもいいじゃないですか。沙月ちゃんのポロッと出ちゃう京言葉、可愛いですよ」

「うるさいって言ってるの！」

「あはは、ごめんなさい。でも、このお弁当は沙月ちゃんの分ですよ？」

「だから……！　だいたい、私は帰宅しない部も、このお弁当を作った人も嫌いなの！」

「まあ、それは別にいいんじゃないですか？　あ、でも、あたしは今後もちゃんとやるべきことをやっていくつもりですよ？　主に死体掘りですけど」

「当たり前でしょ！　っていうか、もう決闘も終わったし、私の馬ば脚きやくも露あらわになったし、そこにこだわる理由もないわよ」

「はあ。じゃあ、帰宅しない部を嫌いになる理由もないじゃないですか」

「言ったでしょ。私は柊木ひいらぎ夕ゆう也やが嫌いだって！」

「ええと……」

　困り顔で、恋れん子こは頬ほおを掻かいた。

「恋子ちゃん、あんなののどこがいいの？」

「へっ!?」

　驚きながら、恋子は顔を真っ赤に染めた。

「好きなんでしょ？」

「あ、ああああ、あ、あたしは別に……！」

「隠さなくてもいいわ。っていうか、バレバレよ」

　呆あきれ気ぎ味みに、沙さ月つきは肩をすくめた。

「うっ。そ、そんなにバレバレですか……？」

「何を今さら。どうして本人に気づかれないのか不思議でしょうがないわ」

「ううっ」

「苦労するわよ？　ああいう、悪意も他意も自覚もなくバンバンフラグを立てていくタイプって、一番タチが悪いわ」

「ううっ、思い当たる節ふしがありすぎて反論できないです……」

「まあ、悪い人ではないんでしょうね。料理が上手なのは認めるし、わざわざ恋子ちゃんたちのために生徒会長にケンカを売ったりしてるんだから、面倒見がよかったり優しかったりもするのかしらね」

「そう！　そうなんですよ！　えへへ」

「でも、万人に等しく優しい人って、付き合うには大変でしょうね」

「うっ」

「もちろんそれは美徳だけれど、やっぱり自分に一番優しくしてほしいって思うのが人情だもの」

「た、確かに……」

「しかも、誰だれ彼かれかまわず優しく接するものだから、やきもきしっぱなしよね」

「返す言葉もねーです……」

「まあ、私も恋子ちゃんが失恋するところなんて見たくないから、応援はするわ。おすすめはしないし支援もしないけど」

「い、いつになく手厳しいですね……」

「だって、嫌いだもの」

　沙月のつーんとした態度にうーんと唸うなりつつも、恋子は、

「で、でも、そのお弁当に罪はないですよ？　沙さ月つきちゃんが食べないなら処分することになっちゃいますし」

「うっ……。そ、それはもったいないわ……」

　恋れん子ことの決闘に備えて資材・機材や薬品を買いそろえるべく、沙月は節約に節約を重ねてきた。もうその必要もなくなり、いくらか経済的に負担は減ったが、しかし今月使ってしまったお金が返ってくるわけではない。

「それに、沙月ちゃんがお兄……じゃなくて、先輩を嫌いだったからって、あたしと一緒にお昼を食べない理由にはならないじゃないですか」

「はあ？」

　沙月は呆あきれ気ぎ味みに首を傾かしげた。

「だって、私を帰宅しない部に引き入れるために持ってきてたんでしょう？」

「へ？　いやまあ、そうなってくれればいいとは思いますけど、今日もこれまでも、あたしは沙月ちゃんとお昼ご飯を食べたいから持ってきてたんですよ？」

「え……」

　赤くなっていた顔をさらに赤くして、沙月は言葉に詰まった。

「そりゃそうですよ。友達と一緒に食べた方が楽しいし美お味いしいじゃないですか」

「う……」

　真っ赤になった顔を隠すようにうつむいて、沙月は恋子からお弁当箱を受け取った。

「と、と、とにかく、そのお弁当を無駄にするのももったいないから、しょうがないから、せめてもの情けで受け取ってあげるわっ！」

「あはは、人の情けが身にしみますねー。じゃあ、お昼はいつもの場所で！」

　ぴゅーっと去って行く恋子の背中を見つめて、沙月は困惑気味にため息をついた。

「ホントに……調子が狂うわ……」

　しかし、その顔はまんざらでもなさそうだった。
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「おはようございます、生徒会長殿」

　琴こと音ねが生徒会室に入るなり、生徒会書記にして武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい一番隊隊長を務める志し々し谷や左さ京きようが事務仕事の手を止めて立ち上がり、直立不動で言った。

　頭の左側には、トレードマークのサイドアップテール。背中に『風紀』の二文字を染め抜いた浅葱色のダンダラ羽織を制服の上に羽織り、刀袋にくるまれた愛用の木刀を常に傍かたわらに置いている。

「あらあら、わざわざ立ち上がったりしなくていいっていつも言っているでしょう？」

「いえ！　自分が好きでやっていることですので！」

　苦笑しつつ、琴こと音ねは自分の席に着いた。

　琴音が座るのを待って、左さ京きようもようやく腰を下ろした。

「生徒会長殿、何かいいことでも？」

「え？　どうして？」

「あ、いえ、今け朝さはずいぶん足取りが軽かったようですので」

「そう？　うふふ、わかるものかしら」

　左京を見てにこりと微笑ほほえみ、琴音は、

「今日は、夕ゆうくんがお弁当を作ってくれたのよ」

　と言って反応を窺うかがった。

　夕ゆう也やをライバル視して、再戦を熱望する左京。

　そこまではとても左京らしいと思う琴音なのだが、どうも最近はその想おもいが度を越しているようにも見える。

　そしてどういうわけか、夕也との間に色っぽいハプニングなども起こっているらしい。

　――まさか、とは思うけれど……。

　しかし、ライバル心から芽生える恋もあるだろう。まして色恋沙汰に不慣れな左京のこと、ちょっとしたきっかけでコロッと惚ほれてしまわないとも限らない。

「なるほど」

　左京は得心がいったようにうなずいた。

「確かに、以前から生徒会長殿は柊木ひいらぎ夕也の料理の腕は激賞しておいででした」

「あら。それだけ？」

「と言いますと？　美お味いしいお弁当が手に入って嬉うれしかったのでは？」

「それもあるけれど……」

「では、他にも何か理由が？」

「……。左京さんとしては、何か感想はないのかしら？　例えば、羨うらやましいとか」

「はあ。確かに、生徒会長殿がべた褒めするほどの料理であるならば、食べてみたいとは思いますが」

「……夕くん以上の朴ぼく念ねん仁じんね」

「は？」

「じゃあ、夕くんが左京さんのためにお弁当を作ってきてくれたとしたら、どう？」

「そんなことはありえないと思いますが……、好敵手から激励の差し入れであれば謹んで受け取ります」

「そうじゃないでしょう!?　異性からの手作り弁当って、ラブコメ的には一大イベントじゃない！」

「ら、ラブコメ的!?」

　左さ京きようは途端に顔を真っ赤にしてフリーズしてしまった。

　――夕ゆうくんに気があるのか、色恋沙汰に免疫がなさ過ぎるのか、判断に苦しむわ……。

　琴こと音ねは小さくため息をついた。

　夕ゆう也やのお弁当。

　それは、素直に嬉うれしいと思う。

　だが、他の女の子たちも同じお弁当をもらっているのは気に入らない。

　しかし夕也が自分のために作ってくれたお弁当である、というのは悪い気がしない。

　――いずれは、わたくしのためだけに……。

　お弁当以外の料理も。

　いや、料理以外のすべても、自分のためだけに。

　そのためにも、帰宅しない部を潰つぶしてしまわなければならない。

　以前は、もっとも手て強ごわい耶や宵よいと夕也を家で二人きりにさせるよりは、帰宅しない部に置いておく方がいいと琴音は考えていた。

　しかし、対立する立場では上う手まく立ち回ることができず、体育祭のときには生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが琴音に反旗を翻ひるがえすことになってしまい、方針の転換を余儀なくされた。

　ならば、どうするか。

　親戚という立場を利用して、両親が不在の夕也と耶宵を、秋あき月つき家に居候いそうろうさせればいい。

　夕也の両親はもちろん、夕也たち自身を説得する必要もある。中学生の耶宵はまだしも、高校生の夕也は秋月家に頼らず暮らす、と言い張る可能性も否定はできない。

　必ずしも上手くいくとはいえない作戦ではあるが、一度は失脚しかけた琴音としては贅ぜい沢たくを言える立場ではなかった。

「第二次帰宅しない部追い出し作戦……実施できる日が待ち遠しいわね」

「はっ、はい！」

　琴音に声をかけられてフリーズから我に返った左京が、裏返った声で返事をした。

「じ、自分もであります！　素す振ぶりをする手にも力が入るというものですっ！」

　武道の経験など夕也にはない。が、左京は第一次帰宅しない部追い出し作戦で敗北を喫し、体育祭のリレーでも満まん身しん創そう痍いの夕也に互角の戦いを強いられた。それ以来、左京は夕也を好敵手と認め、再び全精力をかけて戦うことを熱望しているのだ。

　その熱意を証明するかのように、戦いの話となった途端、ラブコメ話のときのあわあわ感はすっかりと消え去っていた。凛り々りしい武人の顔立ちに戻っている。

「右う京きようさんは上手くやっているかしら」

「と言いますと？」

　ちょうど左京が訊きくと同時に、生徒会室のドアが勢いよく開き、左京と同じ顔の女の子が息を切らして駆け込んできた。

　髪を頭の右側でサイドアップテールにした、左さ京きようの双子の妹、志し々し谷や右う京きようである。

「ふぃー、危なかったぁ」

「右京、騒々しいぞ」

「あ、ごめんごめん、見つかりそうになっちゃってさ。追いかけられたらまずいと思ってここまで全力疾走だよ」

「あらあら、いったい何をしていたのかしら？」

「生徒会長殿が言いつけたことではないのですか？」

「わたくしがお願いしたことでは、慌てて逃げるようなことにはならないはずよ？」

「ということは、右京の独断か。本当に何をやっていたのだ？」

「そりゃあ、敵情視察だよ。おかげで色々面白い話も聞けたから、まあ走った甲か斐いくらいはあったかな」

　にいっと、右京は不敵に笑った。

「右京、あまりつまらない真ま似ねをするなよ？　ただ勝てばいいというものではないのだ」

「心外だなあ。お互い死力を尽くすのが姉さんの望みなら、こっちだってできることはなんだってやっておくのが筋でしょ？　それに、ボクがちょっと何かをしたくらいでガタガタになるなら、所しよ詮せんはその程度だったってことだよ」

「む。それはそうかもしれないが……」

「そうね。前回の木き滝たきさんの離脱のような、わたくしたちが意図していない要因での弱体化は不本意でも、こちらが仕掛けた戦略で弱体化したのなら、それは全力で戦うことの一環だわ。そうじゃないかしら、左京さん？」

「……はい」

「うふふ、左京さん、大丈夫よ。手をこまねいて弱体化を許すような夕ゆうくんじゃないわ。むしろ夕くんが力を発揮するのはそういう部分よ？」

「確かに」

「それで、右京さん。敵情視察もいいけれど、お願いしたことの首尾はどう？」

「もちろん、バッチリやってあるよ。武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんのメンバーとか、協力してくれる武道系各部のマネージャーが一人もいないクラスなんてないからね。噂うわさはもうかなり広まってるから、当面、帰宅しない部に手を貸そうって酔すい狂きような生徒は出ないと思う」

「ありがとう、右京さん。うふふ、決戦前にメンバーを揃そろえられては台無しだものね」

「まあ、こういうのはボクたち二番隊の仕事だからねー」

「じゃあ、引き続きよろしくお願いね、右京さん」

「任せておいてよ。他にも、面白い作戦も思いついたからさ」

「うふふ、頼もしいわね」

　そんなやりとりを聞きながら、左さ京きようはすっと目を閉じて、深く深呼吸した。

「あれ、どうしたの？　姉さん。もしかして、ライバルが心配？」

「いや――」

　再び目を開いた左京の口元には、笑みが浮かんでいた。

「見せてもらう。柊木ひいらぎ夕ゆう也やが生徒会長殿や右う京きようの策略をどう切り抜けるのか」

「姉さん、その発言、どっちの味方なのかわからないよ」

　右京が肩をすくめて苦笑した。

「本当に、左京さんは夕ゆうくん一筋ね」

「っていうか、一いち途ずな片かた想おもい？」

「な、ちが……！　自分は純粋に、柊木夕也と戦いたいだけで……！」

「あはは、姉さん、そんなにムキになったら認めてるようなもんだって」

「くっ……」

「左京さん、夕くんは競争率高いわよ？　今、夕くんはモテモテだから。帰宅しない部はまるでハーレム部だもの。まったくもう」

「ですから！」

　怒りと照れで顔を真っ赤にして立ち上がった左京に、琴こと音ねと右京はまたくすくすと含み笑いをするのだった。
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　――兄にい様さまのお弁当。

　朝が弱い夕也がお弁当を作ってくれたことなど、ほとんどなかった。あるとすれば、体育祭や遠足などの特別な日だけだった。

　その兄が、自分のためにお弁当を作ってくれた喜び。

　そして、大好きな兄の手料理をお昼にも食べられるという喜び。

　他の女の子もお弁当を作ってもらっているのは気に入らないが、お弁当箱を見るだにそんなことがどうでもよくなるくらい耶や宵よいは嬉うれしくなるのだった。

　だが。

　――琴こと姉ねえ様の、あの態度……。

　かつて、琴音は夕也が家に帰って、耶宵と二人きりになることをもっとも警戒していたはずだった。

　そのため、敵対していながらも、帰宅しない部を潰つぶさないという方針をとっていた。

　――その結果、飼い犬に手を噛かまれてあの体育祭になって……さすがにあれで懲りたということですの？

　そうなってしまうのは無理もない。しかし、問題なのはそのことについて乗り気とも見える琴こと音ねの態度だった。

　そして、今け朝さのあの言葉。

『安心していいわよ？　そうなったら、ちゃんと耶や宵よいちゃんの面倒も見てあげるわ』

　そこから導き出される結論は――

「琴こと姉ねえ様……きっと帰宅しない部を潰つぶして、父様と母様がいない間、私と兄にい様さまを秋あき月つき家に引き取る算段ですの」

　それはつまり、琴音のテリトリーで勝負しなければならなくなるということだ。

　そして、そのテリトリーに引き入れて、琴音は一いつ気き呵か成せいに攻勢に出るつもりなのだろう。

「そんなこと、絶対にさせませんの……！」

　かつては、秋月家でだって夕ゆう也やは耶宵のことだけを見てくれていた。しかし、それがわかっていながら何も策を講じない琴音ではないだろう。

　となると、琴音のテリトリーで戦うのは不利なのではないか。

　ゆすらや恋れん子こが常に一緒にいる今の環境も面白くはないが、琴音の独走を許すよりは遥かにマシに思えた。

　では、どうするか。

「部長さんや恋子ちゃんに手を貸すのは不本意ですけど……武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいを倒すために、私も全力を尽くすしかなさそうですの……」

　その方策を少し思案して、耶宵はニヤリと笑みを浮かべた。

「まあ、それで兄様のお手伝いをいっぱいして、アピールするのも悪くありませんの」
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　放課後。

　帰宅しない部が占拠した空き部室にて、誰だれが言い出すともなしに今後の対生徒会の方針を話し合う会議が開催された。

　お菓子とジュースを広げてお喋しやべりに花を咲かせている様相だが、全員顔は真剣である。参加者は夕也、ゆすら、恋子、更さら紗さ（三つ編み眼鏡）の正式部員に耶宵を加えた五名。

　生徒会の仕事がある琴音はまだ部室に来ていない。いつも通りだとすれば、琴音がやってくるのは閉門時間後である。当然、その前に話し合っておこうというのが総意だった。

「左さ京きようさんは決戦は宿舎が完成する夏休みになる、っていってたけど、早めに準備はしておいた方がいいと思うんだ」

「がう」

「私もそう思いますの」

「あ、それはあたしも同感です」

「宿舎の建設現場には、八月一二日完成予定って書いてありましたの」

「一二日はちょうど登校日だね」

「ええ。そして、恒例の林間学校の少し後ですね……」

　考え込むように、更さら紗さが言った。

「がう？　林間学校は何？」

「あ、そうか、ゆすらは四月の頭に転校してきたから知らないんだね。この学校、毎年夏休みには森っていうか山に出かけてキャンプみたいなことをやるんだよ」

「知ってます？　毎年林間学校をやるあの山って、見渡す限り全部秋あき月つきグループの所有地らしいですよ。もう意味がわかりませんよね」

「まあ、琴こと姉ねえの家だから、そのくらいはもう予想の範はん疇ちゆうだよ」

「がう」

「ちなみに、林間学校は中等部と高等部の合同ですの」

「まあ、あれだけの敷地を持ってれば、合同でも余裕でできちゃいますよね……」

「……山に行く？　みんなで？」

「そうですの。高等部も中等部も、全員参加ですの」

「……私も？」

「そりゃそうです。ゆすら先輩だけ行かないわけないじゃないですか」

「……なわばりは誰だれが守る？」

「確かになわばりには誰もいなくなっちゃうけど、それは敵も一緒だから大丈夫だよ？」

「……うー」

　それでも気乗りしない感を全身からゆすらは発していた。

「森や山は嫌いじゃないでしょ？」

「ゆすら先輩が好きそうな美お味いしいご飯も出ますよ？」

「き、きっと楽しいですよ……？」

　夕ゆう也やも恋れん子こも更紗もしきりに気を変えさせようとするものの、どうにも効果がない。

「じゃあ、部長さんは残りますの？　でも、私たちも兄にい様さまも林間学校に行きますから、ひとりぼっちですの。当然、その三日間はご飯もありませんの」

　ご飯がない、と聞いて、さすがにゆすらも意地を張り続けられなくなったらしい。少し考え込んで、

「……じゃあ、行く」

　と折れた。

「うん、その方がいいよ。とにかく、話を武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの戦いに戻すけど、夏休みの前には試験もあるし、実質準備にかけられるのは一ヶ月くらいしかないんだよ」

「ですね。なんとしても、それまでに死体をたくさん掘り当てないと……」

「恋れん子こちゃんの死体は当てになりませんの」

「どういう意味ですか!?　動く熊の剥はく製せいとテンの毛皮を見てもまだあたしの魔法を疑うんですか!?」

「そうじゃありませんの。何年も掘って見つけられなかったものが、一ヶ月以内に見つけられる可能性が低いって言ってますの。実際、この一週間根を詰めて掘っても、決闘までに見つけることはできませんでしたの」

「うっ……」

　言葉に詰まって、恋子は悔しそうに唇を噛かんだ。

「まあまあ。耶や宵よいも、恋子の魔法のすごさは認めてるよ。でしょ？」

「もちろんですの。さすがに目の前で見せられたら、信じるしかありませんの。問題は、その魔法を活いかす前提条件が整っていないことですの」

「がう。熊一匹じゃ足りない」

「でも、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと正面からぶつかるには、僕らは圧倒的に数が足りないからね。恋子の魔法に頼らなきゃ始まらないと思うんだ」

「あの……」

　おずおずと、更さら紗さが手を挙げた。

「御み子こ神がみさん、何？」

「ええと……、この前もちょっと言いましたけど、みんなでお金を稼いで、熊の毛皮を買うというのはどうでしょう……？」

　それは、恋子と沙さ月つきの決闘後にちらっと出た話題だった。

　熊の剥製は目玉が飛び出るほど高いが、これが毛皮になるとずいぶんプライスダウンする。もちろんそれでも充分に高価なのだが、頑張れば手が届かないというほどでもない。

「そうだね。確かに、恋子の魔法を有効活用するにはそれが一番かもしれない。ゆすらに通訳してもらえば、熊語がわからない問題も解決なんだし」

「いや、それはさすがに申し訳ねーです」

「別に、恋子ちゃんに買ってあげるわけじゃありませんの。これは部にとって必要な、いわば備品ですの。魔法をかけるのは恋子ちゃんでも、恋子ちゃんが恐縮する必要はありませんの」

「そうだね。むしろ、そこまで恋子を当てにしなきゃどうにもならないのが申し訳ないくらいだよ」

「いや……ええと、その……まあ、後のち々のちは世界を支配する大ネクロマンサーですから、このくらいはチョロいっていうか、任せろっていうか……えへへ」

　照れて頭をかきながら、もじもじと恋子が言う。

「幸い、この秋あき月つき学がく園えんではアルバイトは禁止されていませんから、みんなで一ヶ月頑張れば、熊の毛皮も二枚か三枚は買えるんじゃないかと思います……」

　更さら紗さの言うとおり、秋月学園ではアルバイトは禁止されていない。それも生徒の自主性ということで、『学業に支障を来きたさないのであれば』という但ただし書がきはつくものの、特に申請や許可もなく始めることが可能だ。

　それどころか、バイト部なる部活動まで存在し、豊富な学校近隣のアルバイト求人情報を公開して生徒たちから重宝がられている。

「そういうことなら、あたしも発掘は一時中断してバイトした方がいいですよね」

「あ、いや、恋れん子こは発掘を続けて」

「ほへ？」

　夕ゆう也やの言葉に、恋子は不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「この近辺で女子高生がやる仕事といえば、接客がほとんどですの。恋子ちゃんじゃあ看板娘には不適格ですの」

「胸を見て言いました!?　接客は胸でやるもんじゃねーですっ！　っていうか、耶や宵よいちゃんはどんな接客をやる気なんですかっ」

「でも、どうせなら胸が大きくて可愛かわいい女の子に接客してもらった方がお客さんも嬉うれしいと思いますの」

「たいていのお店のお客は半分は女なんですけどっ！」

「まあまあ。耶宵、そういうこと言わないの。恋子も、耶宵のは軽い冗談だから、そうムキにならないで」

　恋子は「むー」とおもしろくなさそうな顔でうなり、

「でも、あんたもあたしにバイトやるなって言ったじゃないですか。ま、まさかあたしだけ仲間はずれにしようって魂胆ですか……？」

「違うって。恋子には、土つち御み門かどさんの勧誘を続けてほしいんだよ」

「え？」

「いずれにしても、僕らが勝つためには正式な部活として認めてもらうしかないんだ。熊の数を増やしても、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいをコテンパンにしても、事態は全然好転しない。そうでしょ？」

「まあ、それはそうですけど……」

「それを知ってるから、琴こと姉ねえたちはこれ以上帰宅しない部に入部希望者が出ないように情報戦を仕掛けてきてる。ぶっちゃけ、正攻法で新しい部員は見つけられそうにないんだ。となると、もうとっかかりがあるのは土御門さんだけなんだよ。彼女ならこの学校で寝泊まりしてるっていう実績もあるしね」

「うーん、沙さ月つきちゃんもなかなか難しいと思いますけど」

「だからさ、この一ヶ月をフルに使って構わないから、恋れん子こにはその役目を頑張ってほしいんだよ。で、そのためにも恋子はちゃんと発掘を頑張って見せた方がいいかなって」

「なるほど……」

「だから、熊の調達は僕らに任せて、恋子はそっちに専念して」

「そういうことですの。恋子ちゃんは兄にい様さまと私がお金を稼いでくるのを学校で待っていればいいんですの」

「いや、まだ中学生の耶や宵よいちゃんはアルバイトできないんじゃないですか？」

「がう。日本では、児童が満一五歳に達した日以後の最初の三月三一日が終了するまで、これを使用してはならない、って法律で決まってる」

「部長さんはなんでそんなことを知ってますの!?」

「……一般常識」

「いや、そんなことはないと思うけど」

　夕ゆう也やはそう苦笑しつつも、

「でも、確かに中学生は働けないよね」

「そうですよね……」

「うふふ、別にアルバイトじゃなくてもお金を稼ぐ方法はありますの！」

「え……？」

「耶宵、どういうこと？」

「じゃあ、今から出発ですの！」

「ええと……まあ、履歴書とかに使う写真とかも必要だし、その辺の調達もかねてちょっと出かけようか」

「はいですの！」

　こうして、帰宅しない部の会議は唐突に終わり、いきなり実践へと移行したのだった。
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　自動証明写真機で履歴書用の写真を撮った後、耶宵が先に立って案内したのは、商店街にある黄色を基調とした店構えがオシャレなカレーショップ『カルだもん。』だった。

　その店頭には、

『挑戦者求む！　五キロカレー、三〇分以内に完食できたら三万円進呈！　※完食できなかった場合、カレー代一万五千円をお支払い頂きます』

　という張り紙がデカデカと自己主張していた。

「単位がキログラムなんだ……。普通はご飯四〇〇グラムで大盛りなんだけどな……」

　呆あきれ気ぎ味みに、夕也がつぶやいた。

「ま……まさか耶や宵よいちゃん、これに挑戦する気なんですか……？」

　気になるからと、今日だけはついて来ることにした恋れん子こが驚きよう愕がくしつつ訊きいた。

「もちろん、そのつもりですの。一日で三万円稼げたら一週間で熊の毛皮が二枚くらいは買える計算ですの！」

「ええと、でも、いくらなんでも五キロは……」

「余裕ですの！　五人で完食すれば、それだけで一五万円ですの！」

「無理です！　ぜーったい無理ですっ！」

「うん、無理だよね」

「はい、無理です……」

「がう？」

「あー、いや、ゆすら先輩も食べ切れそうな気がしますけど……」

「じゃあ、部長さん、二人で挑戦ですの！」

「……ユウ、お店ではお金を払って買うもの。なのに、食べたらお金くれるのは何？」

「あー、えーと、どう説明したらいいのかな……？　普通の人には無理な量なんだよ。時間内に食べ切れたらお金をもらえるけど、食べきれなかったらお金をいっぱい払わなきゃいけないんだ」

「……」

　わかったのかわからないのか、ゆすらは「ほあー」とため息のような妙な声を出して、張り紙を見上げている。

「ねえ、耶宵。失敗したら一万五千円も払わなきゃいけないんだよ？」

「大丈夫ですの。ここのお店には入ったことはありませんけど、前に商店街で食べ歩いた量を計算したことがありますの。五キロくらい、バッチリ勝算の圏内ですの！」

「……どんな胃袋してるんですか」

「普段の食べっぷりを考えれば、きっと部長さんも完食できますの」

「がう……。カレーは美お味いしい」

「そうですの！　美味しいものを食べてお金がもらえるなんて最高ですの！」

　言いながら、耶宵はさっさとカレー屋さんに入ってしまった。

「ちょ、耶宵！」

　慌てて夕ゆう也やが追いかけ、他の面々もそれに続いて入店した。

　カウンター席が八席、そして四人がけのテーブルが五つほどの、さほど広くない店内。

　そして、カウンターの中から「いらっしゃい！」と威勢のいい声を掛けてきたのは、タオルを頭に巻いた気きっ風ぷのいいお姉さんだった。他、『アルバイト』というプレートを胸に着けた女の子が二名。

「あー、ここに耶宵ちゃんが今まで来なかったのは、女の人がやってるからですか……」

　ぼそりと、誰だれにも聞こえないように恋れん子こが呟つぶやいた。

「五キロカレーに挑戦しに来ましたの！」

　カウンターに座るなり、耶や宵よいはそう宣言した。

「……本気かい？」

　面白いモノを見るような目で、タオル頭の女店長は口の端を吊つり上あげて笑った。

「もちろん本気ですの！　部長さんはどうしますの？」

　ゆすらは少し考え込んで、

「……甘口がいい」

「あははっ、甘口でチャレンジかい？　面白い子だね！」

　楽しそうに笑って、しかし女店主は、

「学生さんでも女の子でも、チャレンジする以上、完食できなかったらお代をいただくからね！」

　勝負師のような目をして、カレー作りに取りかかったのだった。



「ごちそうさまですの！」

　お盆のようなお皿に山盛りだったカレー五キロは、二七分後に耶宵の胃の中に収まった。

　そして、その一分後には、ゆすらの前にあった甘口五キロカレーの山も完全に消失した。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……美お味いしかった」

　アルバイトの女の子や他のお客たちから、惜しみない拍手と喝かつ采さいが沸き起こる。

「あはは、まったく驚いたねえ。いったいその細い身体からだのどこにそんなに入るんだい？」

　いっそ清すが々すがしい笑顔で、女店長は言った。

「普段から二人の食べっぷりを見てる僕たちでもびっくりだね……」

「っていうか、見てるだけでお腹なかいっぱいです……」

「ですね……。あ、でも、お腹を壊したらあたしの出番かも……うふふ」

「さて、じゃあ、カメラを持っておいで」

　女店長はアルバイトの子にそう声を掛けてから、耶や宵よいとゆすらに顔を向けた。

「じゃあ、悪いけど壁に貼はる写真を撮らせてもらうからね。もし顔出しがイヤなら目に黒線を入れるけど」

「記念撮影ですのね」

「……なんで写真を貼る？」

「そりゃあ、栄誉を称たたえるためさ。まあ、何度もチャレンジされたんじゃ堪たまらないから、顔を覚えておきたいっていうのもあるけどね」

「え、もしかして一回成功したらもうチャレンジできませんの……？」

「ちょっと、勘弁しておくれよ。あんたら二人に賞金持って行かれて、今日はもう赤字確定なんだから。頻繁に来られたら店が潰つぶれちまうよ」

「それは残念ですの……」

「がう……」

「すまないね。賞金はもう出せないけど、勝者の栄誉を称える意味でも格安で提供するから、また食べにおいでよ」

　かくして、帰宅しない部の軍資金＋六万円。

　しかし、このお店でのチャレンジはもうできない。
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　その後も何日かは、耶宵とゆすらによるドカ盛りチャレンジ作戦は向かうところ敵なしで荒稼ぎしたものの、一週間と経たたずに方針の転換を余儀なくされた。

　最初のカレーショップのように、どこも一度賞金を手にしたら同じチャレンジはさせてもらえない。

　そして、近隣に賞金付き大食いチャレンジをやっている店がそんなにたくさんあるはずもないのだ。

「放課後に電車で行って帰ってこられる圏内にはもう、完食したら無料になるお店しか残ってませんの」

　夕食時、家庭科実習室で夕ゆう也や特製のマグロのカルパッチョをつつきつつ、ネット接続した携帯電話で大食いチャレンジ情報を調べながら耶や宵よいがため息をついた。

　ため息をつきながらも、そして左手で携帯電話を操作しながらも、カルパッチョに箸はしを伸ばす手だけは休めない。

　ちなみに本日の夕食はマグロのカルパッチョをメインに、茄な子すの煮浸しとキンピラゴボウ、空豆を一緒に炊き込んだ空豆ご飯。みそ汁はタマネギとジャガイモの具だくさんだ。

「やっぱり、真面目まじめに働かなきゃダメってことだね」

「がう……」

「あらあら、大変そうねえ」

　完全に他ひ人と事ごとの琴こと音ねが、やはりカルパッチョを食べながらクスクスと笑う。

「なんで打倒生徒会の相談をしてる場に生徒会長がいるんですか！」

「だって、夕ご飯の時間だもの」

「もうツッコミどころしか見当たらねーです……」

「こんなになじんでるんだから、もう生徒会長も帰宅しない部を認めてくれてもいいんじゃないかしら？」

　三つ編みを解ほどいて眼鏡を外し、白衣を羽織った更さら紗さが、呆あきれ気ぎ味みに言いながらみそ汁のお椀を持ち上げて一口啜すすった。

　ちなみに、胸元をはだけて谷間をさらすのも白衣モードの決めごとであるらしい。夕也はときおり目のやり場に困って視線を泳がせたりしている。

「そうですそうですっ！　生徒会長さえ認めてくれれば、みんなもアルバイトなんかしなくてもよくなるんですっ」

「あら、そんなわけにはいかないわ。それに、貴女あなたはそのはしたない胸元をどうにかした方がいいわ」

「大きすぎてごめんなさぁい。あら、煮浸しのつゆがたれちゃったわ」

　わざとらしく言いながら、更紗は豊かな胸元にこぼれたつゆを指ですくってペロリとなめた。

　その仕草から、困ったように夕也は目を背けた。

「本当にはしたないわ……！」

「うふふ、悔しいなら生徒会長も誇こ示じしてみたらいいんじゃないかしら？」

「お食事中にそんな下品なマネをするわけないでしょう」

「自信がないのかしら？　生徒会長だってＧはあるんでしょう？」

「くっ……！」

「琴こと姉ねえ様は以前、限りなくＧに近いＦだって言ってましたの」

「あら、負け惜しみ？　にしても、生徒会長らしからぬくだらない見み栄えの張り方ね」

「ぐぐっ……」

　悔しそうに箸はしを握りしめる琴こと音ねを、今にも「おーっほっほっほ」と笑い出しそうな勝ち誇った笑顔で更さら紗さが見下していた。

「お……大きければいいというものではないわっ」

「そうです！　あたしも常々言ってるじゃないですかっ！」

「うう、木き滝たきさんと同じ主張をしてしまうなんて、わたくしとしたことが……」

「どういう意味ですかっ!?」

「……おっぱいさん、気にするな。きっといいことある」

「大きすぎるのもどうかと思いますの。Ｃくらいがちょうどいいと思いますの」

「インフレしすぎですーっ！　Ｃは充分大きい部類ですーっ！」

「ええと……さすがに脱線しすぎじゃないかなあ……」

　所在なさげに呟つぶやいた夕ゆう也やの顔は、照れて真っ赤に染まっていた。

「そ、そうね」

　渡りに船とばかり、琴音が夕也の言葉にうなずいた。

「あらあ、撤退の早いこと」

「しつこいのは女でも嫌われるわよ？」

「大きなお世話よ」

「あのー、話を戻すんじゃねーんですか？」

「やれやれですの。でも、琴こと姉ねえ様。作戦会議もかねてる現状、敵の総大将は少しは遠慮するべきだと思いますの」

「そんなことを言っても、わたくしは帰宅しない部を監視しなければいけないもの。仕方のないことなのよ。それに、夕ゆうくんのご飯は美お味いしいもの」

「まあ、作戦会議っていったって、どうせ僕らのやってることくらい、琴姉はお見通しだろうし」

「そうね。熊を量産するために金策に四苦八苦してるのよね？」

「筒抜けじゃないですか!?」

「そりゃまあ、学校周辺なら生徒の目もあるし、僕らが連日大食いチャレンジで賞金稼いだり、バイト探したりしてるのは見られてるだろうからね。琴姉の耳に入るよ」

「がう。大食いは、お店に写真が貼はられる」

「そうじゃなくても、五キロのカレーとかを二人組の女の子が並んで平らげていれば目立つに決まってるじゃない。バレてないと思う方がどうかしているわよ」

「だね。だから、今さら聞かれて困る話でもないよ」

「た、確かに。……あーもう、生徒会長は気にせず話を進める方がいいような気がしてきました」

「敵のトップが堂々と作戦会議に参加するとか、斬新すぎる諜ちよう報ほう活動ですの」

「まあ、確かに前代未聞よねえ……」

　更さら紗さがため息をついた。

「そういえば、御み子こ神がみさんはドラッグストアに面接受けに行ったんだっけ？　どうだったの？」

「もちろん、採用してもらったわよ？　こう言ったらなんだけど、行きつけのお店だから陳列のレイアウトも把握してるし、医薬品についての知識もあるつもりだし、お店に貢献できる自信はあるわ。もっとも、三つ編み眼鏡での勤務だから、ちょっと接客には不安があるけど……」

「露出狂モードで接客すれば、その余分な胸で客寄せもできて一石二鳥だと思いますの」

　耶や宵よいの軽口を、更紗は鼻で笑った。

「ホントに小娘はバカねえ。お店によってカラーってもんがあるでしょ。清潔感と真面目まじめさが必須なドラッグストアでお色気なんて発揮したら、何を言われるかわかったものじゃないわよ」

「むっ……！」

　面白くなさそうに顔をしかめた耶宵だったが、

「確かに、薬局とかだと似つかわしくないって怒られちゃいそうだね」

　という夕ゆう也やの言葉に何も言わずに黙り込んだ。

「大食いチャレンジが打ち止めなら、僕とゆすらもアルバイトを探さないとね」

　結局大食いチャレンジに付き合わされて、夕也はまだアルバイトを探すこともままならずにいたのだった。

「がう。群れのために熊を買う」

「うん。とりあえず、バイトを募集してるところに片っ端から行ってみようか」

「……今？」

「いやいや、さすがにもうお店も閉まってるよ。今晩履歴書を書いて、行くのは明日の放課後だよ」

「がう」

　ゆすらはにへーっと笑った。

「……明日は、ユウとお出かけ」

「ちょっと、部長さん、わかってますの!?　遊びじゃありませんの！」

　悔しそうに耶宵が声を荒らげたが、ゆすらはご機嫌な顔のまま、

「がう。ユウの妹は恋れん子ことなわばりを守れ」

　などと言って、ますます耶宵を悔しがらせるのだった。



　――ドキドキする。

　その夜、消灯してからも、ゆすらはなかなか寝付けなかった。

　夕ゆう也やと出かけるのはとても楽しみだった。出会った頃ころに一度行ったショッピングモールでは鯛焼きを食べたり、オオカミさんリュックを買ったりとワクワクすることがたくさんあった。

　――だから、ドキドキしてる……？

　大好きな仲間と、一緒にお出かけ。

　それが楽しみでないはずがない。

　――でも。

　何かが違う。

　それだけではない、ドキドキの原因が何かある。

　そんな気がして、しかしそれがなんなのかよくわからなくて、ゆすらは寝袋の中でしきりに首を傾かしげるのだった。



    

  
    
      


第二章　学園ワーキング・デイズ



　期末の試験も近づいてくると、中庭の木陰でも暑くなってくる。

「そろそろ、別の場所でお弁当を食べることを考えた方がいいかもしれません……」

　お弁当のタコさんウインナーを口に運びながら、恋れん子こは言った。

　木陰にいても、もうじっとりと汗ばんできそうだった。太陽の光が眩まぶしすぎて、それがなおさら暑さを感じさせる。

「そうね」

　暑さなど感じさせないほど冷静な口調で、沙さ月つきが答えた。

「どこがいいですかねえ。あたしの教室も沙月ちゃんの教室もお昼は騒々しいでしょうし、学食はお弁当の持ち込みもアリですけど、やっぱり騒がしい上に、ちょっと遅くなると席なくなっちゃいますし」

「そうね」

「どこか涼しくて静かなところがあればいいんですけど……」

「ところで」

「はい？」

「生徒会との決戦が近いそうね」

「え？　あ、あの噂うわさ、沙さ月つきちゃんも聞いたんですか？」

「いやでも聞こえてくるわよ。意図的に広めようとしてるようにしか見えないし」

「あ、あはは。まあ、実際には夏休みになるって話ですけどね」

「そうなの」

「でも、負けませんけどね！　みんなで勝つために色々作戦立ててますし！　あ、でも、沙月ちゃんが仲間になって助けてくれたら心強いなって……」

「私ね」

　恋れん子この言葉を遮るように、沙月は強い語調で言った。

「生徒会長から誘われてるの。生徒会に来ないかって」

「え？」

「生徒会長、見ていたそうよ？　私たちの決闘。ご丁寧に盗聴器まで仕掛けて高みから観戦していたんだって」

「え、ええと……」

「まったく、おかしな生徒会長よね。私の陰おん陽みよう道どうが紛まがい物ものだとわかった上で、仲間になれって言うのよ」

「や、約束しましたよね？　生徒会には手を貸さないって……」

「あら、あのときの約束は、決闘までは、という期限付きだったはずでしょ？」

「うっ。そ、それはそうですけど……」

　不安げに、お弁当を食べる恋子の箸はしが止まった。

「まさか、沙月ちゃん、生徒会に手を貸したりしないですよね……？」

　沙月は不安そうに見つめる恋子を一いち瞥べつして、食べ終えたお弁当箱のフタを閉じた。

「考え中よ。ごちそうさま。今日も美お味いしかったわ。はい、これ」

　お弁当の包みを恋子に手渡して、沙月は呆ぼう然ぜんとする恋子を尻しり目めに、一人中庭を後にした。



　　　＊



　放課後。

　更さら紗さはドラッグストアでのバイトに出かけていった。

　そして、夕ゆう也やとゆすらは、前の晩に用意した履歴書を鞄かばんに入れて部室を出た。

「……ユウとお出かけ」

　またもそうつぶやくゆすらに、部室に残された耶や宵よいも恋子も苛いら立だちを募らせるのだった。

「ああもう、むかつきます！　温存するつもりでしたけど、『一個だけなんでも聞く』約束を使って邪魔してやりましょうか……！」

　沙さ月つきとの決闘の際、退部した恋れん子こを連れ戻すために、夕ゆう也やはそんな約束をしたのだ。

「そんな約束はさっさと使っちゃった方がいいと思いますの。でも、今回は生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいを倒すための作戦である以上、さすがに邪魔はどうかと思いますの」

「うっ、確かに……って、なんでそんな格好してるんですか!?」

　耶や宵よいは深く帽子を被かぶった上にサングラスをかけて、地味なシャツにジーンズという、いつもはしないような服に着替え終わっていた。

「決まってますの。間違いが起こらないように、こっそり後をつけて監視しますの」

「後をつけるって……えーっ!?」

「恋子ちゃん、うるさいですの」

「いやいや、でも……さすがにまずいんじゃないですか？」

「別に、監視して間違いを起こさせないようにするだけですの。盗撮や盗聴をするわけじゃありませんの」

「それはそうですけど」

「じゃあ、行ってきますの」

「ちょ、ちょっと待ってください！　あたしも行きます！」

「恋子ちゃんは死体を探すんじゃありませんの？」

「それもやります！　でも、なんか色々、放ほうっておいちゃいけない気がするんですっ！」

「意味がわかりませんの。だったら、制服じゃ目立って尾行になりませんの。早く尾行向きの服に着替えちゃってくださいですの」

「わ、わかりましたっ」

　慌てて、恋子は自分の服を収めたバッグを漁あさり始めたのだった。



　建物の陰に身を隠しながら、不機嫌そうに耶宵は恋子を振り返った。

「なんで尾行するのに、ピンクなんて色を選びますの!?　しかも、そんなにフリフリまでついて、目立つことこの上ありませんの！」

　声を潜めてはいるが、その非難の語気は強い。

「し、しょうがないじゃないですか！　これしかなかったんですっ！」

「恋子ちゃんはもう少し服について考えた方がいいと思いますの！」

「大きなお世話ですっ」

　頬ほおを膨らませながらも、恋子も建物の陰から夕也とゆすらの様子を窺うかがった。

「にしても、なんか妙ですよね……」

「え？　何がですの？」

「なんでしょう、違和感っていうか……」

「……あ！　いつもなら兄にい様さまにベタベタくっつく部長さんが、今日は兄様に触れてさえいませんの！」

「ああ、確かにそうですね。っていうか……」

　恋れん子こが見つめる先のゆすらは、抱きついたり引っ付いたりどころか、むしろ一定の距離を保とうとしているように見えた。

「ようやく部長さんも私に遠慮して兄にい様さまにベタベタするのをやめましたのね」

「いや、むしろ状況は悪化してるかもしれねーです」

「え？」

「見えないんですか、あの表情。頬ほおをほんのり染めて、熱っぽい目でシスコン野郎の顔を見てモジモジしてるじゃないですか」

「い、言われてみれば、確かにそうですの……。あれって、まさか……」

「間違いねーです。少女マンガとかでよくある、恋する女の子の目です！」

「じゃ、じゃあ、まさか、今まではただのお友達感覚でスキンシップしていたのが、男女を意識してしまってくっつけなくなったということですの!?」

「そうとしか思えねーです。少女マンガの王道、いわゆる友達以上恋人未満……ッ！」

「そんな……そんな……。今まさに、兄様はオオカミの前の子羊になってしまったということですの……？」

「耶や宵よいちゃん、テンパるのはわかりますけど、言ってる意味がちょっとわからなくなりつつありますよ」

「でも、この上一緒にアルバイトなんて、危険すぎますの」

「うっ、それは確かに……」

「あっ。静かに、ですの」

「え？」

　耶宵の指さした先では、夕ゆう也やとゆすらが一軒の店の中へと入っていくところだった。

　その店は、ファーストフードチェーンよりワンランク上を標ひよう榜ぼうするハンバーガーショップだった。味はもちろん、お値段もワンランク上である。

「兄様たちは、あそこでアルバイトをする気ですの？」

「えー。ゆすら先輩に食べ物屋さんは危険な気がしますけど……。それより、どうするんです？　お店の中までは尾行できませんよ？」

「むむむ……。仕方ありませんの、出てくるまで待ちますの」

「ええー、本気ですか!?」

「面接だけなら、そんなに時間はかからないはずですの」

「あ、なるほど」

　しかし、二人はこの後、ずいぶん長いこと待たされることになるのだった。



　一方、夕ゆう也やたちはというと。

　入店してアルバイト希望であることを伝えると、すぐに奥の事務所へと通された。

　眼鏡の店長曰いわく、やはり試験の時期が近づいてくると、学生のアルバイトはシフトを入れたがらなくなるので地味に困るのだという。

　そんなわけで、夕也とゆすらの採用は面接前からほぼ確定していたとのことだった。

　そして、ゆすらがまだ日本に慣れていないことなどを夕也が説明しつつの面接を終えたところで、眼鏡の店長は二人に、

「これから少し働いてみるかい？　ウチとしても、早く仕事を覚えてもらった方が助かるし、研修も兼ねる感じで」

「あ、是ぜ非ひお願いします。僕らも早く稼ぎたいんで」

「がう！」

「うんうん、ストレートにお金のためとか言うのをいやがる人もいるけど、働くってそういうことだからね。お金のためにガツガツ働く人はウチでは大歓迎だ」

「あ、はい。僕らの場合、稼ぎは部費になるんですけど」

「部活動も大変だね。じゃあ、ロッカールームに制服があるから、サイズを選んで着替えてね」

「はい」

「がう！」

　そのお店の制服は、男性はワイシャツにスラックス、その上から黒のエプロンを着用するというスタイルだった。ぶっちゃけ、とっくに夏服に切り替わっている今、夕也はネクタイを外してエプロンさえ着けてしまえば着替えは完了だ。

　それに対して女の子はというと、黄色ベースのシャツにミニスカート、その上から白のウエストエプロンというものだった。その可愛かわいらしさには定評があり、この制服着たさにアルバイトを志望する女子学生も多いのだという。

　着替えを終えてやってきたゆすらは、きちんとその制服を着てはいた。小柄な身体からだにその制服はとても似合っていて可愛らしかったが、それを褒める以前に、夕也は思わずツッコミを入れてしまっていた。

「ええと……ゆすら、なんでオオカミさんリュックとナイフを着けたままなの……？」

「……大事なものだから」

「仕事中は外さなきゃダメだよ」

「……どうしても？」

「うん、まあ、どうしてもじゃないかな、たぶん」

「……くぅーん」

「そんな顔してもダメだってば。ほら、ロッカーに仕し舞まってきて」

　トボトボと女子ロッカールームに戻っていくゆすらの背中を見送って、夕ゆう也やは、

「これは先が思いやられるなあ」

　とため息をついた。

　だが、夕也は自分の認識の甘さを、この後思い知らされることになる。

　着替えて案内されたハンバーガーショップの厨ちゆう房ぼうでは、ジュウジュウと肉が焼ける音と脂あぶらが焼ける匂においが充満していた。昼食と夕食の間で混んでいる時間帯ではないが、それでも結構なオーダーが入っているのは学生が帰かえり際ぎわに寄るからだろう。

「……肉が」

　今にもよだれをたらしそうなゆすらの肩を、夕也はそっと叩たたいた。

「ダメだよ、ここにあるお肉は全部売り物だからね」

「……一個くらいなら」

「ダメ！」

「ははは。まあ、ウチはまかないも出すから、それを楽しみにするといいよ。さあ、まずは野菜を切ってみようか」

「あ、はい。こうですか？」

　言われるままにキャベツを切る夕也の包丁さばきは、店長どころか他の作業をしていた従業員たちまでが手を止めて見入ってしまうほどに鮮やかだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「いいねいいね！　柊木ひいらぎ君、どこか他の飲食店でアルバイトしてたの？」

「いえ、でも料理は好きなんで」

「なるほど。じゃあ、桜さくら江えさんもやってみようか」

「がう！」

　ゆすらが夕ゆう也やから包丁を受け取った。

　ナイフを持ち歩いたり、サバイバル経験もあって、刃物の扱いなら慣れているはず。

　そう思っていた夕也だったが――。

　ゆすらがターゲットに選んだ野菜は、どういうわけかカボチャだった。

　当然簡単には切れず、包丁はカボチャに食い込んだまま、途中で止まってしまった。引き抜こうとしても、なかなか外れない。

　業ごうを煮にやしたのか、ゆすらはカボチャごと包丁を頭上に振りかざした。

「ちょ、ゆすら、まっ――」

　夕也が止めに入る間もなく、ゆすらはその包丁を力一杯振り下ろす。

　ダン！

　ゆすらが振り下ろした包丁は、まな板ごとカボチャを真っ二つにした。

「ちょ、えーっ!?　なんて馬ば鹿か力ぢから……」

「……がう？」

　不思議そうに、ゆすらが首を傾かしげる。

　店長はその小柄な身体からだから発揮された予想外のパワーに怯おびえつつも、

「こ、こういうのは向いてないみたいだから、とりあえず食器を運ぼうか……」

　と顔を引きつらせて言った。

　そして積み上げた皿を運び始めたはいいが、ゆすらの目はいい匂においを発する焼けたお肉に引き寄せられていった。

「ゆすら、ちゃんと前を見ないと……」

　ゆすらはフラフラと焼き場に引き寄せられていく。

「ちょ、ゆすら、ちゃんと前を見ないと危ないよ」

　自分が運んでいた皿を置いて、夕也はゆすらに駆け寄った。そして、危なっかしくふらつくゆすらの手から皿を取り上げようとした。

「ほら、僕も手伝うから……」

　が、その瞬間、皿を持つゆすらの手に夕也の指先が触れた。

「……ッ！」

　と、ゆすらの顔が一瞬にして真っ赤に染まった。

　ビクッとしてゆすらが飛とび退のいた。当然、持っていた皿たちは宙に舞った。

「わあっ」

「がうっ!?」

　その皿たちをキャッチしようとして、夕ゆう也やは無む茶ちやなバランスで手を伸ばした。

　同時に、失態を悟ったゆすらも、しまったという顔で皿に向かって跳んでいた。

　結果――夕也とゆすらは正面衝突し、もつれ合うようにして倒れ込んだ。

　その二人に、お皿が降り注ぐ。もちろん、何枚ものお皿が床に激突して割れてしまった。

「いてて……。ゆすら、大丈夫？　怪け我がは……」

　言いかけて、夕也はフリーズした。

　恐ろしく近い位置にあるゆすらの顔が、赤く染まっている。

　いつもは、引っ付いても裸を見られてもケロッとしているゆすらの顔が。

　長い睫まつ毛げに飾られた大きな目が、恥ずかしそうに視線を逸そらした。

　柔らかそうな唇が、何かに耐えるかのようにキュッと結ばれている。

　――え。な、なんでこんなときに限っていつもと違うっていうか、急に女の子すぎる可愛かわいい反応をしてるの……？

　そして、右の掌てのひらに感じる、控えめだけれども確かな存在感を主張する柔らかさ。

　――これって、まさか。

　おそるおそる自分の右手に目をやると、そこには想像通りの光景があった。

　むにょん、と。

「ごっ、ごめんっ」

　慌てて離れようとした夕也だったが、

「がうっ」

　間に合わずにゆすらに突き飛ばされてしまった。

　野生の膂りよ力りよくに翻弄された夕也は棚に激突し、そこに収納されていたさらなる食器の雨を浴びることになった。

「……君たち」

　言うまでもなく、眼鏡の店長は大変ご立腹だった。

　その後も誘惑に負けて、焼けたハンバーグを食べてしまったりしたゆすらは良いいところなしで、ついには店長に、

「……明日からは柊木ひいらぎ君だけ来てくれないかな」

　と言われてしまったのだった。
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　ゆすらは、飲食系のお店で働くには向かない。

「一晩いろいろ考えてみたんだけど、次は飲食系以外のアルバイト先を探してみようか」

　翌日の朝、教室に向かう廊下で、夕ゆう也やは言った。

「……がう」

　申し訳なさそうにしゅんとうつむいて、ゆすらは力なく答えた。

「気にしない気にしない。僕のせいでもあるし。少しずつ慣れていこうね」

「がう。ユウは優しい」

　嬉うれしそうに、ゆすらが顔を上げた。

「あはは、そんなことはないよ。……っていっても、飲食系を除くと、高校生を雇ってくれるところってコンビニくらいしかないんだよなあ」

「がう？」

「うーん、コンビニは接客もあるだろうから、難しいかなあ」

　言いながら、教室のドアを開けようと夕也が手を伸ばした瞬間、その手が触れる前にドアが開いた。

「うわっと」

　教室から飛び出してきて、驚いた夕也とぶつかりそうになったのは、頭の右側で髪を結んだサイドアップテールの女の子だった。

「うわっ、武装双子（右）！」

「あぶなっ、って、誰だれがかっこみぎだッ！」

「だって、右の人でしょ？　髪を結んでるのも、名前も」

「がう。右の人」

「そうだけど！　ボクには右う京きようって名前があるの！」

「いやまあ、知ってるけど。で、その右京さんがうちのクラスになんの用？」

　夕也が問うと、右京はわざとらしく視線を逸そらして口笛を吹き始めた。

「何その露骨な素知らぬふりは……」

「別にー。キミには関係ないし！　じゃあ、ボクは忙しいから！」

　そう言い捨てて、そそくさと右京は去って行った。

「何あれ……」

「がう……？」

　首を傾かしげながら夕也とゆすらが教室に入ると、今日も今日とて女の子に囲まれていた雅まさ紀きが「逃げ出すのにいい口実が来た」とでも言いたげな顔で、女の子の輪から抜け出して夕也に歩み寄ってきた。

「よ、よう。夕也も桜さくら江えさんも、おはよう」

「うん、おはよう」

「がう！」

「ところで、さっき慌てて武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの右京さんが出て行ったけど、僕らのクラスになんの用だったの？」

「あー、いや……さあな」

「……？　どうしたの、歯切れが悪いね」

「別に……。ああ、そうだ、夏休みに林間学校があるだろう？」

「うん、あるね」

「そろそろ班決めがあると思うんだが」

　確かに、そういう時期ではあった。

　夏休みに入ってからの行事である林間学校の準備は、期末試験前に済ませてしまうのが通例である。とはいっても、一般の生徒である夕ゆう也やたちがしなければならない準備は現地での活動を一緒にする五人一組の班を決めて申請しておくことくらいだ。

　ちなみに、この班に関しても、クラスや学年といった垣根はない。さすがに中等部と高等部では若干内容にも差があるので別々にならざるを得ないものの、秋あき月つき学がく園えんお得意の生徒の自主性の名の下もとに、全学年のメンバーから班を編成することが許されていた。

　半数近くの生徒はクラスの仲良しグループで班を作るが、同じ部の仲間や委員会の仲間などで結束する生徒も少なくはない。

　そして、期限内に申請をしなかった生徒は、ランダムで他のあぶれた生徒と強制的に班を組まされるか、五人に満たない人数で申請した班に振り分けられることになる。

「悪い、今年は一緒の班になれそうにない」

「あ、そうなんだ」

　中等部の頃ころから、夕也は雅まさ紀きと毎年一緒に班を組んできた。しかし、それは別に「ずっと一緒に班を組もう」と誓い合っているというわけでもなく、ただなんとなくそうなっていたというだけだった。

　だから夕也も、雅紀のその言葉を特別変なことだとも思わなかった。

　まして、女子人気の高い雅紀のこと、一緒に班を組みたがる女子は多いことだろう。

「まあ、こっちも帰宅しない部のこととかもあるし、下手に一緒になると面倒かもしれないから、その方がいいかもね」

「その、なんだ。すまない」

「いや、別に気にしなくても。それで、誰だれと組むの？」

　特に他意もなく訊きいた夕也だったが、

「いや、ちょっとな……」

　雅紀はそう言ってお茶を濁すだけだった。
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　ハンバーガーショップ同様、コンビニでも試験前はアルバイトが不足しているらしく、夕ゆう也やもゆすらも面接までは余裕でクリアすることができた。

　しかし、勤務初日の翌日には、また夕也は頭を抱えることになった。

　調理こそしないものの、コンビニにだって美お味いしそうな食料品は売っているのだ。

　隙すきあらばフラフラとお弁当コーナーに引き寄せられてしまうゆすらから目を離せず、夕也もなかなか仕事に集中できなかった。

　さらには、ゆすらがお弁当コーナーで気に入ったお弁当を買おうとしたお客を威い嚇かくしたりしたのが致命的だった。

　かくして、また明日は来なくていいと言われて夕暮れの道を二人、トボトボ帰ることと相成ったのだった。

「ま、明日また頑張ろうよ」

「……がう」

　しょんぼりと、ゆすらは力なくうつむいた。

　――しょうがないんだけどな。だいぶ慣れてはきたけど、まだまだゆすらは人間の社会に順応しきってないし。

　夕也はそう思っても、当のゆすらに気にするなというのも無理な話だった。

　そもそもゆすらは、何が悪かったのかよく理解できていないことも多いのだ。やる気だけはあるから、空回れば凹へこむ度合いも大きくなる。

　――ゆすらに合った仕事を見つけるには、もう少し時間がかかりそうだなあ……。

　そう思って夕也が苦笑した瞬間、ゆすらが弾はじかれたように顔を上げた。

「どうしたの？」

「……泣いてる」

「え？」

　しかし、首を傾かしげた夕也には構わず、ゆすらは駆け出していた。

「ちょ、ゆすら!?」

　慌てて追いかけるが、耶や宵よいの声援もない状態では夕也が追いつけるはずもなく、ただ見失わないようについていくだけで精一杯だった。

　ゆすらはその後数百メートルを駆け抜けて、ペットショップへと入っていった。

「ちょ、ゆすら、待ってってば！」

　息を切らして夕也もそのペットショップに入ると、店内にはけたたましい子犬の鳴き声がひっきりなしに響いていた。

　大きくはないが、メルヘンチックな造りの可愛かわいらしいお店だった。店構えも、店内も、一生懸命さが滲にじみ出るような手作り感で溢あふれている。

　なのに、店内にはお客の姿もなく、なんだか焦りやら困った感ばかりが漂っていた。

　どうやら、ミニチュアダックスの子犬が一匹、暴れて吠ほえ続けているらしい。

　それに手を焼いて、スタッフたちも右う往おう左さ往おうしている様だった。

　ゆすらは、その子犬のケージの前に張り付いていた。

「……どうしたんですか？」

　息を整えつつ、夕ゆう也やはお店のロゴ入りエプロンを着けたお団子頭のお姉さんに訊きいた。

「それが、どういうわけかあの子、さっきから吠えっぱなしで……。いつもは大人しい子なのに、どうしたんでしょう……？」

「あ、ゆすらのせいじゃなかったんですか……」

　ホッと、夕也は胸を撫なで下おろした。

　そして、ゆすらへと歩み寄る。

「どうしたの、ゆすら」

「……首が痛いって言ってる」

「「え？」」

　夕也とお団子頭のお姉さんが、異口同音に言った。

「……たぶん、あの首輪が原因。取ってあげて」

　ゆすらはお団子頭のお姉さんを見上げて、そう訴えた。

「ええっ？」

　困惑するお姉さんに、夕也は、

「あの首輪は、今日着けたんですか？」

「え、ええ。今日入荷の新商品だから、お客さんの目につくようにってさっき着けてあげたんです……」

「すみません、騙だまされたと思って、確認してもらえませんか。彼女、長いことオオカミと過ごしてたりして、動物の気持ちがわかるんです」

「ええっ!?」

　半信半疑な顔で、しかしお姉さんはケージから吠える子犬を出して抱き上げた。

　それでも吠え続ける子犬に、ゆすらは、

「がう」

　と優しく言った。

　すると子犬は、くぅんくぅんとは言うものの、ついさっきまでのけたたましい吠え方はピタリとやめた。

「ええっ!?」

「……我慢してくれてるだけ。お団子さん、早く首輪を」

「え、ええ」

　お姉さんは首輪を外そうとして、

「あ。これ、留め金に毛を挟み込んじゃってました。これが原因で痛かったんですね……」

　驚いたようにそう言って、ゆすらを見た。

　そのゆすらに目で促されて、お姉さんは慌てて首輪を外す作業に戻った。

　やがて首輪が外れると、夕ゆう也やの目にもわかるほど子犬の表情が和らいで見えた。

　もちろん、もうけたたましく吠ほえたりもしない。

「助かりました、ありがとうございます」

　お団子のお姉さんは子犬をケージの中に下ろすと、ゆすらに丁寧にお辞儀をした。

「このお店を継いだはいいけど、色々不慣れで……。頑張って愛あい玩がん動物飼し養よう管理士の資格は取ったんですけど、やっぱり、経験が足りないとダメですね」

「がう？」

　お姉さんの言う資格云うん々ぬんがわからないのか、首を傾かしげた。

　――なるほど、新しいお店ってわけじゃないけど、責任者が替わったばっかりでまだ上う手まく回ってないんだ……。

　見回せば、お姉さん以外のスタッフもみんな若い女の子ばかりで、華やかではあるが専門家のように見える人はいなかった。

「あ、あの！」

　思い切って、夕也はお団子頭のお姉さんに声をかけた。

「ゆすらを……あ、この子、桜さくら江えゆすらっていうんですけど、しばらくアルバイトで使ってもらえませんか？」

「ええっ!?」

「見ての通り、ちょっと特殊な環境で育ったせいで動物と気持ちを通わせることができます。でも、逆に日本の……っていうか、人間の社会には不慣れで、けどアルバイトをしなきゃいけない事情があって、ちょっと困ってたんです」

「え、ええと……」

「いきなりこんなお願いして、無む茶ちやなのはわかってるんですけど……。あ、時給とかは労働基準法の最低ラインでも構わないんで！」

「貴女あなた、働きたいんですか？」

　お姉さんは腰をかがめて目線を小柄なゆすらの高さまで下げて、目を見て訊きいた。

　そんな様子を見て「この人保育士とかの方が向いてるんじゃないかな」などと思ったが、そんな夕也の脇でゆすらは即座にうなずいた。

「がう。みんなのためにお金が要る」

「そうなんですか。ええと……」

　お姉さんは折った腰を伸ばして、夕也を見て、

「悪いんですけど、ウチのお店、そんなに余裕はないんです」

「そうですか……」

　がっくりと肩を落とした夕ゆう也やに、お姉さんは慌てて、

「あ、そうじゃなくて！　二人一緒に雇うのは無理です、って言いたかったんです！」

「え？」

「ええと、二人一緒に雇うことはできないけど、彼女だけなら、っていう意味です。ウチのスタッフ、動物は好きでも不慣れな子が多いから、今みたいに動物たちの様子に気を配ってもらえれば助かりますし」

「あ……はい！　是ぜ非ひお願いします！　いいよね、ゆすら！」

「……ユウは一緒じゃない？」

　少し寂しそうに、ゆすらは捨てられた子犬のような瞳ひとみで夕也を見上げる。

「そうなっちゃうけど……いやほら、終わる頃ころには迎えに来るから！　そうだ、ゆすらも携帯電話を買おうよ。何かあったら連絡してくれれば……」

　しかし、ゆすらは首を横にブンブンと振った。

「……あれは難しい。使い方がわからない」

「う……。ええと、じゃあ――」

　夕也は生徒手帳を取り出して、白紙のページを一枚破り取った。そこに自分の携帯電話の番号を書いて、お姉さんに差し出した。

「これ、僕の番号です。ゆすらのことで何かあったらいつでも電話してください」

「あ、はい。わかりました。ふふ、よくできた彼氏さんですね」

「いや、そういうんじゃないですけど……」

　ちょっと照れて頭を掻かきつつ、夕也はそれを誤ご魔ま化かすように、

「ええと、言葉とか言い回しとかがアレなんでちょっと接客には向かないですけど、裏方で使う分には問題ないと思いますんで。体力もあるし」

「わかりました。ええと、桜さくら江えさん？　じゃあ、早速明日から来てもらえますか？」

「がう」

「ゆすら、アルバイトはここの群れのお手伝いだよ。ここの群れではこのお姉さんがボスで、ゆすらは一番の下っ端だから、言うことをよく聞いてね？　くれぐれも序列を上げようとか下克上的なことは考えないようにね」

「がう」

　こうして、ゆすらのペットショップ『エンゼルテイル』でのアルバイトが、棚ぼた的に決まったのだった。
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　その日の夕方、夕ゆう也やたちが部室に戻ると、恋れん子こと耶や宵よいはすでに来ていた。

　ドラッグストアでアルバイト中の更さら紗さと、生徒会の仕事をしている琴こと音ねの姿はない。

「あ、お帰りなさいですの、兄にい様さま。ずいぶんご機嫌ですけど、何かいいことでもありましたの？」

「うん。どうにか明日から働けそうなんだよ」

「じゃあ、部長さんのアルバイト先も決まりましたの？」

　部室で熊の剥はく製せいの修繕をしていた耶宵の問いに、ゆすらは自信満々に、

「がう！」

　と答えた。

　もちろん、修繕とはいっても専門家ではない耶宵の仕事なので、はみ出した綿を詰め直して、運動部を回ってもらってきた廃棄ジャージの生地を縫い付けてフタをしているにすぎない。関節部のところどころに名札のクラス名や名字が残っているのはご愛敬だ。

「ペットショップでね。募集はしてなかったんだけど、色々あって、運良くゆすらだけ働かせてもらえることになったんだ」

「えっ、ゆすら先輩だけなんですか!?」

　死体堀りから戻ってきていた恋子が、驚いたように訊きいた。

「うん、さすがに二人は無理だって言うから。僕は、前に行ったハンバーガーショップに電話したら使ってくれるそうだから、明日から早速シフト入りだよ」

「へえ、そうなんですか。別々に働くんですか！」

「二人とも、頑張ってくださいですの！　別々に！」

「……なんで二人とも、そんなに別々を強調するの？」

「え!?　いやその、なんでもねーですっ！」

「そうですの、なんでもありませんの！」

「……？」

　二人の必死な感じに首を傾かしげながらも、夕也は熊の剥製の爪を触りつつ、

「にしても、やっぱりこの爪は危ないよね。決戦ともなれば熊の出番も増えるだろうし」

「じゃあ、明日ボクシング部に行って、要らないグローブがないか訊いてきますの」

「あ、なるほど。ボクシンググローブを着ければ、爪は覆おおっちゃえるね」

「まあ、爪がなくてもパンチされただけで怪け我がしかねませんけどね。何しろ熊ですし」

「それを言ったら、相手が持ってる木刀や竹刀しないだって人を殺せる道具だしね。あんまり遠慮ばっかりしてもいられないよ。ま、向こうは揃そろいも揃って武道経験者だし、そこはなんとかしてもらうしかないかなあ」

「がう。右の人はともかく、もう一人はとても強い」

「もう一人？　右の人って……ああ、あの双子のことですか？」

「がう」

「右の人はともかく、ってことは左の人のことですの？　さすがに一番隊隊長には部長さんも一目置いてますのね」

「がう。左の人は強い」

「ふーむ」

　夕ゆう也やは腕を組んで頭を捻ひねった。

「あの二人とも戦うことは想定しておかなきゃダメだよね……。ねえ、ゆすら。真っ正面から小細工なしで戦ったとして、その左の人、左さ京きようさんには勝てると思う？」

「……難しい」

「あっさり認めちゃいましたね」

「がう。強いものは強い。それを見誤ると、狩りは上う手まくいかない」

「ナイフを使ってもダメですの？」

「……がう。十回中、二回勝てるかどうか」

「それは厳しいね。じゃあ、右う京きようさん……右の人なら？」

「……六回……七回くらいなら勝てる」

「なるほどね。数も多い上に、個体として最強の左京さんもいる……。やっぱり手て強ごわいね、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは」

「でも、熊はあの二人にも勝てましたよ！　最強はあたしってことじゃねーですか!?」

「それは間違いなく一面の真理だけど、前回とは状況が違うから楽観はできないよね」

「あたしを信用してないんですか!?」

「そうじゃなくて、向こうだって一番警戒してくるでしょ、ってこと。前回は熊は不意打ちだったし、向こうが対抗策を立てて待ち構えてるところに無策で突っ込ませるわけにはいかないよ」

「対抗策って、何をやってくるんでしょう……？」

「さてね。少なくとも、琴こと姉ねえと右京さんがいて、無策ってことはないと思うよ」

「ううー、ですよね……」

「でも、策を講じさせることにも意味はあるからね。その策に人を割さく必要だってあるだろうし、熊対策に人員をたくさんつぎ込んでくれるなら、それはそれで助かるよね」

「なるほど……」

「どっちにしても、もう少し状況がハッキリしないと細かい作戦は立てられませんの」

「そうだね。熊の毛皮を何枚用意できるかでも変わってくるし、今はアルバイトなり準備なりに専念するべきだよ」

「がう。頑張る」

「よーし、あたしも死体を掘り出して、さらなる戦力の増強を……」

「それはきっと無理ですの」

「最後まで言わせてすらもらえなかったです!?」

「何年も掘り当てられてないんだから期待できない、って前にも言いましたの」

「ぐっ」

　言葉に詰まって、恋れん子こは悔しそうに唇を噛かんだ。

　と、そこへ、

「ええと、ただいま帰りました……」

　勤労を終えた更さら紗さがドアを開けた。

「あ、お疲れ様。じゃあ、琴こと姉ねえはまだだけど、ご飯の準備を始めようか」

「がう！　今日は何!?　肉？」

「そうだね、暑くなってきたし、冷しゃぶにでもしようか？」

「がうー！」

　嬉うれしそうに、ゆすらがぴょんと跳ねた。

「って、部長さん、冷しゃぶがどんな料理かわかってますの？」

「……知らない。でも、肉ならなんでもいい」

「え、知らないのに大喜びしたんですか……？」

「がう。ユウの料理が美お味いしくないはずない」

「あはは、ありがとう。とにかく、家庭科実習室に移動しようか」

　こうして、また一日が終わっていくのだった。



　　　＊



　翌日のお昼休み。中庭での恒例のお弁当タイムに、恋子は、

「そういえば、沙さ月つきちゃんは林間学校は誰だれと班を組むんですか？」

　となりでお弁当をつついている沙月に訊きいた。

「どうして？」

「え？　ええと、もしよかったら一緒にどうかなあ、なんて……」

「ふ、ふうん」

　沙月は照れを隠すようにぷいっとそっぽを向いた。

「で、でも、貴女あなたはどうせ帰宅しない部の仲間と班を作りはるんでしょう？」

「あ、京言葉」

「う、うるさいわね！　どうなの、そうなんでしょ!?」

「ええと、まあ、そうなると思いますけど……」

「じゃあ、遠慮させてもらうわ。柊木ひいらぎ夕ゆう也やは嫌いだし」

「そこまで毛嫌いしなくても……」

「それに、先に別のグループから誘われているのよ」

「え？　まさか、それって……」

「ええ。生徒会の人たちよ。あの、髪を頭の右側で結んだ先輩から、つい昨日ね。……一昨日だったかしら。まあ、どっちでもいいけど」

「ぐぐぐ、先を越されましたか……」

「先を越されなくても、きっとうんとは言わなかったわよ。恋れん子こちゃんが帰宅しない部の面々と組む以上はね」

「えー」

　不満そうに言いつつ、恋子は拗すねたように唇を尖とがらせた。

「まさか沙さ月つきちゃん、林間学校では班組んでも、生徒会やら武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいやらに入ったりしないですよね……？」

「入るかどうかはさておき、手は貸すつもりよ」

「ですよねー。……って、え―――――ッ!?　うわっ、っとっと」

　驚いてひっくり返しそうになったお弁当を、恋子は慌てて空中でキャッチした。

「何をそんなに驚いているの？　前にも言ったじゃない、生徒会長から仲間になるよう誘われているって」

「で、でも」

「私はね、貴女あなたのライバルになるためにこの学校へやってきたのよ」

「それはそうですけど、もう決闘は終わったじゃないですか」

「ええ。陰おん陽みよう師じとしての私は、やっぱり貴女に勝てなかった。でも」

「でも……？」

「偽物じゃない、紛まがい物ものじゃない本当の私として、もう一回貴女と戦ってみたいのよ」

「陰陽師じゃない沙月ちゃんはあたしと戦う必要がないじゃないですか……」

「ああもう、ごちゃごちゃうるさい！　私にも矜きよう持じというものがあるの！　ライバルとしてここへ来た以上は、全力を出し切って戦うのが貴女への礼儀だと思っているのよ！」

「別にそんな礼儀要らないんですけど……」

「ホントに、貴女って人は！　もう少し魔法使い然としたらどうやの!?」

「魔法使いってそういうものなんですか？」

「少なくとも、私が知っている一流の魔法使いはね。自分が学ぶ魔法に対して、そして自らの修練に誇りと自信を持っているものよ」

「はあ。そういうものですか」

「勝負を挑まれたら毅然と受けて立ちなさいって言ってるの！」

「でも、あたしは沙月ちゃんとは戦うより仲良くしたいですし」

「うっ……」

　一瞬にして顔を赤くした沙さ月つきは、困ったように言葉に詰まった。

「な、何も馴なれ合うだけが友情じゃないわよっ！　お互いを高め合うために時として本気でぶつかり合う、それができるのが本当の友達だと思うわ」

「そういうもんですかねえ」

「そうなの！　だから、恋れん子こちゃんもつまらない遠慮とかしないで本気で戦わなきゃダメなんだからね！」

　やれやれ、と恋子はため息をついた。

　どうやら沙月の勧誘は失敗してしまったらしい。

　しかし、生徒会に誘われていると言いながらも、こうしてまだお昼を一緒に食べてくれているのも事実。

　――完全に脈がない、ってわけでもなさそうなんですけど……。

　少し考え込んで、恋子は、

「わかりました。沙月ちゃんの決意は固そうなんで、それはそれでいいです。その代わり、あたしが勝ったら帰宅しない部に入部してくださいね」

「……ちょっと、なんでそうなるの!?　全然脈絡がないやないの！」

「えー。だって、また勝負したいっていうのは沙月ちゃんのわがままじゃないですか。だったら、そのくらいのご褒ほう美びはあってもいいと思うんですけど」

　むむむ、と唸うなりながら、沙月は真剣な顔で悩み始めた。

「何もそんなに嫌がらなくても。沙月ちゃんも入部してくれれば、ずっと一緒にいられるんですよ？」

「ずっとって……」

「なんでそんなに顔を赤くしてるんです？」

「う、うるさいわねっ！　わかったわよ、その条件なら恋子ちゃんも本気を出せるっていうなら、受けて立つわよ！」

「ホントですか!?　やったぁ！」

　箸はしを握りしめてガッツポーズをする恋子を、沙月は照れと不機嫌が混在したような表情で睨にらみつけた。

「もう勝ったつもりなの？　確かにこの前の決闘では私が負けたみたいになったけど、あれは恋子ちゃんの力じゃないのよ？」

「うっ、確かに……」

　沙月の陰おん陽みよう道どうが紛まがい物ものであると見破ったのも、それを実証して見せたのも、沙月の切り札だった発火する溶液による攻撃を防いだのも、恋子ではなかった。

　そう考えれば、そもそも恋子は沙月に勝ってなどいないのだ。

　つまり、これはリベンジなどではない。仕切り直しての、真っ向からの初対決。

　しかも、沙さ月つきは陰おん陽みよう師じという仮面を捨てて、家のためとかそういうしがらみも全部捨てて、恋れん子こと勝負がしたいと言っているのだ。

　恋子個人と沙月個人の真剣勝負。

　それは、この前の決闘よりも重い。

「でも、負けません！　絶対勝って、沙月ちゃんと一緒に帰宅しない部をやるんです！」

「……！　だから、いちいちそういうことを言わはって……！　ま、まあ、恋子ちゃんがやる気になったんならそれでいいんだけど！」

「よーし！　沙月ちゃんが五人目で正式に部活として成立です！」

「ちょ、そういうことは勝ってから言いなさい！」

　これから敵味方に分かれて戦うわりには、楽しそうな二人だった。



　　　＊



　放課後。

　一人アルバイトデビューしたゆすらに与えられた仕事は、お店の中や裏にいる動物たちにご飯を与えることだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「みんなご飯はいっぱい欲しがると思いますけど、ちゃんと決められた量だけあげてください。何か言っていたら、すぐに聞いてあげるんじゃなくて、一回報告してくださいね。食べたいだけあげちゃったりすると、体調を崩したりしちゃうこともありますから」

　お団子頭のお姉さんにそう指示され、どの動物に何をどのくらいあげるかのリストを手渡されて、作業開始である。

　仕事はまったく苦にならなかった。むしろ、楽しかった。

　何しろ、色々な動物と仲良くなれる。

　制服などはなくエプロンさえ着ければいいので、オオカミさんリュックやナイフを外さなくていいのも嬉うれしかった。

　どの動物も、大切にされているのだろう。「外に出られればなあ」とか「もう少し広ければなあ」とか言われることはあっても、本格的な苦情はゼロだった。

「どう？　新入り、終わったかね？」

　スタッフの一人、眼鏡の奥に不敵な笑みを浮かべたお下げの女の子がゆすらに歩み寄ってきた。

「がう。あっちのアメリカンショートヘアが、カリカリのご飯は喉が渇くから好きじゃないって言ってた」

「へー。……そういえば、動物の言葉がわかるとかって言ってたね。ホントなの？」

「がう」

「ちょっと、委員長！　新人に変な絡み方すんなっ」

　ゆすらと同じくらい小柄な、髪を尻尾しつぽの短いツインテールにした女の子が、駆け寄ってきて不敵な眼鏡の子にツッコミを入れた。

　実際に委員長かどうかはさておき、このお店では眼鏡の彼女はそう呼ばれているらしい。

「人聞きが悪い。これはれっきとしたコミュニケーションというものだ」

「委員長は目つきも態度も悪いから洒落しやれになんないの！」

「ええと、今はお客さんがいないんでいいですけど、お客さんが来たらお喋しやべりはやめてくださいね」

　お団子頭のお姉さんもやってきてやんわりと注意をしたが、

「そんなこと言って、店長も話の輪に加わる気満々のくせに」

　お見通しだと笑う眼鏡委員長の言葉に、バツが悪そうに照れ笑いをするのだった。

「で、だ。私たちの興味は、新人が昨日一緒にいた彼のことに一点集中なんだが？」

　心底楽しそうに、委員長が言いながらゆすらの肩に手をポン、と置いた。

「がう？　ユウのこと？」

「へえ、ユウっていうんだ」

　ツインテールの子が話に乗ってきた。

「柊木ひいらぎ夕ゆう也や君ですよね？　昨日もらった連絡先に書いてありました」

「がう」

「では、本題だ。そのユウ君は、新人の彼氏なのか？」

「……彼氏？」

　ゆすらは首を傾かしげた。

「……彼氏は何？」

「いや、何って訊きかれてもな……」

　眼鏡の委員長は苦笑して頬ほおを掻かいた。

「ええと、恋人なのかって意味かな」

　ツインテールの子がそう補足した。

「……恋人」

「おっ、新人の顔が赤くなったぞ！」

「昨日、当の柊木君は否定してましたけど……これは、ただの友達っていうわけでもなさそうですね」

「青春！　青春の匂においがする！」

　眼鏡の委員長だけでなく、お団子頭のお姉さんもツインテールの子も、楽しそうに意味深な笑みを浮かべた。

「桜さくら江えさんは、柊木君のことが好きなんですか？」

「……がう」

　ゆすらは小さくうなずいた。

　途端に、ペットショップ『エンゼルテイル』の面々はきゃーきゃーと騒ぎ出す。

「ええっ!?」

「やっぱりか！」

「……でも、最近おかしい。ユウのことは変わらず好きなのに、くっつこうとすると胸がドキドキして顔が熱くなる」

「ほうほう」

「へー」

「……あと、ときどき胸がぎゅーって苦しくなる」

「あの、それって」

　委員長とツインテールの子は、ニヤニヤしながら顔を見合わせた。同様に顔を見合わせながら、お団子の店長はほんのりと顔を赤らめる。

「恋だな」

「恋だよね」

「恋……ですよね、やっぱり」

「……がう？」

　ゆすらがきょとんと首を傾かしげた。

「今まで友達として好きで引っ付いたりくっついたり、一緒にバカやったり騒いだりするのが楽しかった。でも、いつしかその『好き』が変化してほのかな恋心へと脱皮したわけだ。いやあ、甘酸っぱいな！」

「また委員長はそんな、面白がって見てきたように……。でもまあ、十中八九そういう流れだろうねー」

「……私はおかしい？　病気？」

「いいえ、そんなことはないですよ？」

「だねー」

「ああ。むしろ普通だ」

「……でも、いつも通りできない」

「そういうときは告白！　告白あるのみだっ」

「ええっ!?　そ、そんな極端な……」

「いや、あながち間違ってないだろう。それで彼がＯＫしてくれれば胸がドキドキしようがバクバクしようが問題なしだ」

「……告白は何？」

「自分の気持ちを伝えるってこと。好きですって。上う手まくいけば恋人同士だよ！」

「……恋人？　恋人は番つがい？」

「番いって……ええと、その前段階というか、なんていうか……」

「まあ、告白して上手くいけば彼が丁寧に教えてくれるだろうさ」

　告白。

　そう言われて、ゆすらの表情が曇った。

　――でも、恋れん子こが。

　恋子も夕ゆう也やが好きであることを、ゆすらは更さら紗さに言われて知っている。

　ゆすらの中でハッキリ確信があるわけでもない。あれ以来、そうなのだろうかと思って恋子を見ているが、根拠になりそうなものをゆすらは見つけることができていない。

　しかし、人間のことにゆすらより詳しい更紗が言うのだから、きっとそうなのだろうとも思っていた。

「あれ、何その顔。あ、もしかして他にも彼を好きな子がいるとか？」

「……がう」

「さらにその子が親友だったりしたら完璧だな」

「がう!?」

「ええっ、図星なんですか!?」

「ナイス修羅場！　いいな、新人！　青春たるもの、そうでなければ！」

「そうでなければって……、委員長、他ひ人と事ごとだからって面白がりすぎ」

「……そういうときは、どうするべき？」

　逆にゆすらに真顔で訊きかれて、三人は揃そろって苦笑した。

「それがわかれば苦労はないだろう」

「そうですね。だからこそ、昔からたくさんの物語の題材になってるわけですし」

「確かに。っていうか、ケースバイケースだしね」

「……がう」

「まあ、世の中、すべてを上う手まい具合に片付ける方法なんてないしな。何かを犠牲にしなきゃいけないことだってある」

「ってか、その親友と正々堂々勝負すればいいんじゃない？　あたしならそうするけど」

「そうですね、それが一番禍か根こんが少なくてすむかもしれません」

「でしょでしょ。抜け駆けなしの、一本勝負！」

「それも相手によると思うけどね」

「もー、なんで委員長はいちいち水を差すかなー」

「……難しい」

「ホントに、難しいですね……。あ、お客さんが」

　お団子頭のお姉さんがガラス張りのショーケース越しに外を見やって言った。

　慣れたもので、眼鏡の委員長もツインテールの子もさっと店内に散っていく。

　そして、お店のドアが開く頃ころには、

「「「いらっしゃいませー！」」」

　と、完全なる営業スマイルでのお出迎え態勢を整えていたのだった。
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　同じ頃、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊長たちとともに、生徒会室には沙さ月つきが招かれていた。

　あの熊の剥はく製せいが恋れん子この魔法によって造り出されたゾンビであるという説明と、対策を練るためのアドバイザーをするためである。

　ゾンビなどという言葉にざわめく隊長たちだったが、実際に恋子が魔法を使う現場を琴こと音ね、左さ京きよう、右う京きようの三人が見ているとなれば信じざるをえないようだった。

「さて、そういうわけで、アドバイザーとして陰おん陽みよう師じの家系に生まれた土つち御み門かど沙月さんをお招きしたわけだ」

　右京の言葉に、一同の視線が沙月に集中した。

　沙月は動じることなく、コホン、と一つ咳せき払ばらいをした。

「私は魔法も使えないし、恋れん子こちゃんのはキリスト教系の西洋魔術で専門も違うから、どこまで役に立つかはわからないけど……まず、ゾンビという名称は便宜上のものだと思って。映画やゲームのように、噛かまれて感染するようなことはないわ」

　その言葉に、隊長たちはホッと安あん堵どの表情を浮かべた。

「ただし、死んでいるから疲労しないし、痛みも感じないから怯ひるむこともないわ。肉体を保護するリミッターも機能してないから、生きている生物より力も強いし。知能は文字通り熊並みだけど、帰宅しない部にはどういうわけか動物と話せる野生児もいるから、ある程度の指示や命令なら聞くはずね」

「こうして状況を整理すると、帰宅しない部は非常識の塊ね」

　苦笑交じりに、琴こと音ねはため息をついた。

「では、具体的にどう対処したらいいのか説明して頂きたい」

　隊長の一人が言った。沙さ月つきはうなずいて、また口を開いた。

「方法の一つは、魔力の供給源を絶つこと。術者である恋子ちゃんからの魔力が供給されなくなれば、魂はこの世に止とどまれなくなるから熊も動かなくなるわ」

「それは、木き滝たき恋子を気絶させればいいということだろうか？」

　左さ京きようの質問に、沙月は「いいえ」と首を横に振った。

「操作型ではなく自立行動型の魔法だし、門番の様な使い方をするとも聞くから、意識を失う程度では魔力の供給は継続されるように構築された魔法だと思うわ。さすがに殺せば供給も止とまると思うけど」

「さすがにそれは却下するわ。木滝さんもこの秋あき月つき学がく園えんの生徒だし、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの皆さんを殺人犯にするわけにはいかないもの」

「そうね。だとすれば、恋子ちゃんの魔法に強制的に介入して止めるしかないけど、これは専門家でも難しいわ。恋子ちゃんは、死霊魔術師ネクロマンサーとしては一〇〇年に一人の天才だから」

「それじゃあどうすればいいんだ！」

「打つ手がないと!?」

　隊長たちが叫ぶ。が、沙月は落ち着いた口調で、

「魔法とか恋子ちゃんをどうにかして止めるという手段がないってだけよ。熊の方を動けないほど細こま切ぎれにするか、燃やしたりして魂が入るべき肉体を処理してしまえば必然的に魔法は機能しなくなるわ」

「なーんか、あんまり有効なアドバイスじゃないよね……」

　右う京きように白い目を向けられても、沙月はまったく同じない。

「私は貴女あなたたちに乞こわれたから話を聞かせに来ただけよ。有効なアドバイスがあるからと売り込んだ覚えはないわ」

「その通りね。ごめんなさい。右京さん、そういう言い方はよくないわ。それに、状況をしっかり確認できただけでも意味はあるわよ」

「うん、まあ、確かに。ごめんねー、今の発言、わりとうっかりなんだ」

　右う京きようはあははと笑って、

「とはいえ、細こま切ぎれとか燃やすとかはあんまり現実的じゃないよねー」

「確かにな。細切れに簡単にできるとは思えないし、屋内で戦う可能性も考えれば、燃やすのも危ない」

「太い鎖でも用意して、ぐるぐる巻きにしてしまうのはどうかしら？　いくら常時火事場のバカ力状態でも、鎖なら簡単には千ち切ぎれないと思うわ」

　沙さ月つきの提案に、左さ京きようが「なるほど」と手を打った。

「幸い、数はこちらに利がある。対熊部隊を編成して、大勢でかかれば動きを封じるくらいは可能だろう」

「それについては、左京さんにお任せするわ。各隊長と話し合って、対熊部隊に配属する人員を選んでちょうだい」

「はっ」

「あとさ、気になるといえば、最近帰宅しない部の面々がアルバイトを始めてるんだよね。あれ、やっぱり熊の剥はく製せいとか買う軍資金集めなのかな？」

　右京の言葉に、また隊長たちがざわめいた。

　一体でも手に負えなかった熊である。これが増えたのでは堪たまらない、と思うのは無理からぬことだった。

「その通りよ。でも、剥製は高いから毛皮で代用するつもりみたいね」

　あっさりと、琴こと音ねが肯定した。

　監視のために日々帰宅しない部の側そばにいて敵の内情に詳しい琴音の言葉は、隊長たちに再び動揺を与えた。

「会長、どうにかなんないかな？」

「アルバイトは校則でも認められている以上、やめさせることはできないわ。わたくしのポケットマネーで毛皮を買い占めるというのも、さすがに現実的ではないわね」

「過度に恐れることはない。敵の立場を考えれば、当然取るであろう戦略だ。第一次帰宅しない部追い出し作戦の時は突然動き出した熊に驚いて後れを取ったが、今はもう熊が動くこともわかっている。こうして対策も講じている」

「でもさ、姉さん。敵が戦力を補強しようとしてるのを黙って見てる手はないよ。妨害できるならやった方がいい」

「例えば、何をする？」

「ええと、アルバイトを辞めさせるように嫌がらせするとか」

「営業妨害と紙一重だと思うが。それは犯罪ではないのか？」

「うっ。じゃあ、向こうの戦力が整う前に作戦を前倒しするとか！」

「この試験直前の忙しい時期に招集をかけると？」

「ううっ」

「試験が終わっても、林間学校の準備や夏休み明けの文化祭の準備、各部の合宿など、夏休みの前半までは多忙な隊員が多いと思うが」

「むむむ」

「いずれにしても、生徒会長殿が建設させている宿舎の完成までは無理だろう。追い出した後のことまで考えるなら、なおのこと」

「た、確かに、一回追い出しても、また戻ってこられちゃったら意味ないけどさ……」

「ああ。そのためには、夜間の見回りも必須だ」

「むむむ、となると拠点があるとないとでは全然違うけど……」

　そんな双子のやりとりを尻しり目めに、壁にかけられたカレンダーを眺めながら、

「……登校日ね」

　と琴こと音ねは呟つぶやいた。

「え？」

　左さ京きようも右う京きようも、沙さ月つきも、隊長たちも、琴音に目を向けた。

「林間学校の後にある登校日は、宿泊施設の完成予定と同じ日なのよ。そして、夏休みは学校の事務室の人たちも休みになるけど、登校日だけは事務室が開くわ。つまり、部活動設立の申請も、夏休み中この日だけはできる……」

「なるほど、逆に、この日までになんとかしちゃわないと、帰宅しない部は後がないんだ。宿泊施設ができて、ボクらが合宿と称して夜の見回りを始めたら不利になっちゃうし」

　ええ、と琴音はうなずいた。

「まず、必須条件として、五人目を彼らが加えたかどうかに拘かかわらず、登校日の始業前に事務室に帰宅しない部を立ち入らせないことね。始業前に出しておけば、秋あき月つき学がく園えんの事務員たちはたいていの手続きなら放課後までにやってくれるわ」

「なるほど。けど、逆に始業以降に提出したものに関しては、早くて翌日。登校日だったら、翌日は夏休み明けだ」

「ええ。そうすれば、登校日に部が成立という最悪の事態は防げる……いいえ、きっと向こうも登校日の前夜を決戦と位置づけてくるわね」

「だとしたら、ボクらが取るべき作戦は事務室の防衛だね！」

「最悪、追い出しが上う手まくいかなくても、事務室さえ死守すれば勝負は翌日に持ち越しで、しかも部活動設立の認可も夏休みが終わるまで下りない、というわけですか」

「ええ、そういうことよ。そして登校日以降まで勝負を持ち越しさえすれば、人員と物量の差でこちらの勝ちは動かないわ。帰宅しない部が仮に五人目の部員を確保したとしても、残りの夏休みを使って切り崩しも図れるわ」

　カレンダーから目を離し、琴こと音ねはまっすぐに沙さ月つきを見た。

「決戦の時は、貴女あなたも手伝ってくれるんでしょう？　土つち御み門かどさん」

「もちろんよ。もっとも、私が相手にするのは恋れん子こちゃんだけだけれど」

「ええ、それが貴女が提示した、生徒会に協力する条件だものね。もちろん構わないわ」

　琴音が微笑ほほえんだ。

　その微笑みを見て、沙月は「ふん」と鼻を鳴らして立ち上がった。

「話が終わりなら、私は失礼するわ」

　そして、そのまま生徒会室を出て行った。

「では、会議も終わり。ご苦労様。わたくしたちも解散しましょうか」

　琴音の言葉に、隊長たちも緊張を緩めた。

「では、それぞれ熊の捕縛部隊に向いていそうな人員をリストアップしておいてほしい。編成の会議は、試験後に改めて行おうと思う」

　左さ京きようの言葉にそれぞれが了解の意を示して、隊長たちは生徒会室から出て行った。

　その足音を聞きながら、左京は静かに瞑めい目もくした。

　――さあ、どうする、柊木ひいらぎ夕ゆう也や。こちらは、着々と準備が進んでいるぞ。

　まるで、自らの昂たかぶりを抑えるかのように。



    

  
    
      


第三章　学園キャンピング・スクール



　アルバイトに精を出しながら、試験対策に四苦八苦する恋子に寄ってたかって勉強を教えたりしているうちに試験も終わり、夏休みがやってきた。

　終業式が終わった日の夕食、夕也の手作りの山盛り麻婆マーボー茄な子すや冷やしトマトが鎮座した家庭科実習室。

「さあ、試験も無事終わっていよいよ夏休みです――っ！」

　そう叫ぶほどにテンションが上がっていた恋子だったが、

「恋子ちゃんの成績は全然『無事』じゃありませんでしたの」

　早速耶や宵よいに突っ込まれた。

「うっ、うるさいです！　赤点はなかったんだからいいじゃないですか！」

「なかったといっても、ほとんどの科目がすれすれでしたの」

「うぐぐっ」

　中等部での成績がいい耶宵には、恋子も反論ができない。

「がう。恋子はもう少し頑張れ」

　悔しがる恋子の肩を、ポンポン、とゆすらが叩たたいた。

　ゆすらも日本語に慣れてきたせいか、中間試験より成績は上がっていた。もともとゆすらは問題が読めなかっただけで、トップクラスを狙ねらえるだけの学力を備えているのだ。

「野生児のくせに勉強もできるなんて、セオリー無視にもほどがあります……」

「木き滝たきさん、桜さくら江えさんだって何もせずに勉強ができるわけじゃないのよ？　ね、夕ゆうくん」

「そうだね。ゆすらは漢字の書き取りとか、毎日ちゃんとやってるんだよ」

「がう！」

「ぐぬぬ……」

「まあ、夏休みだからって油断せずに、コツコツ復習しておいた方がいいかもね」

「あの、あたしもそう思います……」

　夕ゆう也やも上位五〇名に入れるくらいの成績はキープしているし、看護学校ではなく医学部を志望している更さら紗さは夕也よりも成績は上位である。

「なんであんたら、揃そろいも揃って成績がいいんですか……」

「木滝さんが穴掘りに出ている間に、夕くんたちは宿題や予習復習をやっているからよ」

　そして、そう答えた琴こと音ねに至っては、中等部の頃ころからほとんど万年一位、少なくとも三位以下になったことが一度もない。

「毎日自主的に勉強とか、信じられねーです……」

「もっとも、最近はアルバイトが忙しくておろそかになっているみたいだけど」

「それはしょうがないんです！　っていうか、生徒会長はいい加減、敵陣にご飯をたかりに来るのをやめた方がいいと思わないんですかっ！」

「仲間はずれにしようだなんて、悲しいわ」

「ちっとも悲しくねーです！　むしろ、あたしたちを追い出そうとしていることの方が悲しいですっ！」

「でも、今日はお知らせもあってきたのよ？」

「なんですか、お知らせって」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで恋れん子こが訊きいたが、そのとなりでゆすらは、

「……早く食べたい」

　とても切なそうに言うのだった。

「そうだね、冷めちゃうから、話の続きは食べながらにしようよ」

「がう！」

「私も、その方がいいと思いますの！」

　言うなり「いただきます！」と叫んで、二人の食欲魔人は麻婆マーボー茄な子すに箸はしを伸ばした。

「あらあら。わたくしたちも食べないと、二人に全部食べ尽くされちゃうわね」

「確かに。って、ちょっと、ゆすら先輩！　それは取り過ぎですッ！」

「がう？」

「ああもう、まだたくさんあるから、慌てないで！」

　旬の茄な子すに舌した鼓つづみを打つことしばし、箸はしの勢いが落ち着いた頃ころを見計らって、夕ゆう也やは、

「で、琴こと姉ねえ、お知らせって何？」

「ええ、夕ゆうくんたちは林間学校の班を四人で申請したでしょう？」

「うん」

「柊木ひいらぎ君と桜さくら江えさん、木き滝たきさんとあたしの四人ですね……」

「中等部だと兄にい様さまと班を組めないとか、嫌がらせにもほどがありますの」

「ちなみに、一班は五人で、人数が満たなければあぶれた人が機械的に振り分けられるの。知っているわよね？」

「うん。ああ、もしかしてその振り分けが終わったんだ？」

「ええ、そうなの」

「で、あたしたちの班には誰だれが来るんです？」

「うふふ、わたくしよ」

「「「「はあ？」」」」

　夕也と恋れん子こと耶や宵よいと更さら紗さの声が綺き麗れいに重なった。

　ゆすらは首を傾かしげながらも、まだ麻婆マーボー茄子を食べていた。

「ちょ、琴姉はあの双子とか、生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人たちと組むんじゃないの!?」

「そのつもりでいたんだけれど、忙しすぎて申請を忘れてしまったの」

「ダウト！　絶対嘘うそですっ！　しっかり者の生徒会長が申請を忘れてて、周りも誰も言わなくて、しかもランダムの振り分けで偶然あたしたちの班になるって、どんだけの確率で起きる偶然ですかッ！」

「あら、確率はゼロじゃないでしょう？」

「でも限りなくゼロに近いじゃないですか！　絶っ対にわざとですよね!?　操作してますよね!?　職権乱用ですよね!?」

「証拠もなしにそんなに疑われるなんて、悲しいわ」

「状況証拠だけで真っ黒です――っ！」

「まあ、いいじゃない。別にそれですごく困ったことになるわけでもないし、琴姉が一緒なのは最近じゃいつものことだし」

「がう。おっぱいさんは、敵だけどいい人」

「あ、あたしも別にいいと思います……。見ず知らずの人の方が緊張しますし……」

「ちょ、みんな状況に慣れすぎなんじゃないですか!?」

「むしろ恋子ちゃんこそいい加減慣れた方がいいと思いますの。絶対権力者の琴姉様がそう決めたのなら、決定が覆るとは思えませんの」

「耶宵ちゃん、それは真理だけど、その言い方は人聞きが悪いわ」

「真理って自分で言ってる時点で、人聞きも何もないと思います……」

「あらあら、何か言ったかしら？」

「いえ、別に……」

　とにもかくにも、こうして林間学校の班も滞りなく決まったのだった。



　　　＊



　夏休みに入ると、帰宅しない部の大半のメンバーはアルバイト主体の生活になった。

　時間に余裕ができたことで、夕ゆう也やはハンバーガーショップの他に短期のアルバイトなどを入れたりもした。

　そんなこんなで、林間学校出発の前日。

「ええと、みんなで日払いでギリギリまで粘って……うん、四枚目を注文しても少し余るかな。アレの分は、僕の手持ちを合わせれば足りそうだし」

　ハンバーガーのパティを焼きながら、夕也は目算していた。

　今いま頃ごろ、耶や宵よいか恋れん子こが今日届く予定の熊の毛皮三枚を受け取っているはずだった。

　耶宵とゆすらが大食いチャレンジで稼いだのが合計で一六万円。夕也とゆすらと更さら紗さが働いた分が合わせて一五万円程度。合わせてだいたい三〇万。ギリギリまで粘ったお金で買う最後の一枚は、代だい引びきにして日時指定でお金が揃そろう日に着くように注文すればいい。

　とはいえ、全部がギリギリに到着ではいざというときに対応できない。なので、お金が足りる分の三枚は早めに届くように頼んだのだった。

　おそらく、決戦は登校日。

　それまでに、なるべく効率よくもう一枚分を稼ぎつつ、決戦に備えなければならない。

「柊木ひいらぎ君、そろそろ上がる時間だよ」

　眼鏡の店長が歩み寄ってきた。

「あ、はい」

「惜しいなあ。元々部費を稼ぎに来てただけだというし、短期なのはわかってたけど、柊木君が焼き場に入ってる時間はいつもより美お味いしいってお客さんの評判も良いいんだよ」

「いや、まさか」

　愛あい想そ笑わらいで夕也は答えた。

　今日がハンバーガーショップでのアルバイトは最終日である。

　給料日の都合上、今働いている分のお金は決戦までには振り込まれない。それでも今日まで続けることになったのは、必死に引き止める店長の熱意にほだされたからだった。

　が、さすがにこれ以上となると決戦にも影響が出かねない。そういう意味では、明日からの林間学校はアルバイトを辞めるには良い契機だった。

「謙遜しなくてもいいよ。焼き加減一つで味が変わる、ハンバーガーの奥深いところだ。まあ、もしまたお金が必要になったらいつでもおいで。なんなら、卒業後に就職してくれてもいい。即採用するようにオーナーを説得するから」

「ありがとうございます」

　言いながら、最後のパティを焼き上げて、夕ゆう也やは店長に一礼した。

「短い間でしたけど、お世話になりました」

　そして夕也は着替えをすませると、タイムカードを押して店を出た。

「ゆすらのバイトも終わる頃ころかな」

　腕時計を見ながら、そう呟つぶやいて、夕也は学校ではなく商店街の一角へと足を向けた。

　プレゼントというわけではないが、ゆすらに渡すべきものを受け取るために。



　渡すものがあるなら、二人のときに渡してしまった方がいい。

　夕也はそう考えていた。

　特に他意はなくても、やはり人前で渡すというのはなんだか照れ臭い。それに、渡すところを見た耶や宵よいに私もとせがまれても、熊の毛皮に財産のほとんどを注つぎ込んでいる今はそんな余裕もない。

　――だったら、学校に着く前に渡しちゃうのがいいよね。

　そう考えて、渡すべきものを腰の後ろでベルトに挟み込んで、夕也はペットショップの前までやってきた。

　ショーウィンドウ越しに見えた店内では、ゆすらがお客の前で子犬を抱いていた。

　最近では、犬にせよ猫にせよ、ゆすらがきちんと言い聞かせて譲り渡すのだという話は夕也も聞いていた。そのため、どの子もとてもお行儀が良いと、購入者からの評判は上々なのだという。実際、何かあったら電話してくれと番号を渡したはいいが、バイト初日に一回鳴っただけで、それ以降は上う手まくやっていたようだった。

「すみません」

　夕也がお店に入ると、スタッフの女の子たちとお客の目が一斉に入り口に向いた。

「……ユウ！」

　パッとゆすらの顔が綻ほころんだ。そして、胸に子犬を抱いたまま、夕也の方へと駆け出した。

「あ、ダメだよゆすら、接客中なんじゃないの？」

　と、その瞬間、仕事中だったことを思い出したのか、ゆすらが急ブレーキをかけた。

　その急な制動に驚いた子犬が、ゆすらの胸から飛び出した。

「危ない！」

　その子犬をキャッチしようと、夕也は前に踏み出した。

「がうっ!?」

　それとほぼ同時に、ゆすらも子犬を追いかけるように飛び出していた。

　結果。

　夕ゆう也やとゆすらは正面衝突し、もつれて一緒に倒れ込んだ。

　そして――背中をしたたか打った夕也の上に受け止められたゆすらの唇は、夕也の唇に触れていた。

　時が止まってしまったかのように、店内が静寂に包まれた。

　かつて出会った頃ころにも触れた、唇の感触。

　柔らかさ、温かさ。

　しかし、あのときとは何かが違う。それがなんなのかはわからないけれど、しかし、何かが決定的に。

　そんなふうに、夕也には感じられた。

　そして、助けられるまでもなく着地した子犬は、不思議そうな顔で夕也とゆすらを見つめていた。

「きゃーっ！　きき、キス――っ!?」

　小柄なツインテールの店員が黄色い声を上げた。

「あはははは、ナイス事故！　どこかで見たようなベタなシチュエーションだが、やはり恋愛にこういうアクシデントはつきものだな！」

　眼鏡の委員長っぽい店員も、そんなことを言いながら大笑いした。そしてお団子のお姉さんは赤くなった顔を両手で隠して、指の隙すき間まから二人の様子を窺うかがっていた。

　夕也の上で目をぱちくりとさせたゆすらは、数秒経たってようやく状況を理解したらしく、

「がうっ!?」

　と顔を真っ赤にして夕也の上から飛とび退のいた。

　そして頭の中まで真っ赤に茹ゆだってしまったのか、目でも回したようにフラフラと危なっかしく数歩歩いて、夕也から逃れるようにお団子のお姉さんの後ろに隠れてしまった。

「いたた……」

　夕也が起き上がっても、ゆすらはお団子のお姉さんの後ろから出てこようとはしない。

「……って、ゆすら、どうしたの」

　はあ、と眼鏡の委員長っぽい店員は大きくため息をついた。

「キミキミ、事故とはいえキスしちゃってどうしたのはないだろう」

「そうだよ！　事故でもなんでも、キスしちゃったってことは女の子にとっては重大なことなんだよ!?」

　小柄なツインテールの店員までが夕也を糾きゆう弾だんする。

「はあ……」

　とはいえ、過去に一度キスをされてしまっている経験があるのが夕也である。ことゆすらに関しては、今さら女の子にとってのキスの価値観がどうとか言われても、首を傾かしげてしまうのだった。

「ええと……その、ごめん。もう終わりの時間かなと思って迎えにきたんですけど……」

「ええ、時間的にはそうですけど……」

　お団子頭のお姉さんは、時計を見た後に自分の後ろに隠れて出てこないゆすらを見やって、困ったように苦笑した。

「ええと、先に帰ってもらえませんか？　ちょっと桜さくら江えさんも混乱してるようですし、少しなだめて、落ち着いてから帰しますから」

「はあ……」

　考えるまでもなく、なんだかいつもと様子が違うゆすらは、一緒に帰るという感じではないのは明らかだった。

　それに、夕ゆう也やとて男の子である。事故とはいえ再度キスをしてしまったのだ。二人きりになって、平静でいられる自信はなかった。

「じゃあ、すみません、お願いします」

「ええ」

　夕也はもう一度ゆすらを見たが、目を逸そらされてしまった。

「……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　――渡しそびれちゃったなあ。

　なんとなく気まずいものを感じながら、夕ゆう也やはトボトボと学校へ帰ったのだった。



　その後、ゆすらは晩ご飯の前には戻ってきたが、夕也に引っ付くことはおろか、目を合わせることもしなかった。

　夕也はますます首を傾かしげたが、その女の子女の子した仕草は、恋れん子こや耶や宵よいや琴こと音ねに脅きよう威いを覚えさせるには充分すぎた。

　そして結局、夕也はゆすらに渡すべきものを渡すことはできなかった。
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　翌日、林間学校へ出発する日。

　登校してきた生徒たちは教室には入らず、前庭に停とまったバスに乗り込んでいく。各クラス一台のバスすべてが停まれるのも、敷地が広い秋あき月つき学がく園えんならではの光景である。

「よう、夕也。武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの決戦、備えは順調か？」

　夏休みに入ってしばらく顔を合わせていなかった雅まさ紀きが、窓際の席に座った夕也のとなりへとやってきた。

「あ、うん、準備そのものは順調なんだけどね……」

　言葉を濁す夕也の反応に、雅紀は首を傾げて、

「あれ？　そういえば、なんでお前のとなりが空いてるんだ？」

　とバスの車内を見回した。

　いつもなら、真っ先にゆすらが陣取るはず。雅紀がそう言いたいのだということは、夕也にも容易に想像ができた。

　そのゆすらは、バスの最後部の席でクラスの女の子たちに囲まれてお菓子を食べている。

「ははあ。食い気に釣られたか」

「まあ、そればっかりでもなさそうなんだけどね……」

「というと？」

「あの、昨日から、柊木ひいらぎ君は桜さくら江えさんに避けられ気ぎ味みなんです……」

　後ろの席から、更さら紗さがひょっこりと首だけ出して言った。

「あの桜江さんが？　いったい何があったんだ？」

「いや、その、ちょっとね……」

　夕也としては、事故とはいえまたキスしてしまったことを言うわけにもいかず、苦笑いをして言葉を濁すしかない。

「そんな調子で大丈夫なのか？　動きがありそうなのは登校日近辺なんだろう？　林間学校が終わったらほとんど日数もないじゃないか」

「あー、うん、さすがだね、雅まさ紀き。夏休み中でもそんな情報も入ってくるんだ」

「え？　ま、まあな。っていうか、俺おれのことをどうこう言ってる場合じゃないだろう！」

「まあ、そうなんだけど」

　そんな話をしているうちに、担任の一ノ瀬先生が点呼を取り始め、それが終わるなりバスが走り出した。

「ではー、毎年のことですがー、林間学校でのスケジュールと注意点を説明しますー」

　一ノ瀬先生がマイクを手に、バスガイドよろしくいつもの間延びした喋しやべり方で色々説明し始めたが、あまり耳を傾ける生徒はいない。ほとんどの生徒が中等部から秋あき月つき学がく園えんに通っているので、毎年のことで慣れすぎているのだ。

「で、夕ゆう也や。今回は勝ち目はあるのか？」

「うーん、厳しいよねえ。特に宿舎が完成して夜通し活動されちゃうとなると、こっちは完全に身動きが取れなくなっちゃうし」

「さすがに夕也でも打つ手なしか」

「どうにか五人目の仲間を見つけて、追いつめられる前に申請書を事務室に持っていくしかないね。夏休み中でも、登校日なら事務室はやってるし、朝のうちに出せれば」

「向こうも阻止しようとするんじゃないのか？」

「確かにね。僕の考えてることなんか琴こと姉ねえもお見通しだろうし」

「攻防の一番の要所は事務室か……」

「そうだね。ドヽアヽ以ヽ外ヽにヽもヽ、入ヽるヽ手ヽ段ヽをヽ用ヽ意ヽしヽてヽおヽかヽなヽいヽとヽなヽあヽ」

「あの……その前に、五人目じゃないですか……？」

　後ろの席から更さら紗さに言われて、夕也は苦笑いしかできなかった。

「確かに。まあ、そこはきっと恋れん子こが頑張ってくれるよ」

「だといいんですけど……」

「それはそうと、雅紀は結局誰だれと班を組んだの？」

「は!?　どうしていきなりそんな話になるんだ!?」

「え、別に深い意味はないけど……っていうか、なんでそんなに顔が赤くなるの？」

「え、そ、その、いや、なんというか……」

　もごもごと言いい淀よどんだものの、雅紀は観念したようにうつむいて、

「ちょっとな……ツテというか、色々あって、その、つ、土つち御み門かどさんと……」

「えっ、ホントに!?」

「ちょ、馬ば鹿か、声が大きい！」

「あ、ごめん」

「まったく……。御み子こ神がみさんも、内密にしてよ？」

「あ、はい……」

　そうしてバスに揺られること二時間強。

　バスは山道に入り、流れる景色も木々の緑色へと一変する。

　そんな山道をさらに一時間、丸木造りっぽい趣でありながら、生徒が全員宿泊できるという馬ば鹿かげた規模の山荘に到着した。

　夕ゆう也やがバスから降りるなり、恋れん子こと琴こと音ねが駆け寄ってきた。

「あれ、どうしたの？」

「どうしたのじゃねーですっ！」

「夕ゆうくん、バスの中では桜さくら江えさんと何もなかったでしょうね？」

「はあ？　何があるっていうの。そもそも、席が離れちゃったからお喋しやべりさえしてないよ」

　夕也の言葉に、恋子と琴音がホッとした顔で胸を撫なで下おろす。

「気が気じゃなかったんですね……」

　やはりバスから降りてきた更さら紗さが、一瞬で事情を理解して苦笑した。

　ゆすらの変調は、夕也を戸惑わせる以上に女の子たちを焦らせていたのだった。

　と、そこへ、

「兄にい様さま！」

　耶や宵よいまでもが駆け寄ってきた。

「あれ、中等部はあっちで班ごとに集合じゃないの？」

「ええと、それはそうなんですけど……その、兄様が心配で……」

　もじもじと言いい淀よどむ耶宵を見て、更紗はやれやれ、と肩をすくめた。

　中等部もそうだが、高等部もバスから降りたら班ごとに集合することになっている。班での活動がオリエンテーリングくらいの中等部と違って、高等部では林間学校のほとんどが班単位の活動になるのだ。

　つまり、同じ班のゆすらも輪に加わらなければ始まらない。

「大丈夫なんでしょうか……。色々と……」

　更紗がそう呟つぶやくと同時に、夕也がバスから降りてきたゆすらに手を振った。

「ゆすら、こっちだよ」

「がう……」

　バスから降りてきたゆすらも輪に加わったが、恋子の陰に隠れるようにして夕也には近づこうとしない。その様子に、恋子や琴音や耶宵は、ホッとしたような、不安なような複雑な表情を浮かべるのだった。

「……ええと」

　困ったように頭を掻かく夕也を見て、琴音は肩をすくめてため息をついた。

「とにかく、これからわたくしたちは班単位の行動になるわ。耶宵ちゃんは早く中等部の方に戻りなさい？」

「でも……」

　渋る耶や宵よいだったが、琴こと音ねにもう一度「戻りなさい」と言われて後ろ髪を引かれながら中等部のバスが停とまっている方へと歩いて行った。

　周囲では、他の班がそれぞれ一日目の自由行動へと散っていく。注意事項の説明などはバスの中ですませておくのも例年のことだった。

「さて、それで、わたくしたちの班は自主活動は何をやるのかしら？」

　高等部の林間学校は、班単位で独自に決めた活動をすることになっている。

　例えば動植物の写真を撮る班があったり、黙々と写生をする班があったりといった具合だ。部活動の延長と捉えている生徒も多く、クラスを度外視した班編成もそのためである。

「……狩り」

　恋れん子この後ろから、ゆすらがポツリと答えた。

「そんな気はしていたけれど……本気なの？」

「他に意見も出なかったですし……」

　控えめに、更さら紗さが言った。色々思うところがあるのか、いつもよりさらに語調が弱い。

「とにかく、ここでぼーっとしてても始まらないですし、あたしたちも行きません？」

「そうですね……」

　そうして木々の間へと踏み入っていくと、ほどなく高い木を見上げる一団に出くわした。その視線を追うと、メジャーをくわえて木によじ登っている男子生徒がいた。

「あれ、何をやってるんでしょう？」

　恋子が呟つぶやいた。

「さあ……。木の高さでも測ろうとしてるのかな」

「なんのためにです？」

「僕に訊きかれても」

「あれはきっと計測部の人たちね」

「計測部……？」

「世の中にあるすべての物を測らずにはいられない人たちよ」

「変わった部活だね……。僕らが言うのもなんだけど」

「あの人たち、毎年ああやって木の高さを測っているんだそうですよ……。毎年成長係数を計算して修正しつつ、新しく測った木の高さを記録して、この森の木の高さマップを完成させる計画が代々引き継がれているそうです……」

「この森全部ですか!?　何年かかるんですか、それ。壮大すぎです……」

「……あっちからは、肉を焼く匂においがする」

　くんくんと鼻を鳴らしながら、ゆすらが匂いのしてくる方角に顔を向けた。

「ああ、この匂においはきっとケバブだね。シシカバブ同盟かな」

「そうね。シシカバブ同盟は毎年、ひたすら肉を焼き続けているわ。林間学校名物の千本シシカバブね」

「林間学校に来てまでですか。揺るぎない人たちですね」

「あら、そんなことを言ったら野球部は毎年林間ノックをやっているし、サッカー部も林間紅白試合をやっているそうよ？　各部、それぞれが恒例の活動を行っているわ」

「なんですか、林間ノックって」

「文字通り、ノックをやるのよ。木に跳ね返ってどこへ飛ぶか予測不能のボールを追いかけることで、色々鍛えられるそうよ？」

「もはや野球とは言えない気がするんですけど……」

「鍛えられる以前に危ないよね」

「け、怪け我が人にんとか出ませんかね……」

「何ソワソワしながら物騒なことを言ってるんですか」

「いずれにしても、これから狩りをしようとしているわたくしたちに、他の生徒たちの行動をとやかく言う資格はないと思うわ」

「確かにそうかもね」

「狩りはいいですけど、この森、何がいるんです？」

「さあ……。奥の方に行けば猪いのししや熊もいるそうだけれど、このあたりは比較的手を入れているそうだから、大物はいないかもしれないわね」

「……しかも、こう人が多いと、小さい動物も怖がって出てこない」

「ま、その方がいいんじゃないですかね。目の前で動物を殺されてもアレですし」

「確かに、それもそうね」

「……食料の確保は大事。狩りを真面目まじめにやらないのはよくない」

「まあまあ。食料なら、何も動物を獲とらなくても確保できるよ。夏だって旬の山菜はあるんだし。アケビとか……はまだちょっと早いかなあ」

「あら、いいわね、アケビ。さすが夕ゆうくん」

「あたしもアケビがいいですー！　食べたことないですけど」

「食べたことないのに……？」

「動物殺すよりは植物の方がいいじゃないですか」

「……確かに、アケビは甘くて美お味いしい」

「でしょ？　アケビは甘い実も美味しいけど、皮も料理に使えるんだよ。とにかく、動物に限らず、色々探してみようよ」

「がう」

　アケビの味を思い出したのか口元を綻ほころばせて、ゆすらもうなずいたのだった。
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　散々ウサギの足跡を追いかけた後、木の根に腰を下ろして休憩と相成った。結局ウサギは見つからなかったが、途中で見つけたサルナシの実を食べてエネルギーの補給中である。

「サルナシって、キウイみたいな味なんですねー」

　キウイから毛をなくして、かなり小さくしたような実の皮を剥むきながら、恋れん子こが言った。

「うん、同じ種類っていうか、ご先祖が一緒らしいよ」

「断面なんかキウイそのものだものね。酸味は強いけれど、とても美お味いしいわ」

「美味しく感じるのは、歩き回って疲れたからっていうのもあると思いますけど……」

　そんな中、ゆすらは自分の分をさっさと食べ終えて、周辺の地面を調べ始めた。

「ねえゆすら、そんなにムキにならなくてもいいんじゃない？　何も獲とれなくても、ちゃんとご飯は出るんだよ？」

「……獲物を見つけられないのはボスの責任」

「でもさ」

　そう言って、夕ゆう也やが近づこうとした。

　その瞬間、

「がうっ!?」

　ゆすらは驚いたような表情で、顔を赤くして飛とび退のいた。

「いや、そんな露骨に逃げなくても……」

　夕也の声にまたビクッと反応したゆすらは、あわあわと挙動不審な感じに周囲を見回して、何を思ったのか、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

「え―――――っ!?」

　驚きのあまり夕也が叫び、他の面々も開いた口がふさがらない状態に陥った。

「な、何をやってるんですか、ゆすら先輩は……」

「相変わらず、予測不能すぎるわよ、もう」

「とにかく、僕が追いかけるよ」

　夕也がゆすらを追って走り出した。

「はぐれてもまずいから、みんなはここで待ってて。ゆすらを見つけたら連絡するから！」

「あ、ちょ……夕ゆうくん!?」

　止める間もなく、夕也の姿も森の中に消えてしまった。

「もう、今は夕くんが追いかけたって逆効果なのに」

「どうするんですか？」

　恋子の問いに、琴こと音ねは腕組みをして少し考え込んだ。

「とにかく、万が一の事態に備えて、先生方に報告しておくわ。木き滝たきさん、貴女あなたは夕ゆうくんの携帯に電話をかけて呼び戻して。桜さくら江えさんを探すのは、戻ってきた夕くんと合流した後にしましょう」

　そう言い残して、琴こと音ねも携帯電話を取りだして教師へと電話をかけ始めた。

「まったく、何をやってるんですか、ゆすら先輩もお兄ちゃんも」

　唇を尖とがらせて、恋れん子こは指示通り夕ゆう也やの名前を選択し電話を耳に当てた。
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　――なんて速さ……！

　元々運動能力が高く足が速い上に、森を駆ける術すべにも長たけている。

　そんなゆすらに、夕也が追いつける道理はなかった。

　せめてもの救いは、森の中にあって夏服の白色が目立つことだった。そのおかげで、どうにか見失わずに追いかけることができている。

「ゆすら！　待ってよ！」

　その声にゆすらはチラリと振り返ったが、赤くなった顔はますます困ったような焦ったような表情になり、ますます逃げる足を速めたのだった。

「あーもう、なんで逃げるの!?」

　夕也は腰の後ろでベルトに挟んだ、渡しそびれっぱなしになっていたモノに一度触れた。

　――追いつければ、ある意味これを渡すチャンスかも……！

　そう思い直して決意を新たにするが、目の前のゆすらはぐんぐん速度を上げて夕也との距離を広げていく。

　――追いつければ……追いつける気がしないけど……。

　ややもすれば、茂みや木の枝に隠れてゆすらの姿を見失いそうになる。

　と、ポケットの中で携帯電話が鳴った。

　琴音か、あるいは恋子か。

　いずれにしても、出ている余裕はない。電話をしながら走れるような平坦な道ではないし、少しでもゆすらの背中から目を離せば見失ってしまう。

「っていうか……」

　なんで逃げるのか。

　なんで避けるのか。

　昨日のキスは事故だし、それでも気に入らないことがあるなら言えばいい。非があるのであれば、夕也としては謝るつもりもある。

　――でも、言ってもらえなきゃ、謝罪も反省もできないじゃないか！

　とりあえず、『コレ』を渡す。

　そして、逃げる理由を聞かせてもらう。

　そのためにも――、

「絶ッッッ対、追いつくからね……！」

　鳴り続ける携帯電話を無視して、夕ゆう也やは地面を蹴ける足にグッと力を込めた。
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　振り返って、ゆすらはギョッとした。

　夕也が、想像以上の速さで差を詰めてきていたのだ。

「……うー」

　ゆすらは困り果てて、涙目でうなり声を上げた。

　もちろん、夕也を嫌いになったわけではない。

　むしろ、好きだ。

　側そばにいたいし、褒めてもらいたいし、頭を撫なでられたいし、抱きつきたいし、引っ付いていたい。でも、そうしようとすると、決まって心臓が早く動き出すのだ。

　顔が熱くてたまらなくなるのだ。

　――怖い。

　今までと違うのが怖い。どうなってしまうのかわからなくて怖い。

　しかも、心臓が早鐘を打つ度に、顔が熱くなる度に、恋れん子この顔が脳裏にチラついて、どうしていいのかわからなくなってしまうのだ。

　――恋子も、ユウが好き。

　更さら紗さが言っていたことだ。

　――やるなら、正々堂々。

　ペットショップのみんなも言っていた。

　だが、何が正々堂々なのかがよくわからない。

　どうしたら正々堂々なのかもよくわからない。

　結果、ゆすらの思考回路はショート寸前まで追い込まれ、逃げ出してしまったのだった。

　その夕也が、まだ追ってきている。しかも、意地になって。

「……！」

　ゆすらは走る速度を上げようとした。

　いつものゆすらならば、立木の間を抜けるなり、茂みや木の枝を巧みに利用して夕也の視界から逃れることもできただろう。

　それ以前に、いつものゆすらならば、夕也を簡単に引き離していたことだろう。

　だが、生まれて初めての感情に戸惑っているゆすらは、その身体能力を発揮しきれずにいた。集中力も散漫になっていた。

　それが、ミスに繋つながった。

　木の根に足を取られるという、いつもならばありえないミスに。

　さらに運の悪いことに、つまずいて倒れてしまいそうな方向は、崖とは言わないまでも、かなり急な傾斜になっていた。

　――落ちる……！

　がくん、と身体からだが傾いた。

　血ちの気けが引いていく。

　しかし。

「危ないっ！」

　腕を掴つかまれて、ぐいっと引き寄せられた。

　――っ！

　それでも、落下は止まらない。

　だが、落下しながら、ゆすらは自分の身体が守られるように包まれるのを感じていた。

　――ユウ……!?

　痛みはない。けれど、衝撃だけが伝わってくる。

　急な坂を転がる衝撃。

　立木にぶつかる衝撃。

　ただ、衝撃の度に夕ゆう也やの痛々しいうめき声が耳に入った。

　やがて、衝撃が止やみ、動きも止まる。

　蝉せみの声や枝が風に揺れる音、落ち葉が立てる音は聞こえるのに、異様なほどの静寂が訪れたような気がした。

　今までゆすらをしっかり抱きしめていた腕が、力なくだらりと地面に落ちた。

「……ユウ？」

　起き上がってみると、ゆすらは仰向けに倒れた夕也の胸の中にいた。

　見上げれば、元いたはずの場所がかなり高いところにある。ずいぶんな距離を転がり落ちたようだった。

　そして。

　ゆすらの下敷きになっていた夕也の腕は擦すり傷きずだらけで、制服も泥と落ち葉にまみれてしまっていた。

「……ユウ」

　呼びかけてみても、夕也は目を閉じたまま、何も反応しない。

「……！」

　よくよく見れば、夕ゆう也やは額から血を流していた。

　――怪け我がをしてる……!?

　ゆすらは夕也の口元に顔を寄せてみた。夕也の吐き出す息が、頬ほおに感じられる。

　――よかった、息はある……！

　とにかく、こういうときは落ち着かなければならない。

　自分に言い聞かせるようにそう考えて、ゆすらは深呼吸した。

　――ユウは、頭を打ってるかもしれない。だとしたら、迂う闊かつに動かすことは危ない。

　少し考えて、まず、

「……ユウ。ユウ！」

　意識が戻ってくれれば、と呼びかけてみる。

　が、やはり目を覚ましそうな気配はなかった。

「……うー」

　不安に押し潰つぶされそうになりながらも、ゆすらは背中からオオカミさんリュックをおろし、中からハンカチと消毒薬を取り出した。

　常にサバイバルを想定しているゆすらは、通帳や現金の他、点火用のライターなども含め、筆記用具とメモ帳、簡易濾ろ過か器や非常食など、色々と詰め込んで持ち歩いていた。

　そのハンカチに消毒液を染みこませて、傷口の汚れを落とすように塗っていく。

　幸い、出血はたいしたことはなかった。

　傷にしみるのか、ときおり顔をしかめるような反応もある。

　その『生きている』反応に少し安あん堵どしつつ、擦すり傷きずも消毒薬で拭ふき終えて、ゆすらはどうすればいいだろうかと考え始めた。

　頭を打っている可能性があるため、迂闊に動かすことができない以上、一人で夕也を運ぶのは無理だ。

　しかし、夕也をここに放置して助けを呼びに行くわけにもいかない。

　――この森には、どんな獣がいるのかわからない。

　ゆすらとて、日本に虎やライオンが生息していないことは知っている。日本古来のオオカミが絶滅していることも。

　だが、日本にも熊はいる。野犬だっているかもしれない。

　動けない夕也は、腹を空すかせた野獣にとってはまたとないごちそうだろう。

　――どうする……？

　思案しながら周囲を見回して、ふと、ゆすらは紙の包みを見つけた。

　簡素な、五〇〇ミリのペットボトルより少し長いくらいの、紙の包み。

　クリーム色の紙はまだ新しく、ここに長くうち捨てられていたようには見えない。

　自分の持ち物ではない以上、夕也の持ち物だろうか。

　歩み寄って拾い上げると、その包みからはらりと一枚のメモ用紙が落ちた。

「……これは」

　そのメモ用紙も拾い上げて、目に飛び込んできた文字に、ゆすらは驚いて目を見張った。

　そこに書き綴つづられていたのは――
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　教師への報告を終えた琴こと音ねは電話を仕し舞まって、

「木き滝たきさん、夕ゆうくんはなんて？」

　と訊きいた。

「それが、ちっとも出てくれないんです……」

「ええと、まさか圏外だったり……？」

　更さら紗さの言葉に、琴音は首を横に振った。

「それはないわ。秋あき月つき家の敷地内に電波が届かないところなんか存在しないの。この山林にも、基地局は設けてあるわ」

「確かに、コール音は鳴ってました。……ってことは、追いかけるのに必死で電話を取る余裕もないんでしょうか」

「もしくは――」

　腕を組み、深刻な面持ちで、琴音は低く言った。

「考えたくはないけれど、電話に出られない状態にあるか、ね」

　ざわり、と不穏な空気が、恋れん子こと琴音と更紗の間を流れていく。

「出られないって、どんな状況ですか」

「追いかけていて、怪け我がをしたとか……」

「あ！　あんた今、ちょっと嬉うれしそうな顔しませんでした!?　おに……あのシスコンが怪我をしたなら治療ができるとか思ったんですか!?」

「えっ、まさか……！　さすがに、そこまで不謹慎じゃないです……！」

「ホントですか？」

「当たり前です……！　もしそうだったら全力で手当てしますけど……」

「もう、何をハアハア言っているの。木滝さん、もう一度電話をかけてみて。それで出ないようなら、わたくしたちで探しに行きましょう」

「わかりました」

　恋子がもう一度携帯電話を耳に当てた。

　しかし、一〇回以上コール音を聞いても、回線が繋つながることはなかった。
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　ゆすらが拾い上げたメモ用紙に記されていたのは、夕ゆう也やからゆすらへと宛てられたメッセージだった。

『なんだかタイミングが合わなくて渡しそびれてばっかりだから、念のためにこのメモを挟んでおこうと思う。以前、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと戦ったときも、ナイフは使っちゃダメだって言ったけど、僕は今も同じように考えている。ゆすらには誰だれも傷つけてほしくない。でも、もうそんなことを言っている場合じゃないから、どうしても必要なときにはコレを使ってほしいんだ』

　どうやら自分のために用意してくれたものらしい、と理解して、ゆすらは紙の包みを開けてみた。

　中から出てきたのは、鞘さやに収まった一振りのナイフだった。

　柄を見る限り、ゆすらが愛用しているものと同じ型だ。

　しかし、鞘から抜いてみると、刃が丸く潰つぶされていた。

　要は、ナイフの形をした鉄だった。

　メーカーのロゴを見ても、グリップなどの造りを見ても、ゆすらが使っているのと同じ正規品であることは疑いようもない。

　つまり、わざわざ取り寄せて、専門家に刃を潰す処理を施してもらったのだろう。

　確かに、このナイフなら刃で人を傷つけることはない。鉄である以上、武器としての能力がゼロになったわけではないが、それでも誤って怪け我がをさせてしまう危険性は大幅に低下していた。

「……ユウ」

　そして、理解した。

　夕也が執しつ拗ように追いかけてきたのは、これを渡したかったからなのだ、と。

　――なのに、私は……。

　グッと、ゆすらは唇を噛かんだ。

　と、その瞬間。

　夕也の胸元で、ポップな音楽が鳴り響いた。

　ビクッと反応して、ゆすらは一歩飛とび退のいたが、すぐに音の原因が夕也の携帯電話だと気がついた。

　――アレを使えば、助けを呼べる……！

　夕也に駆け寄って、胸ポケットから鳴りっぱなしの携帯電話を取り出した。

　が、ゆすらの手はすぐに止まってしまった。

　――どこ？　……どこを押せば話せる……？

　まごまごしているうちに、鳴っていた音楽がピタッと止やんだ。

　――ああ。

　ゆすらはがっくりと肩を落とした。

　助けを呼ぶチャンスを、潰つぶしてしまった。

　携帯電話の操作方法を知らないゆすらにとって、こちらからかけるというのは、かかってきた電話を取るよりずっと難しい。

　思えば、ペットショップで働くことになったとき、携帯電話を持つべきではないか、と夕ゆう也やに言われていた。

　あのとき、わからないから、と断らず、使い方を覚える努力をしていれば。

　わからないなりにも、普段から持っていじっていれば、こんなときに迷わず電話をかけられるくらいにはなっていたかもしれないのに。

　いや、電話のことだけではない。

　結局、夕也は最初に行ったハンバーガーショップでアルバイトを始めたのだ。

　それはつまり、ゆすらが足を引っ張らなければ、夕也は一日目でアルバイト探しが終わっていたはずなのだ。

　この刃のないナイフだってそうだ。

　夕也は、いつだってゆすらのことを考えて、庇かばってくれたり手助けしてくれたりする。

　美お味いしいご飯も作ってくれる。

　――なのに、私は……。

　何か、夕也の役に立ったことがあっただろうか。

　面倒ばかりかけていたのではないだろうか。

　迷惑ばかりかけていたのではないだろうか。

　現に今だって、自分を心配して追いかけてきてくれたのに、自分のために刃を潰つぶしたナイフを渡そうと追いかけてきてくれたのに、自分が逃げたばっかりにこんなことになってしまった。

　きっと、一言謝れば夕也は許してくれるだろう。

　いや、謝罪の言葉などなくても、責めさえしないだろう。

　あまつさえ、優しく微笑ほほえんで、ゆすらに怪け我ががなかったかを先に訊きくに違いない。そんな光景が、声が、容易に想像できる。

　しかし、そう思えばこそ、きゅーっと締め付けられるように、ゆすらの胸は痛んだ。

　――ユウが、目を覚まさなかったらどうしよう。

　刃のないナイフを握りしめて、ゆすらはうつむいた。

　長い黒髪が、はらりと肩から落ちた。

　――ユウが、死んでしまったらどうしよう。

　今は息をしていても、頭を強打していたら、一刻を争う何かが夕ゆう也やの体内で進行しているかもしれないのだ。

　じわりと目に涙が浮かんだ。

　夕也が死んでしまうかもしれないという不安に。

　夕也に怪け我がをさせてしまった自責に。

　夕也に何もしてあげられない無力感に。

「あおぉぉ―――――――――――――――――――――――――――――――ん」

　――誰だれか、助けて。

　流れ落ちた涙を拭ぬぐいもせずに、ゆすらは吠ほえた。

　夕也を失いたくない。

　これまでは、夕也と一緒にいられればそれで楽しかった。満足だった。

　でも、今は――心の底から、夕也を守りたいと思う。

　だから、吠えた。

　無力な自分は、もう仲間に頼るしかない、と。

　この場所を知らせる方法は、もう自分にはこれしかないから、と。

「あおぉぉ―――――――――――――――――――――――――――――――ん」

　何度も、何度も、ただひたすらに。



    

  
    
      



    

  
    
      

　夕ゆう也やを助けたい。

　夕也の役に立ちたい。

　ただ、その一心で。

　喉が渇こうと、痛もうと、構わず吠ほえ続けた。



　恋れん子こや琴こと音ねたちがその遠とお吠ぼえを聞きつけて駆けつけたのは、夕也が意識を失ってから数時間経たった後、長い夏の陽ひもさすがに落ちようかという頃ころだった。
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　病院のベッドで夕也が目を覚ましたのは、翌日の昼過ぎだった。

「あ、あれ……？」

　一瞬、理解が追いつかない。

　上体を起こそうとして、全身に痛みが走った。特に頭――額のあたりが痛む。

「いててて……」

　――ああ、そうか、ゆすらを追いかけてて、転げ落ちて……。

　ということは、病院か、と夕也は思い至った。

　痛みを堪こらえて身を起こし、病室内を見回すと、ベッドに突っ伏すようにしてゆすらと耶や宵よいが寝ていた。壁際のソファでは、琴音と恋子が身を寄せ合うようにやはり眠っていた。

「……っていうか、ソファのある病室って」

　よくよく見れば、大画面のテレビといい、落ち着いた趣の花瓶といい、アンティーク調の調度品といい、並のホテルとは比較にならないほど豪華で快適な部屋だった。

　ベッドにナースコール用のスイッチやら医療用の何やらがゴチャゴチャくっついていなければ、夕也も病室だとは思わなかっただろう。

　――琴こと姉ねえが用意した病室なのかな……。

　と、そんなことを考えているところへ、ドアが開いて、消毒液やガーゼ、包帯などなどを載せたトレイを持って更さら紗さが入ってきた。

「あ、目が覚めたんですか……」

「ええと、今残念そうな顔をしなかった？」

「き、気のせいです……」

　だったらどうして目を逸そらすの、と言いたかった夕也だったが、すぐ側そばでむくりと起き上がる気配を感じてその機会を逸してしまった。

「……ユウ？」

　顔を上げたゆすらと、至近距離で目が合った。

「あ、ええと、おはよう……」

　間の抜けた調子で言いかけた夕ゆう也やだったが、言い終わる前に、

「……ユウッッッ！」

　ゆすらはガバッと夕也の首っ玉にしがみついた。

「え、ちょ……!?」

　あちこちにできた傷は痛んだが、そんなことよりも、戸惑いの方が大きかった。

　散々引っ付かれたり添い寝されたりという過去はあるものの、ここ連日の避けられっぷりを思えば、この距離感は妙に気恥ずかしく感じられる。

「……ユウ！　ユウ！　ユウっ！」

　まるで子どものように、ゆすらはボロボロと涙をこぼしながら、夕也の胸に顔を埋うずめてかすれた声で名前を呼び続けた。

「その声、どうしたの？」

「……なんでもない」

　一言そう言っただけで、ゆすらはギュッとしがみついた手に力を込めた。

　心配をかけてしまったのだろう。そのことを申し訳なく思いながらも、子どものようなゆすらの反応に、思わず夕也は口元を綻ほころばせてしまった。

　そのゆすらの身体からだには、少なくとも見える範囲では、傷はもちろん絆ばん創そう膏こうも包帯も見当たらなかった。そのことに心底ホッとする。

「ゆすら、怪け我がはしなかった？　どこも痛くない？」

　優しくそう訊きくと、ゆすらは夕也の胸から顔を上げることなく、ピッタリとくっついたままコクコクとうなずいた。

　その動きが、少しくすぐったい。

「よかった」

「ちっともよくないわ」

　いつ起きたのか、少し怒った顔で琴こと音ねがすぐ側そばまで歩み寄ってきていた。

「そうですの！　部長さんも、とっとと離れてくださいですの！　兄にい様さまは怪け我が人にんですの！」

　耶や宵よいも眉を吊つり上あげて、そう言いながらゆすらの襟えり首くびをつかんで夕也から引き離した。

「がうー」

　ゆすらはドナドナされる仔牛よろしく、悲しそうな顔で夕也に手を伸ばす。

「無駄な抵抗はやめてください！　まったく、抜け駆け……じゃなくて、怪我人に何をしてるんですか！」

　恋れん子こも、耶宵に手を貸してゆすらを押さえ込んだ。

「みんな、寝てたんじゃ……」

「さすがに、桜さくら江えさんがあれだけ騒げば起きると思います……」

　トレイを置きながら、更さら紗さが言った。

「なるほど、確かに。でもまあ、ゆすらも無事だったわけだし、よかったじゃない」

「夕ゆうくんが無事じゃないでしょう？」

「いや、まあそれはさ……」

「まあ、確かに、一番の原因は桜さくら江えさんにあるから、夕くんをこってり怒っても仕方がないのだけれど」

「あたしからの電話にも出ないで散々心配かけたんだから、怒られるべきです！」

「悪いのは部長さんですの！　兄にい様さまじゃありませんの！」

「あの……病室で騒ぐのは、よくないと思います……」

「それはそうね。寝ている間にやった精密検査では異常はないそうだけど、念のため今日明日は入院してもらうわよ」

「え？　大おお袈げ裟さだよ。大丈夫だって」

「大丈夫じゃありませんの！」

「そうです！　頭を打ってるんですから！」

「あ、あたしもその方がいいと思います……。どんな検査だって見落とすことはありえますから、ゆっくり休んで様子を見るべきです……！」

「……がう」

　女の子たちからの集中砲火にたじろぎつつ、

「はあ。ええと、でも……林間学校は……？」

　おそるおそる訊きいてみた。

　すると琴こと音ねはにっこりと微笑ほほえんで、

「今さら参加できるはずがないでしょう？」

「……はい」

　反論を許さない鉄壁の微笑みを前に、夕ゆう也やはそう返事をするほかなかった。

「はあ。じゃあ、雅まさ紀きが上う手まくやることをここから祈るのみか……」

　天井を見上げて呟つぶやく夕也に、耶や宵よいはキョトンとした顔で、

「桐きり谷やさんがどうかしましたの？」

「あれ、耶宵ちゃん、あの人のこと知ってるんですか？」

「ええ。兄様が中等部の三年生で、私が一年生のときに一緒に班を組みましたの」

　実のところ、雅紀が夕也をシスコン扱いし始めたのはそのときがきっかけである。

「うーん、あんまり大っぴらに言うことでもないんだけど……」

「兄様、ここまで言いかけてそれはあんまりですの」

「そうです。気になっちゃうじゃないですか」

「がう」

「ちょっと、怪け我が人にんに詰め寄るものじゃないわよ」

　やんわりと琴こと音ねがたしなめるが、どうにも追及の手が緩む気配はない。

　夕ゆう也やは「誰だれにも言わないでね」と前置きして、

「雅まさ紀き、ツテで好きな人と一緒に班を組めることになったって言ってたんだ。だから、林間学校をきっかけに仲良くなれるといいなあ、って思って」

「え？」

　聞いた瞬間に、恋れん子こが怪け訝げんな顔で首を傾かしげた。

「だって、沙さ月つきちゃんは生徒会の人たちと班を組むって……」

「まあ、雅紀は知り合いが多いからね。生徒会に知り合いがいたっておかしくはないよ」

「それは……そうなのかもですけど……」

　不安そうな顔をする恋子から、微妙な空気と沈黙が広がっていく。

「あ、あの……」

　そんな中、更さら紗さがおずおずと手を挙げた。

「じゃあ、あたし、先生を呼んできますから……」

「ええ、お願いするわ」

　とにもかくにも、こうして、夕也の林間学校はベッドの上で終わることが確定したのだった。



    

  
    
      


第四章　学園デクラレイション



　その後、特に異常が発見されたり不調を来きたすこともなく、夕也は林間学校から戻ってくることができた。

　となれば、迫ってくるのは生徒会率いる武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの決戦である。

　武装風紀委員部隊の宿舎完成までは何日かあるものの、恋子は購入した熊の毛皮やなじみの剥はく製せいに早めに魔法を施す、と言い始めた。

　林間学校から戻ってきた日の夕方のことである。

　恋子は中庭に魔法陣を描かきつつ、夕也たちに毛皮や剥製を運ばせたのだった。

　ちなみに、生徒会室に行ってしまった琴音はこの場にはいない。

「今から魔法をかけておいて大丈夫なの？」

「もちろんです。あたしから魔力が供給される限り、魔法は持続します。魔力の供給自体はあたしの意識の有無とか関係なしに自動で維持されますから、寝てる間も熊たちはバッチリ、ゾンビ化されたままです！　言わば、魔力の自動引き落とし！」

「えーと、それって恋子ちゃんは消耗しませんの？」

「ちょっとお腹なかが空すきやすくなる程度ですよ。だいたい、将来的には死者の軍勢を率いようってのに、たった四枚の毛皮と一体の剥はく製せいと、オマケのテンの襟えり巻まき程度でへばってたら話にならねーです」

「さすがというかなんというか……もうあたしの常識じゃ量れません……。だいたい、血液も筋肉もなしにどうやって動いてるんですか……」

「毛皮熊は骨すらありませんの」

「もう意味がわかりません……。医学が……根底から……」

「ええと、始めちゃっていいですか？　いいですよね？　始めますよ？　御身、我が訴えを聞き届けたまえ……」

「がう」

　やがて滞りなく詠唱は終了し、熊軍団＋テン一匹に仮かり初そめの命が宿った。

　そして強制の呪文の詠唱と、ゆすらによるそれの通訳のコンボが成立し、毛皮と剥製による帰宅しない部の主力部隊が結成された。

　前肢にボクシング部のお下がりのボログローブを装着した姿はややコミカルだったが、それでも数が揃そろうとなかなか壮観だった。

「ねえ、恋れん子こ。この熊たちはどのくらいまでものを覚えられるのかな？」

「そりゃあ、脳みそありませんし、元が熊ですし、期待されても困りますけど。何を覚えさせたいんです？」

「うん、まず敵味方の区別かな。僕たちが仲間であることを覚えてもらわないと」

「……それなら、今話して聞かせる？」

「あ、うん、ゆすら、お願い」

「がう」

　ゆすらが熊たちに向かって「がう」と話しかけ始めた。

「あとは、僕らだけでもある程度命令できるように、熊にもわかる合図も決めたいね」

「あ、なるほど」

「確かに、『戦え』と『戦闘やめろ』くらいは命令できないと、使いにくいですよね……。下手に暴れられると怪け我が人にんも増えちゃいますし……」

　自分で言いかけて、更さら紗さは一度「ん？」と首を傾かしげて、

「それはそれで……うふふ」

　などと呟つぶやき始めた。

「ダメだってば」

「ホント、物騒なエセ保健医ですの」

「……そのくらいの命令なら、たぶん教えられる。熊は結構頭が良いい」

「ホントに？」

「がう。何回か練習すれば」

「そっか。じゃあ、戦力的には申し分ないね」

「それよりも、問題は最終的に勝てるかどうかですの。熊を使って互角にやり合えても、肝心の部員が揃そろわなければジリ貧確定ですの」

「確かにね……。恋れん子こ、土つち御み門かどさんは説得できそう？」

「えーと、説得っていうか、また決闘するみたいなことになっちゃってます……」

「恋子ちゃん、何やってますの!?」

「でも、あたしが勝ったら部員になってくれるって約束にはなってますよ」

「なるほど。……勝てそう？　僕らも何か作戦を考えようか？」

「あ、いえ」

　キッパリと、恋子は首を横に振った。

「前の決闘では全面的に助けられちゃいましたから、今度はキッチリあたしの力だけで勝って見せます」

「大丈夫ですの？」

「耶や宵よい、ここは恋子を信じようよ」

「あ、あたしもそれがいいと思います……。やっぱり、仲間は信じませんと……」

「うん。まあ、できれば熊の何匹かはこっちに回してほしいところだけど」

「あ、はい、とりあえず、どう戦うかもう少し考えますから、あとで相談しましょう」

「わかった。……じゃあ、これは恋子に預けておくね」

　夕ゆう也やは、四人の署名が書き込まれた新規部活動設立申請用紙を恋子に差し出した。

「一応、予備に用意したもう一枚は僕が持っておくけど」

「わかりました」

　うなずいて、恋子が用紙を受け取る。

「じゃあ、今晩から熊たちには歩ほ哨しように立ってもらおう。事前に不意打ちとかはないと思うけど、念のためにね。それじゃ、作戦会議の続きは後にして、晩ご飯の準備をしようか」

「がう！」

「ですね」

「了解ですの」

「わかりました……」

　夕也たちは中庭の儀式の痕こん跡せきを綺き麗れいに掃除して、熊たちを部室近辺に待機させて、家庭科実習室へと向かった。
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　手早く米を研といで炊飯器にセットして手早くみそ汁を作ると、夕也は食パンをおろし金で削って生パン粉を作り始めた。小麦粉も別の容器に用意している。

「今日は何を作るんですか？」

　恋れん子この問いに、夕ゆう也やは卵を割りながら、

「カツ丼にしようと思うんだ。大勝負の前だし、験げんを担ぐ意味も込めて」

「がう？　験を担ぐは何？」

「カツ丼だから、勝利の勝つに引っかけて縁起がいいっていうことです……」

　更さら紗さの説明を聞いても、ゆすらは今ひとつピンと来ていないようだった。

「でも、そういう験担ぎは前日の方がいいんじゃないかしら」

　いつの間にかやってきていた琴こと音ねが言った。

「だから、なんでいつもいつも当たり前のようにいるんですか！　しかも今回のカツ丼は帰宅しない部の験担ぎなんですから、生徒会長は食べちゃダメですっ！」

「そんな意地悪を言うなんて、悲しいわ」

「まあまあ、いいじゃない、別に。もういつものことなんだし」

「さすが夕ゆうくんだわ。うふふ、じゃあ、わたくしも今日は何か手伝うわね」

　すすっと琴音が夕也に寄り添った。

「え、ちょ……」

「大丈夫よ。卵を割るくらいならできるわ。……たぶん」

「ちょっと、琴こと姉ねえ様！　何抜け駆けしてますの!?」

　駆け寄った耶や宵よいは、琴音の反対側から夕也の腕を取った。夕也の腕に押しつけられた超中学生級の胸がふにょっと形を変える。

「や、耶宵まで!?」

「兄にい様さま、一緒にお料理をしましょうですの」

「いや、ちょ、むにょって……！」

「あらあら、夕くん、妹に密着されて興奮するなんて不健全よ？」

「なんで琴姉まで引っ付くの!?　ああっ、こっちの腕にもぽよんって……！」

「ちょ、あんたら何やってんですか――ッ！」

「がうっ！」

　恋子が耶宵の肩を掴つかみ、夕也から引きはがそうと引っ張った。

　ゆすらも琴音の腰にしがみつき、同様に引っ張る。

「ちょ、恋子ちゃん何をしますの!?」

「早く離れてくださいっ！」

「……おっぱいさんも早く離れる」

「あん、桜さくら江えさん、あんまり引っ張らないでちょうだい！　もう、いつもはこういうとき我関せずだったのに、どうして今日に限って……！」

「そうです、こんなところで騒いで怪け我がでもしたら……怪我でもしたら……」

「そこっ、何興奮してるんですかっ！」

「あーもう、手伝いとかいいから！　全員、大人しく待っててよ！」

　夕ゆう也やは叫んだがそれが聞き入れられるはずもなく。

　バランスを崩して、五人は揉もみくちゃになって倒れ込んだ。

　どういうわけか夕也の顔に覆おおい被かぶさるように倒れ込んできた、圧倒的なまでに大きくて柔らかい感触が視界も鼻も口も塞ふさいでしまっていた。

　それでも脇腹のあたりに感じる柔らかさと弾力は、今まで腕に感じていた耶や宵よいのアレではないかと直感的に思えた。

　しかし、だとすると、右の掌てのひらに感じている柔らかくて温かい感触はなんだろうか。

　――まるで手を挟み込んでいるような……。っていうか、苦し……。

　辛うじて自由に動く左手で呼吸を圧迫しているモノを持ち上げる。

「あん、もう、夕ゆうくんったら……」

　開けた視界いっぱいに広がるのは、恥ずかしそうに頬ほおを染めた琴こと音ねの顔と、自分が持ち上げた琴音最大の特徴である豊かなふくらみ。

「やっぱりーっ!?」

　慌てて夕也が顔を背けると、視界いっぱいに可愛かわいらしいピンク色のパンツが広がった。

「ぶっ！　な、なんでこっちにパンツが……!?」

「なななっ、何見てやがるんですか――――っ！」

「そんな、理不じ……ぐはっ」

　パンツの主ぬしの膝ひざが、綺き麗れいに夕也の顎あごに叩たたき込まれた。

　薄れゆく意識の中、夕也は右手の感触がゆすらの太ふと股ももに挟まれたものであることを視界の隅で確認していた。



「悪かったとは思うけど、もう手伝いとかはいいから、みんなそこで見ててね」

　言いながら、夕也は薄くスライスされた豚ロースを冷蔵庫から取り出した。

「あら、夕くん、それは生しよう姜が焼き用のお肉じゃないの？」

「うん、そうだけど、ちょっと一工夫しようと思って」

　夕也は薄いロース肉を広げ、その上にピザ用のチーズを敷き詰めた。

　その上にまた肉を敷き、さらにチーズを……を繰り返して、豚肉三層チーズ二層のミルフィーユを完成させた。

「ミルフィーユカツですの!?　ああ、きっと揚げたら中のチーズがとろーりと溶けて、すごく美お味いしいと思いますの！」

「がう！　肉とチーズ!?　お、美味しそう……」

「それだけじゃないよ」

　言いながら、夕ゆう也やは今度はチーズの代わりに豚肉の上に大葉をのせ、さらにその上に叩たたいた梅肉を塗っていった。その上にまた肉を敷き、ミルフィーユにしていく。

「大葉と梅肉……！　これは、サッパリと食べられそうです……！」

　恋れん子こも目を輝かせて夕也の手元を見つめ始めた。

　夕也は人数分の二種類の肉ミルフィーユを作り終えると、油を火にかけた。

　充分に熱くなった油に、衣をまとわせたカツを投入する。そしてカツを揚げながら、そのとなりで鍋にブイヨンやウスターソース、醤しよう油ゆ、砂糖などを入れて煮詰めていく。

「それは何に使うんですか……？　カツ丼の割り下にしては……」

　更さら紗さが首を傾かしげた。

「うん、卵ではとじないよ」

　言いながら、夕也は丼どんぶりにご飯をよそい始めた。

「兄にい様さま、大盛り！　大盛り希望ですの！」

「がう！」

「いいけど、盛りすぎるとカツが載らなくなっちゃうよ」

　夕也はご飯入りの丼に千切りキャベツを載せ、その上にサクッといい音を立ててカットされた二種類のミルフィーユカツを置いた。そこに、鍋で煮詰めていたソースをかけ、さらにその上にディスペンサーを使ってマヨネーズの細い線をジグザグに描かいた。

　キャベツの淡い黄緑の上に、きつね色に揚がった衣と、とろりと溶けたチーズのクリーム色、肉の間から顔を出す大葉の緑と梅肉の赤、そして濃いソースの茶色にマヨネーズの白いライン。

　およそカツ丼とは思えない、彩いろどり豊かな丼が完成した。それにみそ汁と、ちぎったレタスとプチトマトの簡単サラダが一緒に食卓に並ぶ。

「と、とてもカツ丼とは思えねーです……」

「……早く食べたい」

「そうだね。話は食べながらにしようよ」

「賛成ですの！」

　全員がそそくさと食卓に着き、「いただきます」と手を合わせた。

「がうっ、美お味いしい！　このソースはチーズにも合う」

「そうね。薄いお肉なのに、濃厚なチーズのおかげで全然ボリューム不足を感じないわ」

「大葉と梅肉の方は、カツなのに爽さわやかサッパリですの！」

「二種類の味があるから、全然飽きないですねー」

「確かに……。丼ものって、最後の方は飽きちゃうことが多いですけど……」

「ありがとう。まだカツはあるから、おかわりを……」

　夕ゆう也やが言い終わる前に、ゆすらと耶や宵よいの丼どんぶりが突き出された。

「速はやっ！　よく噛かまないと身体からだによくないよ？」

　夕也は席を立って、二人分の追加カツ丼を作り始めた。

「あ、そうだ。ところでさ、琴こと姉ねえ」

　ご飯にキャベツやカツを載せながら、夕也は言った。

「なあに？　夕ゆうくん」

「一つ提案があるんだけど」

「提案？　それは、もうすぐあるかもしれない帰宅しない部と武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの戦いに関することかしら？」

「うん」

「一応、聞くだけ聞いてあげるわ」

「ええと、左さ京きようさんがどういうわけか僕と戦いたがってるじゃない？」

「ええ、それはそれはご執心よ」

「土つち御み門かどさんも、恋れん子こと戦いたがってるんだよね？」

「そうね」

「だったらさ、一騎打ちのルールを設けたらどうかなって思うんだ」

「一騎打ち、ですって？」

「そう。っていっても、この名称は便宜上かな。正確な言い方をすれば『指名制対戦システム』とかになるんだろうけど……。別に一対一にこだわるつもりもないから」

「それで、具体的にはどういうものなのかしら？」

「うん、そんなに面倒なことじゃなくてさ。一騎打ちで負けたら、その後戦いには参加できない、ってだけ。その方が一騎打ちっぽいでしょ？」

　琴こと音ねは箸はしを置いて、しばし考え込んだ。

「いいの？　それって、数が少ない夕くんたちに不利なんじゃないかしら？」

「数が少ないからこそ、なんだけどね。特に、左京さんみたいな人に戦線に戻られちゃったらくたびれ損だし」

「あらあら、夕くん、左京さんに勝つ気でいるの？」

「そりゃあ、やるからにはね」

「うふふ、その身の程知らずな自信に免じて、認めてあげるわ。その一騎打ちのルール」

「ありがとう」

「お礼を言われることなのかしら？」

「さあね。ついでに、ゆすらが右う京きようさんに一騎打ちを申し込む、っていうのはどうかな。別に因縁とかはないけど」

「……がう？」

「なるほど、その辺に夕ゆうくんの狙ねらいがありそうね」

「いやいや、そんなことはないんだけどなあ」

「まあ、いいわ。右う京きようさんには話しておくわね。受けるかどうかは本人に決めてもらう、それでいいかしら？」

「うん、もちろん」

　話ながらも手をずっと動かしていた夕ゆう也やは、二人分のおかわりカツ丼を作り終えて食卓に戻ってきた。そしてゆすらと耶や宵よいに丼どんぶりを手渡して、再度席に着く。

　その様を微笑ほほえみながら見つめていた琴こと音ねに、夕也も微笑みを返した。

　が、その微笑みの水面下で、腹の探り合いが続いていることは誰だれの目にも明らかだった。
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　その日の夜中。

「おに……ねえ。ねえってば」

　いつものように、声を潜めた恋れん子こに揺すられて、夕也は目を覚ました。

「トイレ？」

「は、はい……」

「じゃあ、行こうか」

　目をこすりながら、夕也は身を起こした。

「はい。……あ、あれ？　ええと……」

「どうしたの？　みんな起きちゃうよ」

「いえ、その、あたしの携帯電話が……」

「だから、毎回トイレに携帯を持っていかなくても」

「だって、だって……気を紛らせないと怖いんですもん……」

　言いながらも、恋子はなおもゴソゴソと携帯電話を探している。

「どこかに忘れてきたんじゃないの？」

「うう、そうかもしれません……」

「とりあえず、トイレに行っちゃおうよ」

「はい……」

　夕也と恋子は、音を立てないように部室から出た。

「忘れたとしたらどこかな？」

「ええと、最後に使ったのは午前中なんで……教室かも」

「教室？　夏休みなのに、なんで教室なんかに？」

「沙さ月つきちゃんとお弁当を食べたんです。もう中庭じゃ暑いんで」

「あ、なるほど。じゃあ、トイレに行く前に寄ってみる？」

「当たり前です！　個室で気を紛らわす道具がないなんて、怖すぎます！」

　そんな会話とお互いの足音だけが響く一般教室棟の廊下を、窓から差し込んでくる月明かりだけを頼りに並んで進んでいく。

　そして、恋れん子こはおそるおそる教室のドアを開けた。

「だ、誰だれもいませんよね……？」

「そりゃいないでしょ。あ、でも、いたからこうなってるんだっけ」

　思わず苦笑した夕ゆう也やを、恋子が振り返った。

「どういう意味です？」

「いやほら、僕も携帯を教室に忘れてさ、それでゆすらに追いかけ回されて、恋子にぶつかって……それで今に至ってるわけじゃない」

「ああ、そういえばそうでした。耶や宵よいちゃんの写真がたくさん入ってたんですよね」

「それはもういいじゃない……」

「言われたくないなら、妹離れすればいいんですよ」

　イタズラっぽく言いながら、恋子はゴソゴソと机の中を探った。

「あ、ありました！」

「ホント？　よかった」

「はい！」

　嬉うれしそうに、携帯電話を手にした恋子が夕也に駆け寄ってきた。

　その瞬間、夕也の背後でドアがガタッと音を立てた。

「え？」

「ひっ!?」

　夕也は怪け訝げんな顔をして振り返っただけだったが、臆病な恋子は――、

「で、出ました――っ!?　つ、ついに学校をさまよう自殺者の霊があたしたちを殺そうと迷い出てきました――っ！　いや――っ、怖いですお兄ちゃ――んっ！」

　そう叫びながら、全身で夕也にぶつかってきた。

「えっ、ちょ、うわあ！」

　振り返っていた夕也は、完全に虚を突かれた形になった。

　そしてそんな状態で恋子のタックルを受け止めきれるわけがなく、夕也はあっさりと尻しり餅もちをついた。

　そして夕也を押し倒すことになった恋子も一緒になって折り重なるように倒れ込んで、その結果として――、

　偶然にも、恋子の柔らかい唇が夕也のそれに重なった。

「「！」」

　――や、柔らか……！

　したたかに打った背中の痛みより、恋れん子この温かさに――特に、唇に感じる温かさに、心が芯から痺しびれてしまいそうだった。

　あんな大穴を一人で掘ってしまったり、ことあるごとに鉄拳制裁が飛んできたりするから忘れがちだが、受け止めた身体からだが、特に唇に感じるその感触は、守ってあげなければと思ってしまうほどに儚はかなく、か細いように思えた。

　目を見開いたまま驚いて固まったままの恋子の顔が、みるみる真っ赤に染まっていった。

　そして唇を離すなり、

「あ、あ、あ、あんたは――ッ！　な、何やってくれてんですか――ッ！」

　と叫びながらポカポカと夕ゆう也やを叩たたき始めた。

「ちょ、ごめ……痛い痛い！　どう考えたって今のは不可抗力の事故でしょ!?」

「そんなの関係ねーですっ！　あたし、は、は、初めてだったのに！　やり直しを要求します――っ！　ファーストキスは、もっとロマンチックでムーディじゃないとダメなんです――っ！　夕ゆう陽ひが見える海岸とか！　夜景の綺き麗れいな展望台とか！」

「……ええと、そういうシチュエーションならＯＫって聞こえるんですけど……」

「ぎゃ――――ッ！　そそ、そんなわけねーです――っ」

　ぽかぽかぽかぽか。



    

  
    
      



    

  
    
      

「痛いってば！　ごめん、わかったから！　悪かったから！」

　そんなふうに騒いでいた夕ゆう也やと恋れん子こは、気づかなかった。

　廊下を走り去っていく足音にも、ドアの向こうで翻ひるがえった長い黒髪にも。
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　翌日以降も、熊の訓練や作戦の立案、相談、調整などで帰宅しない部は慌ただしかった。

　そんな中で迎えた登校日前日の早朝。

　すでに恋子やゆすらは熊やテンに命令を仕込む訓練を始めており、更さら紗さは包帯などの医療用具の準備に余念がなく、夕也も作戦に使うつもりで料理に使った後の卵の殻を加工している、そんな状況で、

「うんしょ、うんしょ！　兄にい様さま、お願いがありますの！」

　と、耶や宵よいが五キロの米の袋を重そうに持って夕也のところへやってきた。

「え、何？」

「このお米を使って、おにぎりを作ってほしいんですの！」

「うん、いいけど、何個？」

「何個って言うか、五キロで作れるだけですの！」

「え？　なんでそんなに……？」

「お願いですの！　私に考えがありますの！　学食の業務用炊飯器で炊けば、一気に全部炊けると思いますの！」

「え、う、うん。いいけど……」

　かくして、午前中まるまるかかって、夕也は言われるままに大量のおにぎりを作成した。

「うふ。助かりましたの！」

　給食かよ、とツッコミたくなるほど大きなトレイに満載のおにぎりを台車に載せて、耶宵はご機嫌で夕也の前から去って行く。

「……？」

　首を傾かしげつつも、耶宵なら一人で食べ切っちゃうかも、と夕也は一人納得したのだった。



　武道場には、今晩決行される第二次帰宅しない部追い出し作戦のために続々と武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊員たちが集まり始めていた。

　一度敗れた相手に雪せつ辱じよくを果たす日である。隊員たちの士気は高い。

　と、その武道場へ、おにぎりを大量に積んだ台車を押しながら、アイドルもかくやという可か憐れんなスマイルを振りまいて、ショートボブの少女が押しかけてきた。

「皆さん、お勤めご苦労様ですの！　差し入れですの！」

　どこから調達したのか、風紀の二文字を染め抜いたダンダラ羽織を着て、腕には「スタッフ」と書かれた腕章までしている。

「これを食べて、頑張ってくださいですの！」

　その笑顔は、無ぶ骨こつな男たちの心へと易やす々やすと入り込んでいく。

「おお、これはありがたい」

「さすが生徒会長、こんな手配までしてくださるとは」

「俺おれにも一個くれ！」

　猛も者さたちがおにぎりに群がる中、それを差し入れた少女は静かにその場を離れた。

　そして武道場の入り口でダンダラ羽織を脱ぎ捨て、手にしていた『超強力下剤』とラベリングしてある空きビンをゴミ箱に投げ込んで、ニヤリとほくそ笑んだ。



　左さ京きようが生徒会の仕事を終えて武道場に来てみると、すでに集結した隊員たちは和気藹あい々あいとおにぎりを食べていた。

「あ、隊長！　お疲れ様です！」

「生徒会長には差し入れごちそうさまでしたとお伝えください！」

「いやあ、それにしても美お味いしいおにぎりだ！　さすが琴こと音ね様が手配されるモノは、おにぎりでもひと味違う！」

「……差し入れ？　そんな話は聞いていないが」

　左京は首を傾かしげて、一秒後にハッと険しい顔をした。

「待て！　食べるな！　それは帰宅しない部の罠だ！」

　しかし、すでにおにぎりの九割は隊員たちの胃に収まった後だった。

　そして、その日の午後、武道場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化し、学校各所のトイレにはダンダラ羽織の長蛇の列ができたのだった。



　　　＊



「桜さくら江えゆすらとの一騎打ち、受けようと思うんだ」

　生徒会室で、右う京きようは琴音に言った。

「桜江さんは帰宅しない部の主力だから、右京さんが倒してくれると助かるわ。受けるからには、勝算はあるんでしょう？」

「姉さんの見立てでは、向こうの方がちょっとだけ強いんじゃないか、って話だけどね。でもまあ、腕うでっ節ぷしだけが強さを決めるわけじゃないと思うよ？」

「何か考えがあるのね？　うふふ、頼もしいわ」

「まあねー。姉さんにだって、勝てるやり方はあると思うよ。試合とかでは無理かもしれないけど」

「期待しているわよ」

　と、その瞬間、琴こと音ねの携帯電話が鳴った。

「はい、もしもし？　あら、左さ京きようさん。……え!?」

「どうかしたの？」

　琴音は電話の通話口を押さえて、不愉快そうに、

「……ええ、やられたわ。武道場に女の子が差し入れに大量のおにぎりを持ってきたそうなの。そのおにぎりに下剤が入っていたらしくて、隊員の半数以上がお腹なかを下してしまったそうよ」

「えっ!?　それってまさか、帰宅しない部の……？」

「十中八九、ね。……でも、そんなことをするのは夕ゆうくんじゃないかもしれないわね。きっと耶や宵よいちゃんの独断だわ……」

「ど、どうするの!?」

「右う京きようさんは、武道場で左京さんと合流して。状況を把握して、体調を崩した人たちを家に帰して、無事な隊員たちを再編成してちょうだい。わたくしは予定通り、帰宅しない部へ行って最後の警告をしてくるわ。ついでに、嫌味の一つも言ってくるわね」

「わかった！」

　右京が生徒会室を飛び出していく。

　ときおり運動部の喧けん噪そうが響いてくる夏休みの夕方、閉門時間まではあと一時間弱。

　琴音も席を立って、部室棟へと足を向けた。



　琴音は帰宅しない部が占拠した空き部室のドアを開けて、

「やってくれたわね」

　と耶宵を睨にらみつけた。

「いきなりどうしたの、琴こと姉ねえ」

「季節が季節ですの。食べ物も傷みやすいから気をつけないといけませんの」

　いけしゃあしゃあと、耶宵が言う。

　怒りを呑のみ込こんで、琴音は大きくため息をついた。

「まあ、いいわ」

　そう呟つぶやいて、コホン、と一つ咳せき払ばらいをして、

「警告します。閉門時間に関する校則違反に対して、生徒会は帰宅しない部に遵じゆん守しゆを要請します。もし聞き入れられなかった場合、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいを動員して強制的に下校させますから、そのつもりで」

　事実上の宣戦布告が行われた。



    

  
    
      


第五章　学園ディサイシブ・バトル



　閉門時間を告げるチャイムが鳴ると同時に、帰宅しない部も武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいも一斉に動き始めた。

　琴こと音ねが率いる武装風紀委員部隊本隊と、更さら紗さが率いる剥はく製せい＆毛皮の熊ゾンビ隊は、校舎内の事務室前で鉢合わせになった。

「やはりここを確保しに来たのね、帰宅しない部！」

　耶や宵よいの下剤作戦で激減したとはいえ、それでもまだ数的な優位は武装風紀委員部隊にある。その数に物を言わせて、事務室を押さえて守り抜く。

　それが、琴音が選んだ戦略だった。

　登校日の始業までに申請をさせなければ、夏休みが明けるまで帰宅しない部が認可されることはない。登校日の始業まで凌しのぎきれば、あとは完成した宿舎を拠点に、腰を据えて追い出し作戦を継続できる。

　そして、だからこそ、更紗も事務室を押さえに来たのだった。ここさえ押さえてしまえば、あとは恋れん子こが勝つのを信じて、五人の名前が入った申請用紙を待つだけである。

「まあ、当然よね。うふ、新規部活動の申請こそがこの戦いの鍵だもの」

　眼鏡を外し、三つ編みを解ほどき、鮮やかなルージュを引いて白衣をまとい、かつ大胆に胸元をさらした更紗は、妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「そのために、あたしたちはここに熊ヽをヽ全ヽ部ヽ投ヽ入ヽすヽるヽこヽとヽをヽ決ヽめヽたヽのヽよヽ！」

　そしてビシッと琴音を指さし、

「さあ、熊たち、やってしまいなさいっ！」

　更紗の号令に、お古グローブをはめた熊たちが突進を開始した。

「捕縛部隊、前へ！」

　琴音の鋭い声に、武装風紀委員部隊からも長い鎖を手にした隊員が何名か前に出た。

「その手は予測済みよ！」

　更紗は胸の谷間から包帯を取り出し、電光石火の早業でそれを放った。

　包帯は鎖を持った隊員たちの手に巻きつき、その自由を奪う。

「うふ、戦国時代から代々従軍医を務める我が家に伝わる御み子こ神がみ流医療術、とくと味わわせてあげるわ！」

　そして機先を制された捕縛部隊の面々は、強烈すぎる熊たちのパンチを食らって吹っ飛ばされた。

「それが医療術、ですって……？」

「そうよ。戦場での限られた物資での医療行為では、麻酔なしの処置なんてよくあることなの。暴れる患者を押さえつけるのも医師の仕事。そして、敵兵から患者を守るのも、当然医療行為の一環なのよ」

「ムチャクチャな家系ね……」

　呆あきれ気ぎ味みに、琴こと音ねが呟つぶやいた。

「大きなお世話よっ」

「とにかく！　みなさん、熊を迎え撃って！　捕縛部隊が態勢を整えるまでの時間を稼いでちょうだい！」

　琴音の指揮に従って、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが捕縛部隊を守るように陣を組んだ。

「させないわよっ！」

　更さら紗さは捕縛部隊を狙ねらって再び包帯を放ったが、身を挺ていしてカバーに入った他の隊員たちによって阻はばまれる。

「くっ」

「一番隊は前へ！　もうすぐ左さ京きようさんや右う京きようさんが一騎打ちを片付けて合流するわ！　そうなれば俄が然ぜんこちらが有利になるから、今はなんとしても踏み止とどまるのよ！」

「そう上う手まくいくかしらね！」

「あら、野生児の桜さくら江えさんはともかく、熊を一体も連れていかなかった木き滝たきさんや、武道の経験もない夕ゆうくんが一騎打ちで勝てるとでも思っているの？」

「当たり前よ！　仲間だもの、信じているわ！　一騎打ちに勝って加勢にやってくるのは、あたしの仲間たちよっ！」

　数で有利な武装風紀委員部隊と、疲れを知らない熊ゾンビ部隊。

　秋あき月つき学がく園えんが誇る二大巨乳が見まみえることになったその攻防は、一進一退のまま激しさを増していった。
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　屋上で対たい峙じして、ゆすらと右京は閉門のチャイムを聞いた。

「じゃあ、始めようか」

　ダンダラ羽織をまとった右京が、木刀を構えた。

「がう」

　ゆすらも、腰から提げた二振りのナイフの片方を抜く。

「ちょ、刃物って……！」

「……大丈夫」

　驚く右京に、ゆすらは抜いたナイフの刃を指でなぞって見せた。

「……刃は潰つぶしてある」

「あ、そうなの？」

「がう」

　ホッと胸を撫なで下おろして、右う京きようは強気な表情に戻った。

「じゃあ、ボクの方が有利だね。剣道三倍段って知ってる？　実際戦うなら、武器は攻撃範囲が広い方が有利だって話。刃物相手となるとさすがにビビっちゃうけど、そうじゃないっていうなら……」

「……何を言おうと、お前は私に勝てない」

　右京の言葉を遮って、ゆすらは言った。

「……仲間のために戦うボスは、最強で無敵だから」

　まるで、自分に言い聞かせるように。

　何ヽ度ヽもヽ脳ヽ裏ヽにヽ蘇ヽるヽ、夜ヽのヽ教ヽ室ヽでヽ見ヽてヽしヽまヽっヽたヽ光ヽ景ヽをヽ振ヽりヽ払ヽうヽよヽうヽにヽ。

「ははッ、何を言うかと思えば、そんな精神論……今時、流は行やらないよッ！」

　言うなり、右京は地面を蹴けって一気に間合いを詰め、鋭い突きを放った。

　ゆすらは眉一つ動かさず、それを横へ飛んでかわす。

「……お前に恨みはない。でも」

　グッとナイフを握る手に力を込めた。

　――この一騎打ちは、ユウが提案したもの。

　だから、ゆすらはすぐにやることを決めた。

　それが夕ゆう也やの役に立つことなら、と。

　結果としてそれが仲間のためになるにしても、ゆすらの気持ちとしては夕也に対する想おもいの方が強くなっている。

　――林間学校では迷惑をかけて、怪け我がまでさせてしまったから。

　その失態を償つぐなう機会は、今をおいて他にないのだ。

　あのとき、夕也を失いたくないと強く思った。

　――ユウと一緒にいられないのは、いやだ。

　たとえ、夕也が恋れん子ことキスをしていたとしても。

　この戦いに負ければ、夜の学校という夕也との居場所が奪われてしまう。

　それは、看かん過かできることではなかった。

　だから、ゆすらは負けるわけにはいかないのだ。

　――それに。

　ゆすらには、このナイフがある。

　夕也がくれたナイフが。

　刃のないナイフという矛盾したこの道具は、しかし、夕也の優しさを体現しているように感じられた。

　握っているだけで、夕ゆう也やが一緒にいるような気さえする。

　抜いただけで、なんだか嬉うれしくなる。

　牙きばは牙でも、母猫が子猫の首筋をくわえるときに使うような、慈愛に満ちた牙。

　――これがあるから、負けない。負けられない。負けるはずがない。

「あおおぉぉ―――――――――――――――――――――――――んッ！」

　――負けない。右の人にも、おっぱいさんにも……恋れん子こにも！

　戦いの先触れに一声吠ほえて、ゆすらは猛然と右う京きように斬きりかかった。
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　黒マントを羽織った恋子がテンの毛皮ゾンビを連れて中庭に出ると、陰おん陽みよう師じスタイルの沙さ月つきが眉を吊つり上あげて険しい表情を浮かべた。

「恋子ちゃん……熊はどうしたの？」

「あ、事務室の攻防が激戦になりそうだと言われたんで、そっちに全部投入しました」

「馬ば鹿かにしてはるの!?」

「そんなことないです」

　真面目まじめな顔で、恋子はまっすぐに沙月を見つめた。

「そもそも、熊って人を殺せちゃう動物なんですよ？　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの人たちはいつも身体からだを鍛えてる上に、受け身の取り方とかも知ってるから、なんか戦う前提で話が進んだりしてますけど、本来校内で熊に襲われるとか洒落しやれにならないニュースなんですから」

「だったら私との決闘は手を抜いてもいいって言うの!?」

「だから、そんなことないです。あたしはいつだって、本気で全力です！」

「だったら……！」

「でも、熊に友達を殴らせて怪け我がをさせるようなことは、本気とは言わねーです！」

「……！」

　恋子の言葉に、沙月がたじろいだ。ほんの少し、頬ほおが赤くなっている。

「前回は魔法勝負って前提だったから、魔法は必須でした。でも、今回は熊も魔法も使わなくたって勝負はできるんです」

「そんなの、屁へ理り屈くつやないの！」

「かもしれません。でも、さっきも言いましたけど、あたしは沙月ちゃんに怪我をさせてまで勝ちたいとは思いません」

「負けたら五人目の部員が入らないのに？」

「うーん、それはまあ、痛いですけど……でも、それはそれ、全然関係ないことです。みんなもちゃんとわかってくれました。要は勝てばいいんです！」

「魔法なしで、私に勝てると思ってはるの……!?」

「難しいのはわかってます！　でも、可能性はゼロじゃないはずです！」

　ぐっと拳こぶしを握って、恋れん子こはファイティングポーズをとった。

「あ、言っておきますけど、あたし結構腕うでっ節ぷしは強いんですよ？　日々発掘で鍛えられてますからね！」

　恋子はにいっと笑って、

「さあ、じゃあ始めましょうか！　一騎打ちを！」

　そう宣言した。
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「耶や宵よいは、危ないから部室にいてね」

　そう言われて部室に引きこもっていた耶宵だったが、閉門のチャイムを聞いてしばらく経たつと次第に落ち着かなくなってきた。

　――兄にい様さま……。

　夕ゆう也やは、一番やっかいな左さ京きようを引き受けるのだという。

　武道の経験もないのに。

　林間学校での怪け我がも、まだ治っていないのに。

　もちろん、夕也が左京とまともに戦うことを考えているとは思えない。しかし、それでも、相手が相手なだけに、不安は募るばかりだった。

　仮に左京に勝てたとしても、それで終わりではない。

　下剤おにぎり作戦の成果で、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは三分の一ほどにまで減っている。それでも、耶宵を除いてたった四人の帰宅しない部から見れば、熊ゾンビを考慮に入れたとしても、充分に多勢なのだ。

「……」

　悩んで悩んで悩み抜いて、耶宵は部室のドアノブに手をかけた。
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　前庭で夕也と左京は相あい対たいした。

「待ちわびたぞ。怪我の具合はどうだ？」

「おかげさまで、もう血も止まったし、痛みもかなり引いてるよ。準備も万端だしね」

　夕也は、いつもは着けていないウエストポーチを示しながら言った。

「それは何よりだ」

　羽織ったダンダラ羽織と頭の左側のサイドアップテールをなびかせて、左さ京きようはビシッと夕ゆう也やに木刀の切っ先を向けた。

「……嬉うれしそうだね」

「無論。この日をどれだけ待ったことか」

「あんまり期待されてもなあ」

「今さら謙遜は無用だ。貴君を倒し、首に縄を付けてでも生徒会へ連れていく！」

「はあ!?　なんで生徒会に!?」

「生徒会長殿が貴君を欲しがっているからだ」

「いや、ちょ、そんな条件は僕が提案した一騎打ちにはなかったはずだけど!?」

「そんなものは今取り決めればいい」

「そんな無む茶ちやな。それに、そういう条件って、普通は対等に結ぶものでしょ？　僕が勝ったら、左京さんは帰宅しない部に入るの？」

「む……」

　夕也に向けた木刀を下ろして、左京は考え込んだ。

「すまないが、さすがに家に帰らないわけにはいかないな。名前を貸すだけなら構わないのだが」

「それじゃあ賭けは成立しないんじゃない？　お互いの賭けるものが釣り合ってないよ」

「確かにそうだが……」

「あ、でも好都合か」

「何？」

「あ、いや。こっちからも一つ提案したいことがあったから」

「ほう？」

「この一騎打ちに関してのルールなんだけど、いいかな？」

「なるほど、条件を対等にするにはそのくらいの譲歩は必要か。もちろん、そのルールとやらの内容にもよるが」

「僕が提案したいのは、『僕と左京さんの一騎打ちが終了するまで、僕と左京さんは他の誰だれにも手出しをしてはいけない』ってルールだよ」

「何を当たり前な」

「うん、その当たり前を確認しておきたかったんだ。もしもこのルールを破った場合には、一騎打ちは反則負けになる。ってことでＯＫ？」

「ああ。無論、他の者たちにもこちらには手出しをさせない」

「あ、いや、別にそれはいいや。どうせみんな自分のやることで忙しいだろうし、他の人たちに僕らが勝手に決めたルールを押しつけるのも申し訳ないし」

「それは寛大なことだな」

「まあ、僕にとって重要なのは、左さ京きようさんが他の人に手出しができなくなるってことだけだからね」

「……なるほど、貴君の考えが読めてきたぞ。仲間に自分の剣を向けさせないためか。勝負を最大限引き延ばして、自分を戦線に加わらせないつもりだろう？」

「さて、どうでしょう」

　少しおどけて、夕ゆう也やは肩をすくめて見せた。

「自身より仲間を優先する心がけはさすがだが、貴君は少し自分を甘く見ているのではないか？　わざと勝負を長引かせようなど、そんな魂胆では」

「逆だよ。最大限に警戒しているからこそ、この条件を提示してる」

「それは光栄だ。その言葉に偽りがないことを願う」

「もちろんないよ。じゃあ、戦闘開始でいいかな」

「ああ、望むとこ――」

　左京が言い終わる前に、夕也はウエストポーチから何かを取り出し、左京に向かって投げつけた。

　反射的に、左京はそれを剣で叩たたき落とした。

　否いな、叩き落とそうとした。

　剣に触れたそれは、空中で砕け散って中に入っていた粉末を飛散させる。

「卵!?　いや、これは……！」

「ごめんね！　それじゃ！」

　夕也は身を翻ひるがえして、校舎の中へと駆け込んで行った。

「なっ、待……へくしっ！　へくしっ！」

　追いかけようとした左京だったが、動き出す前にくしゃみが止まらなくなった。

　卵の殻に入っていたのは、コショウだった。

　左京が身をもってそれに気がついたときには、すでに夕也の姿は見えなくなっていた。

「おのれ……柊木ひいらぎ夕也、やはり逃げ回って時間を稼ぐつもりか……！」

　連発したくしゃみのせいで涙が浮かんだ目で、左京は夕也が入っていった校舎を睨にらみつけた。
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　沙さ月つきに向かって、恋れん子こはまっすぐに走ってくる。

「くっ」

　沙月は迷っていた。

『熊に友達を殴らせて怪け我がをさせるようなことは、本気とは言わねーです！』

　その恋れん子この言葉が、頭の中でぐるぐると回り続けている。

　そもそも、沙さ月つきは恋子が熊を連れてこない可能性など考慮していなかった。

　だから、用意した仕掛けも薬品も、すべて熊ゾンビを対象に想定して作ったものばかりだった。それも、通常の熊より頑丈な熊ゾンビを。

　当然、威力も規模も熊の動きを封じ、熊にダメージを与え、熊を焼き尽くすために調整してある。

　それを、恋子相手に使ったらどうなるか。

　――使えるわけ、ないやないの……！

　考えるまでもない。最悪、恋子は死んでしまうだろう。運がよくても、相当の大おお怪け我がを負わせることになる。

　だが、それだけではなく、沙月は当然気づかなくてはいけないことを失念していたことに、ようやく思い至った。

　それは、熊ゾンビを相手に仕掛けを作動させたとしても、恋子が巻き込まれてしまうかもしれないということ。

　友達なのに。

　恋子は、熊に殴らせることさえ『友達に怪我をさせてはいけないから』と言っていたというのに。

　自分が勝つ確率を激減させて、それでも、友達が大事だからと。

　なのに。

　――私は……恋子ちゃんが巻き込まれて怪我をするかもしれないことより、勝つことを優先させて……。

　紛まがい物ものである以上、魔法対決で負けるのは仕方がない。

　だが、友達としても、歴然とした差を見せつけられてしまった気がした。

　――私は……。

　何がしたかったのだろう。

　どうしたかったのだろう。

　今さら、恋子に勝ったとしてどうなるのだろう。

　そんなことのために、友達を危険にさらす意味があるのだろうか。自分より、もっと勝つことに大きな意味がある恋子は、それでも勝ちより友達を選んだというのに。

「痛っ！」

　混乱する中、不意に額に痛みが走った。

　ハッと我に返れば、すぐ目の前には恋子の顔があった。

　どうやら、恋子にデコピンをされたらしい。

「どうしたんですか？　一騎打ち、するんじゃないんですか？」

　そう言って覗のぞき込こむ恋れん子この顔を見て、沙さ月つきの目からなぜか涙が溢あふれ出てきた。

「ええっ!?　ちょ、そんなに痛かったですか!?」

「そっ、そんなわけないやないの！」

　ゴシゴシと涙を拭ぬぐって、沙月はツーンとそっぽを向いた。

「もういいわ。私の負けで」

「え？　だってまだ、何もやってないじゃないですか」

「いいのよ！　私の中で、もう勝負はついたの！」

「はい？」

　狐につままれたような顔で、恋子は首を傾かしげた。

「べっ、別に、帰宅しない部に入るのもいいかなとか、そんなことを思ったわけじゃないんだからねっ」

「はあ」

「ほら、新規部活動の申請書、出しなさいよ」

「え？　でも、帰宅しない部に入りたいわけじゃないって、今……」

「負けたら入部するって約束だったでしょ！　だから、仕方ないから名前を書いてあげるって言ってるの！」

「いいんですか？」

「だって、負けたんだから仕方ないじゃない。約束くらい、守るわよ」

「まあ、それは助かりますけど」

　恋子はポケットからペンと申請用紙をガサゴソと取り出して、沙月に手渡した。

　沙月は頬ほおを真っ赤にした仏ぶつ頂ちよう面づらでそれを受け取り、ベンチの上に用紙を置いて名前を書き込もうとして、手を止めた。

「ね、ねえ、恋子ちゃん……。負け宣言をしておいてこんなことを言うのもなんだけど、ひとつ条件っていうか、お願いがあるの」

「はい？　なんです、お願いって？」

「その……」

　沙月はさらに顔を赤くして、少しモジモジして、

「……この先も、ずっと友達でいてくれる……？」

「は？」

　ぽかん、と口を開けて恋子はフリーズした。

　――うっ。

　その反応に、沙月は不安げに目を伏せた。

　友達の安全よりも勝つことばかりに逸はやっていたことが、負い目のように感じられて息苦しくなる。

　自分には、恋れん子この友達でいる資格などないのではないか。

　そのことを恋子自身の口から告げられるのではないか、と、被害妄想めいた想像ばかりが先行する。

　――うう、私は馬ば鹿かだ……。つまらない意地を張って、友達に大おお怪け我がをさせてしまうかもしれないところだったなんて……。

　嫌われても仕方がない。

　沙さ月つきがそう思った瞬間。

「沙月ちゃん、何言ってるんですか。そんなの、当たり前じゃないですか」

　恋子が屈くつ託たくのない笑顔で言った。

「え？」

「あたしたちは、ずっと友達です。会ってまだ間もないですけど、親友と言っても過言ではねーです！　だから、沙月ちゃんがいやだって言ってもあたしは友達を止やめる気なんかこれっぽっちもないんです！」

　その言葉に、沙月はまた目頭が熱くなるのを感じていた。
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　間合いが長い木刀の方が有利。

　上から目線でそう宣言した右う京きようだったが、いつしか防戦一方になってしまっていた。

　――こ、攻撃をする隙すきが見当たらないって、どうなってんの……!?

　攻撃どころか、ナイフの間合いから逃げることさえ許してもらえない。

　――姉さんの見立てでは、ボクよりちょっとだけ強いってことだったけど……これ、ちょっとどころじゃないでしょ!?

　右京とて武道経験者であり、空手、長なぎ刀なた、変わり種ではフェンシングなどとも異種戦を経験したことがある。しかし、ナイフ格闘術との対戦を経験する機会はさすがになかった。

　しかもゆすらの戦い方は完全に我流であり、武道や格闘技のセオリーを完全に無視していた。

　その上で、右京は知らないことだが、夕ゆう也やからもらったナイフのおかげでゆすらのテンションは青天井で上昇を続けている。

　見立てでは読み切れない要素が、ほぼすべて右京にとって不利な方へと回っていたのだった。

「くっ」

　この日何度目かの鍔つば迫ぜり合あいになる。

　小柄なゆすらだったが、膂りよ力りよくでは決して右京に引けをとらない。

　それを、最初の鍔迫り合いで右京は思い知らされていた。

　右京が押し負けまいと力を込めたその瞬間、ゆすらが小さく笑った気がした。

「……お前の負け」

「なっ!?」

「……お前の牙きばには、鍔がない」

　言われて、右京はハッとした。

　確かに、木刀に鍔はない。それはつまり、この状況下で手を防護できないということ。

　宣言通り、ゆすらは力を入れる方向をずらして鍔迫り合いの力の均衡を崩した。そして体をさばきながら、木刀の刃の上でナイフの潰つぶれた刃を滑らせる。

　さながらそれは、レールの上を滑ってくるに等しい。引き寄せられるように、的確に右京の指へと襲いかかる。

　――避よけきれない……ッ！

　右京は反射的に、木刀から手を離してしまっていた。

　間一髪、右京の指はナイフの刃から逃れることができた。

　が、当然木刀は右京の手を離れて、からん、と屋上の床に転がった。

　すぐさま拾おうと走り出すが、俊敏性で勝るゆすらに行く手を阻はばまれてしまった。

「……拾わせない。負けを認めろ」

　唇を噛かんだ。

　得意な剣を持っていて敵かなわなかった相手に、素手で勝てる道理はない。

「あはっ、さすがに強いね……。ボクも、こんな手は使いたくなかったんだけど」

　木刀を拾うことは諦あきらめて、右う京きようはポケットから何枚かの写真を取り出した。

「……がう？」

「ふっふっふ。この写真を学校中にばらまかれたくなかったら、まずはそのナイフを捨ててもらおうかな！」

　汗だくになって五キロものカレーと格闘している写真。必死に食べているその顔は、お世辞にも綺き麗れいとか可愛かわいいとは言えない。

　他、アルバイト中にやらかした失敗の決定的瞬間や、十八歳未満お断りすれすれな入浴中写真もあった。

　右京自身がストーキングして激写した、ゆすらの弱み写真の数々だった。どれも、厳選した変顔や大失敗などの恥ずかしい写真である。

　実力では相手が上という見立てを覆すために右京が用意した、奥の手である。

　が。

「……がう？」

　ゆすらの顔には動揺も焦りもない。

「わ、わかってるの!?　こんな写真をばらまかれたら恥ずかしいでしょ？　柊木ひいらぎ夕ゆう也やにだって嫌われちゃうかもしれないんだよ!?」

「……カレーのときはユウもその場にいた。それに、アルバイトで私がいっぱい失敗したこともユウは知ってる。何より」

　揺るぎない自信に満ちあふれた声で、堂々と胸を張って、ゆすらは言った。

「……ユウは、そんなことで人を嫌いになったりしない」

「ぐっ」

　ゆすらが、ナイフを手に右京へと歩み寄ってくる。

「……お前は降参しない？　だったら、私は降参させないといけない。早くユウのところに行かないとダメだから。できれば、恋れん子こより先に。だから、怪け我がをしない程度に――」

　――本気だ。

　ゆすらの目を見れば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　強がりでも交渉術でもない。

　ゆすらは本当に、写真をばらまかれることなど微み塵じんも恐れてはいない。

　そして、右京が「降参」を口にするまで躊ちゆう躇ちよなく痛めつけるだろう。

　――甘く見ていた……。

　信念の差だろう。

　そして、弱みを握って屈服させようなどと考えたときに、すでに勝敗は決していたのだ。

　勝機が薄いと姉が見立てたのならば、短い期間であっても、その差を埋めるべく精しよう進じんするべきだった。

　その選択をしなかった時点で、きっと右う京きようはすでに負けていたのだろう。

　がっくりと、右京は地面に膝ひざをついた。

「参ったよ。ボクの……負けだ」

「がう」

　満足げに、ゆすらはナイフを鞘さやに収めた。

　そして、次の瞬間、ぴくりと耳を動かして、

「……呼んでいる」

　と呟つぶやいた。

「え？」

「……遠とお吠ぼえは、仲間への呼びかけ」

「な、何を言ってるの……？」

「……ユウっ！」

　ゆすらは、右京の問いなど完全に無視して、屋上の手すりを乗り越えた。

「え、ちょ、ここ四階建ての……！」

　右京が止める間もなく、ゆすらは屋上から体育館裏の大きな木に向かって跳んだ。

「え―――――ッ!?」

　青ざめた顔で手すりに駆け寄った右京が目にしたのは、木の枝から枝へと猿か忍者のように飛び移って移動していく野生児の姿だった。

「あんなのに……勝てるわけないよ……」

　一人、呆ぼう然ぜんと呟いて、右京はヘナヘナとその場に座り込んだ。
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　ひたすらに、校舎内で逃げ回る夕ゆう也やを追う。

　一騎打ちを開始して以来、左さ京きようはそれしかしていなかった。

　だが、「待て」とは言わない。

　そもそも、武道の経験もない夕也が策もなしに向かってきたところで嬉うれしくもなんともない。

　――本当に時間を稼ぎたいだけなのか……？　巧みに、どこかへ誘導されているのではないだろうか……？

　例えば、罠が仕掛けられた場所に。

　闇やみ雲くもに追っていいものか、と常に警戒心が頭をよぎる。

　夕ゆう也やが左さ京きように勝つためには、直接戦う以外の手段を用いなければならない。

　そして、夕也が時間を稼ぐことしか考えていないとは、左京にはどうしても思えなかったのだ。

　――きっと、何か勝つための手段を用意しているはず。

　そう考えれば、もっとも可能性が高いのが罠に頼ることだ。

　常に、罠には警戒しなければならない。

　だが、だからといって追わないわけにはいかなかった。一度見失ってしまえば、夕也はどこかへ身を潜めてしまうかもしれない。

　そうなれば、時間を稼ぎたい夕也の思うツボのようにも思える。

　――こうも迷わされている時点で、貴君の術中にはまっているということか。

　左京は口元に笑みを浮かべた。

　手て練だれの剣士と戦うのとはひと味違う緊張感がある。

　――どちらだ？　時間を稼がせまいと全力で追うべきか、罠を警戒して慎重に行くべきか……。

　ぐん、と左京は走る速度を上げた。

　――迷い続けることこそ、下の下。罠ならば、罠ごと食い破るのみ！

「くっ！」

　左京が差を詰め始めたことに気づいた夕也が、ウエストポーチから再び卵を取り出した。そして、それを投げる。

「そう何度も同じ手を……」

　しかし、投げ損ねたのか、卵は左京の足下で砕け散った。

　――走りながら、しかも焦って投げればそんなものか。

　が、そう思った瞬間、ズルリと足下が滑った。

「なっ!?」

　左京は咄とつ嗟さに受け身を取ったが、それでも転倒は避けられなかった。

　廊下の床を見やると、そこには割れた卵の殻と、何やら液体が小さな水たまりを作っていた。

「いたた。おのれ、油……だと!?」

　卵手投げ弾は、コショウだけではなかった。

　――やってくれる。

「ごめんっ、大丈夫!?　そんなに見事に転ぶとは思わなかったから……」

　足を止めてそう振り返った夕也が驚いて、次に頬ほおを赤く染めた。

「……？」

　その視線を追って、左さ京きようは顔を夕ゆう也やより真っ赤にして、慌てて足を閉じた。

　そして、今日自分がどんなパンツをはいてきたのかを思い出して、さらに顔を赤くした。

「ちっ、違うのだ！　これはその、は、始めて優勝したときにこういう柄をはいていたので、大事な勝負の日には験げんを担ぐために……」

「あ、なるほど、それでそんな可愛かわいらしい柄……」

　言いかけて、夕也の顔がハッとなった。そして、

「いやその、見ちゃったのは偶然で事故なんだ！　ホントにごめん！」

　そう言いながら、くるりと背を向けて逃走を再開する。

「あっ」

　それでようやく、左京も自分のやるべきことを思い出した。

「待て、柊木ひいらぎ夕也！　そこへ直れッ！」

「だから、ごめんなさいって言ってるじゃない！」

　左京が体勢を立て直している間に、夕也は窓を開けてそこから外へと飛び出していった。

「逃がすかッ」

　左京も同じ窓から外に出て、全速力での追跡を再開した。

　――地面であれアスファルトであれ、屋外では油は使えまい！

　他の卵手投げ弾がないとは言い切れないが、コショウだけなら対応も容易たやすい。



    

  
    
      



    

  
    
      

　――ならば、ここで決着を付けるッ！

　一歩ごとに、着実に距離が詰まっていく。

「げっ！　まずっ」

　夕ゆう也やも肩越しに追いかける左さ京きようを見て速度を上げるが、それでも差は縮まっていく一方だった。

「くっそおおおおお―――――っ！」

　夕ヽ也ヽはヽ雄ヽ叫ヽびヽのヽよヽうヽなヽ声ヽをヽ上ヽげヽなヽがヽらヽ必死に走るが、体育祭のときのような速度も気迫も発揮されなかった。

　――何があのときと違うのかは知らないが……、この一撃でっ！

　走りながら、左京は片手で持っていた木刀を両手で握り直した。

　もうすぐ。

　あと少しで、夕也が剣の間合いに入る。

「もらったッ！」

　が、まさに左京が剣を振るおうとしたその瞬間。

「あおおぉぉ―――――――――――――――――――――――――んッ！」

　近くの立木の枝から降ってきた何かが、左京に襲いかかってきた。

「何ッ!?」

　虚を突かれながらも、左京は反射神経だけで辛うじてその何者かの斬ざん撃げきを木刀で受け止めた。

　が、当然足は止まってしまった。

　――くっ、これでは柊木ひいらぎ夕也を見失ってしまう……！

　慌てて追っていた獲物に目をやると、しかし、夕也も足を止め、校舎の壁に手をついてゼエゼエと乱れた息を整えていた。

　その夕也を庇かばうように、頭上からの襲撃者――桜さくら江えゆすらが立ち塞ふさがる。

「退どいてもらおう。これは一騎打ちだ」

「……がるる」

　しかし、ゆすらに退く気が一切ないことは明白だった。

「……ユウは私が守る」

　言うなり、ゆすらは左京に向かって斬きりかかってきた。

「相手が違うだろう！　貴君は右う京きようと戦っていたのではないのか!?」

　問いながら、ナイフによる一撃を弾はじく。

「……守る。今度は、私が！」

　強い意志を宿した鋭いゆすらの視線が、左京を射貫く。

　――なんという気迫……！　これは……右京は負けたか……。

　スポーツにせよ武道にせよ、テンションや気合いが実力差をひっくり返すことは珍しくない。長く剣道をやっている左さ京きようは、そのことを身をもって知っていた。まして、ゆすらは右う京きようより格上だったのだ。

　――そういえば、彼女は林間学校で柊木ひいらぎ夕ゆう也やに助けられたのだったか。

　気迫の理由を悟り、左京はゆすらに向かって油断なく剣を構え直した。

　――格下と侮れば、負ける……！

　ゆすらが放つ気迫は、左京にそう思わせるほどに強いものだった。

「左京さん、言っておくけど」

　まだ整いきっていない息で、夕也が言った。

「僕らの決着がついていない以上、ゆすらに手を出したら反則負けだよ」

「うっ」

　左京は唇を噛かんだ。

　確かに、そういう取り決めをした。

「し、しかし、一騎打ちに無ぶ粋すいな介入をしたのは彼女の方だ！」

「僕らの取り決めでは、他者が僕らに攻撃するのは構わないことになっていたよね？」

「うっ……！　だ、だが、一騎打ちと言うからには……」

「あれ、琴こと姉ねえにはちゃんと言ったんだけどな。一騎打ちというのはあくまで便宜上の名称で、正確には指名対戦制とでもいうべきものだって」

「ううっ、た、確かに生徒会長殿もそう言っていたが……」

　――この気迫に満ちた桜さくら江えゆすらに手出しをせず、柊木夕也のみを狙ねらわなければならないというのか……!?

　と、そこへ、

「兄にい様さま――っ！」

　耶や宵よいが駆けてきた。

「やっと見つけましたの！」

「耶宵！　危ないから部室に居てって言ったのに……！」

「兄様が身体からだを張って戦っているというのに、黙って隠れているなんてできませんの！」

　そして、耶宵までが夕也の前に立って通せんぼをするように両手を広げた。

「兄様には指一本触れさせませんの！」

　さらに、

「あれ、耶宵ちゃんまで来てたんですか!?」

　恋れん子こまでが駆けつけてくる。

「あ、恋子、首尾は？」

「あ、はい、なんかよくわかりませんけど、沙さ月つきちゃんが負けを認めてくれました」

「ホントに!?　じゃあ、五人目の署名は……」

「はい、バッチリです！」

　恋れん子こはグッとガッツポーズをしてみせる。

　その恋子と一緒にやってきた沙さ月つきは、バツが悪そうにそっぽを向いた。

「あんたこそ、もう負けちゃったりしてないでしょうね!?」

「うん、かなり際どかったけど、ゆすらが間に合ってくれたよ」

「がう」

「そうですか。じゃあ、あたしも壁役で参戦ですね！」

　そのやりとりを聞いて、左さ京きようはハッとした。

「ま、まさか貴君、最初からこれを狙ねらっていたのか……!?」

「え？　うん。さすがに達人の左京さんでも、攻撃してはいけない相手に守られた僕を倒すのは至し難なんの業わざでしょ？　ええと、ゆすらも一騎打ちには勝ったんだよね？」

「がう」

　ゆすらがうなずいた。

「じゃあ、ゆすらが戦闘に参加するのもルール違反じゃないね」

「むむ……」

　確かに、夕ゆう也やは自身が提示して左京や琴こと音ねが承諾したルールを何一つ破っていない。

　果たして、打開する術すべはあるのだろうか、と左京は絶望的な気分で頭を回転させた。

　いつになく気力が高まっているゆすらの攻撃を凌しのぎつつ、恋子と耶や宵よいに守られた夕也だけを攻撃する。

　夕也以外を攻撃してしまえば負け、ゆすらの攻撃に屈しても負け。

　――打開策など……。

「柊木ひいらぎ夕也、一つ訊ききたい」

「何？」

「貴君は、もし仲間が負けたら、とは考えなかったのか？　もし帰宅しない部の誰だれかが負けていれば、この策は机き上じようの空論で終わる」

「まあ、もともと無む茶ちやな戦いだしね。そのくらいの冒険は必要でしょ。それに……」

「それに？」

「作戦を立てるってことは、味方を信じるってことと同義だと思うよ」

　そう言った夕也の目に、左京は揺るぎない何かを確かに見た気がした。

　――なんという結束か……。

　左京は構えを解き、夕也たちの目の前に木刀を放ほうった。

「自分の負けだ」

「ごめんね。なんか騙だますみたいなやり方で」

「いや、そもそもそういう戦いなのだ、謝罪など必要ない。ルールの範囲内で知恵を絞ったのなら、正々堂々戦ったということだ。むしろ、誇ってほしい」

「じゃあ、お言葉に甘えて誇らせてもらうことにするよ。……まあ、ルールの範囲内でというより、作戦に沿ってルールを作ったんだけどね」

「……なるほど。生徒会長殿に一騎打ちのルールを申し出たときから、我々は貴君の掌てのひらの上で踊らされていたというわけか」

「そういう言い方をしちゃうと大おお袈げ裟さだけどね。じゃあ、これ」

　夕ゆう也やはポケットからペンを取り出して左さ京きように差し出した。

「ペンなんてどうするんです？」

　訊きいた恋れん子こに、夕也は笑って、

「いや、左京さんも帰宅しない部に入ってくれるんだって」

「「「え!?」」」

　恋子と耶や宵よいと沙さ月つきの声が綺き麗れいに重なった。

「がう？」

　ゆすらが首を傾かしげ、

「……ッ」

　左京は恥ずかしさと悔しさが入り混じった様な表情でうつむいた。

「左京さんが勝ったら僕が生徒会に入る。僕が勝ったら左京さんが帰宅しない部に入る。そういう約束だったよね？」

　にこやかに笑って、夕也は言ったのだった。



　　　＊



　事務室前の攻防が繰り広げられているところへ、一騎打ち組が揃そろってやってきた。

　熊と直接対たい峙じしている武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんたち以外の注目が、夕也たちに集中する。

「やっと戻ってきたわね」

　琴こと音ねが微笑ほほえんだ。

「待ちくたびれたわよ」

　更さら紗さも、笑顔で言う。

　どちらも、自分の仲間が勝ったことを疑っていない顔だった。

　右う京きようが、琴音から気まずそうに目を逸そらした。

　沙月は最初から琴音と目を合わせようとさえしなかった。

「……申し訳ありません」

　絞り出すように、左京が言った。

「まさか……」

　琴こと音ねが絶句する。

　対照的に、更さら紗さの笑顔がますます明るくなった。

「え、っていうことは、もしかして……全勝かしら？」

　夕ゆう也やがうなずき、恋れん子こがサムズアップし、ゆすらが「がう！」と答えた。

「あはははっ、ほら見なさい！」

　更紗が琴音に向かって豊かすぎる胸を張った。

「あたしの言った通りになったじゃない！」

「おまけに左さ京きようさんまで入部してくれるんだってさ。ほら」

　夕也は、五ヽ人ヽ目ヽにヽ志ヽ々ヽ谷ヽ左ヽ京ヽのヽ署ヽ名ヽがヽ入ヽっヽたヽ新ヽ規ヽ部ヽ活ヽ動ヽ申ヽ請ヽ用ヽ紙ヽを広げて掲げて見せた。

「バカな……！」

「あの堅物で有名な隊長が、あんなふにゃけた一団に……!?」

　動揺が武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの隊員たちに広がっていく。

「左京さん、本当なの？」

　琴音の問いに、左京は深くうつむいて、

「……申し訳ありません」

　と、絞り出すように言った。

「姉さんさ、どうやら、負けた方が勝った方の団体に入る、って一騎打ちの前に約束しちゃったらしいんだ」

　武装風紀委員部隊の動揺は、さらに深さを増して広がっていく。

「さあ、あとはこの用紙を提出すれば僕らの勝ちだ！」

　わざとらしく見せつけるように用紙を握った手を振り上げて、夕也が叫んだ。

「ま、負けるのか……俺おれたちが……」

「くっ、夜が明けるまでひたすら熊と戦い続けろって……」

「せめて、隊長たちが共に戦ってくれれば……」

　夕也の一言が引き金になって、武装風紀委員部隊の動揺がピークに達する。互角に押し合っていたはずの戦線が、熊ゾンビ隊によって押され始めた。

　が、その瞬間。

「うろたえるなッ！」

　左京が大音声で武装風紀委員部隊の強こわ面もてたちを怒鳴りつけた。

「帰宅しない部を設立させなければ、潰つぶしてしまえば入部も何もない！　無ぶ様ざまに負けた自分に言う資格はないが、ここが踏ん張りどころだろうッ！」

　その一いつ喝かつに、どよめきがピタリと止やむ。

「そうよ、わたくしたちは負けられないのよ！　左京さんを帰宅しない部から取り返すためにも！」

　琴こと音ねの言葉に、

「そうだ、帰宅しない部さえ潰つぶしてしまえば……」

「隊長をあんなふざけた部に入れておくなど……！」

「隊長、今お助けします！」

　などという声があちこちから上がり始め、最終的には「うおおおおお――っ！」と鬨ときの声が巻き起こった。

「あ、あれ？　なんか雰囲気が元に戻ったっていうか、逆に気合い入っちゃいましたよ!?」

　狼ろう狽ばいする恋れん子こに、右う京きようはふふんと笑って、

「こう見えて、姉さん人望あるんだよ。剣道部では厳しい厳しい鬼部長だけど、厳しいだけじゃなくて面倒見もいいから。剣道部名物のしごきから脱落しなかった部員は、みんな姉さんに鍛えてもらって強くなれたって思ってるしね」

「ええと、別に掛け持ちで全然構わないんだけどなあ」

　夕ゆう也やは困り顔で呟つぶやいた。

「そんな言葉、もう誰だれも耳を貸さないと思うけどねー、ボクは」

「遺憾ながら、僕もそう思う」

「兄にい様さま、そんなことを言ってる場合じゃありませんの！」

「うん。でも、僕らも規定人数を揃そろえて王手をかけてるんだ。あとは、事務室にこれを朝のうちに提出しさえすればいいんだから！」

「がう！」

「そうよ。あたしたちは全員集合、向こうは援軍なしだもの！　こっちの方が士気は高いはずよ！」

「すまないが、夕也。事務室には簡単には入れないぞ」

　そう言いながら、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの後ろに姿を現したのは、夕也も予想していない人物だった。

「お前が事前にこっそり開けておいた窓の鍵は、全部しっかり施錠させてもらった。もちろん、入り口のドアも。そして、鍵とマスターキーはとある場所に隠してきた」

「雅まさ紀き……、どうしてここに……？」

　申し訳なさそうにうつむいて、雅紀はクイッと眼鏡を指で押し上げた。

「本当にすまない。俺おれも、お前を裏切るなんてイヤだったんだが……それでも、ゆずれないものがあるんだ！」

「あー、うん、だろうね。なんとなく経緯は想像がつくよ……」

　雅紀のロリ好きは筋すじ金がね入いりである。たぶん、前世の前世くらいからだろうし、きっと来世もその業ごうから逃れられないだろう、と夕也は思う。

　その雅まさ紀きがようやく巡り会えた、お付き合いしても社会的に許されるロリっ娘こが沙さ月つきなのだ。

　そして、その沙月が少し前までは生徒会サイドにいた。

　味方するなら林間学校で沙月と同じ班に、とか持ちかけられれば尻尾しつぽを振らないわけにはいかないだろう。

　らしいなあ、と苦笑する夕ゆう也やの脇で、恋れん子こは深くため息をついた。

「大丈夫、恨みはしないよ」

「すまない」

「まあ、お目当ての沙月ちゃんは、もう帰宅しない部に入っちゃいましたけどね」

「ちょ、お目当てとかそれを大っぴらに言うのは人道的に色々と問題が……って、話が違うじゃないか―――――っ!?」

　ショックを受けてのけぞる雅紀を、沙月は冷ややかな目で一いち瞥べつして、

「そんなことのために友達を裏切るなんて、最低だわ」

　と吐き捨てるように言った。

　その凍りつきそうなほどの冷淡な態度に、雅紀は両手両りよう膝ひざを床について絶望の奈な落らくへと墜おちていった。もはやハンサムな優等生の威厳は微み塵じんもない。

「ああ、何もそんなにハッキリ言わなくても……」

　同情する夕也だったが、

「何言ってるんです、自業自得じゃないですか」

「がう」

「離間の計に応じた人の末路ね。味方の計略の結果とはいえ、わたくしも木き滝たきさんに同感だわ」

「そうですの。兄にい様さまを裏切るなんて、愚かにもほどがありますの」

「確かに、弁護の余地はないわねえ」

　女の子たちはこぞって容赦がなかった。

「そんなことより、あのドアの鍵、耶や宵よいちゃん開けられるんじゃないですか？」

「ヘアピン一本あれば余裕ですの」

「え、なんで耶宵がそんなことできるの!?」

　ハッとして少し困りつつ、耶宵は、

「ええと……、その、私、手先が器用ですの！」

「ああ、なるほど、さすが耶宵」

「なんであっさり納得してるんですか。あんたはもう少し妹を疑うことを覚えた方がいいです……」

　そんなやりとりに、琴こと音ねは、

「聞いての通りよ！　鍵を開けさせたら後がないわ！　熊を牽けん制せいしつつ、鍵を開ける余裕を与えないように絶え間なく攻撃を続けるのよ！」

　その号令に、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいが突撃を再開する。

　さすがに乱戦状態になってしまっては、耶や宵よいも鍵開けに集中することができない。

「ここからは総力戦だね……！　みんな、あと一踏ん張りだ！」

「がう！」

「やってやりますよ！　ふふふ、ネクロマンサーの超絶魔力、ついに解き放つときが来てしまったようですね……！」

「なんとしても鍵を開けてみせますの！」

「うふ、仲間が揃そろったここからが本番よ！」

　気合いを入れ直して、帰宅しない部の面々も熊のゾンビたちを軸に、武装風紀委員の突撃を迎え撃つ。

　まともに戦えるゆすらと更さら紗さが捕縛部隊の牽制にあたり、夕ゆう也やがコショウ手投げ弾や油手投げ弾を投げ込んで攪かく乱らんし、恋れん子こはどこから持ってきたのか竹たけ箒ぼうきで熊と熊の間から敵をつついている。耶宵は鍵を開けるチャンスを虎こ視し眈たん々たんと窺うかがう。

　そして、戦闘に参加する権利を失った負け組の左さ京きよう、右う京きよう、沙さ月つきの三人は隅っこの方で、

「そこだ！　そのまま押し込め！」

「おー、敵さんも必死だねー。みんな頑張れー」

「……ふん」

　などと観戦に明け暮れるのだった。



　双方譲れないものを抱えた戦いは一進一退で続き、やがて夜が白み、一般生徒や教職員がやってくる時間になっても終わる気配を見せなかった。

　そして、チャイムの音が響き渡った。

「始業のチャイムよ！」

　高らかに、琴こと音ねが叫んだ。

　武装風紀委員部隊から歓声が上がる。

「事務室は守り切ったわ！　うふふ、わたくしたちの勝ちね、夕ゆうくん」

　夕也は大きく一つため息をついて、

「さあ、ホームルームが始まっちゃう。教室に行こう」

　と仲間たちに声をかけた。

「……がう」

「そうですね……」

「ごめんなさい、兄にい様さま。鍵、開けられませんでしたの……」

「小娘は悪くないわよ」

　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの歓声が止やまない中、すごすごと夕ゆう也やたちはそれぞれの教室へと疲れた足を引きずっていく。

　こうして、後のちに学校史には『第二次帰宅しない部追い出し作戦・事務室前の戦い』と記される激戦は幕を下ろしたのだった。



    

  
    
      


エピローグ



　登校日の放課後。

　琴こと音ねが生徒会室に入ると、すでに左さ京きようが席について物思いにふけっていた。

「あら、早いわね、左京さん。考えごと？」

「はい。今日、ずっと気になっているのですが……」

　琴音は目で話の先を促しながら、自分の席に座った。

「帰宅しない部のことです。チャイムが鳴った後の引き際が、呆あつ気けなさ過ぎる気がしてならないのです。自分の知っている帰宅しない部は、もっと諦あきらめが悪いというか、最後の最後まで悪あがきをやめない連中です」

「そうね。でも、あの局面で彼らにできることは何もなかったと思うわ」

「そうかもしれませんが……」

「いずれにしても、今日中に新規部活動の申請を出したとしても、受理されるのは夏休みが明けてから。それまでに帰宅しない部を追い出して解散に追い込めば、それですべてが終わりでしょう？」

「……はい」

　それでも、何かが引っかかる、という顔の左さ京きように、琴こと音ねは、

「もしかして、残念だったりするのかしら？　まだ戦いたかったとか、あるいは――本当は帰宅しない部に入りたかったとか？」

「い、いえ、そのようなことは……！　ただ、何か見落としているような気がしてならないのです……」

　と、廊下からバタバタと走る大きな足音が聞こえてきた。

　そしてその足音はどんどん近づいてきて、ガラッと生徒会室のドアが乱暴に開かれた。

「会長！　姉さん！　大変だよ！　ちょっと来て！」

　ドアを開けたのは、血相を変えた右う京きようだった。

「騒々しいぞ、右京」

「何が大変なのかしら？」

「いいから、早く来てってば！」

　右京は琴音と左京の手を取って無む理り矢や理り立たせると、そのまま引っ張って生徒会室を出て、事務室の前までやってきた。

　事務室の前、廊下の壁にある掲示板のところには、人だかりができはじめていた。

「これはなんの騒ぎなの？」

　琴音の声に、騒がしかった人だかりがピタリと静かになった。

　そして、琴音の前の人が割れていく。

　見通しが利くようになった掲示板には、新しい通達事項が張り出されていた。

　そこには――

『帰宅しない部を正式な部活動として認可する』

　ハッキリと、そう書かれていた。

「な……」

　琴音が絶句して息を呑のむ。

　同様に、左京も驚きよう愕がくに目を見開いたまま固まっていた。

　そこへ、夕ゆう也やとゆすらと更さら紗さ（三つ編み眼鏡）と雅まさ紀きが連れ立ってやってきた。

　また、別の方向から恋れん子こと沙さ月つきもやってくる。

「ああ、無事に受理されたみたいだね。よかった」

「がう！」

「やりましたね……」

「ふはははは、これであたしの世界征服計画も一歩実現に近づきました！」

「いったい、それは何万歩中の一歩なのよ……」

　沙月が呆あきれ気ぎ味みに笑って肩をすくめた。そしてすぐに雅紀に対して氷のまなざしを向けた。

「っていうか、貴方あなたはなんなの？　なんでいるの？　裏切った相手にすぐすり寄るとか、プライドはないの？」

　雅まさ紀きは狼ろう狽ばいしながら、

「ち、違うんだ、土つち御み門かどさん。あれには色々事情が……」

「言い訳なんて、やっぱりサイテーだわ」

「うぐっ」

「まあまあ、沙さ月つきちゃんだって一度は生徒会側についたりしたじゃないですか」

「私の場合とは全然違うやないの！　あんなサイテーの人と一緒にしないで！」

　雅紀の恋路は多難すぎるようだった。

「そんなことより、夕ゆうくん、これはどういうことなの？」

　琴こと音ねが夕ゆう也やに詰め寄った。

　その後ろで、左さ京きようは、

「そうか……！」

　と言いながら、弾はじかれたように夕也を見やった。

「ずっと引っかかっていたのは、自分が署名した申請用紙のことだ！　あの用紙には、土御門沙月嬢の名前がなかった……！　自分と柊木ひいらぎ夕也の勝負が終わる前に署名していたはずなのに！」

「あ、うん、左京さんに署名してもらったの、予備の用紙だったからね」

　こともなげに、夕也は言った。

「左京さんに署名してもらってる頃ころには、本命の用紙はもう事務室に向かっていたよ」

「いや、ちょっと待て、夕也」

　沙月の冷たい言葉から立ち直って、雅紀が眼鏡の位置を指でクイッと直した。

「窓もドアも、鍵は俺おれがキッチリ閉めて回った。何度も確認したんだぞ？　どうやって用紙を提出したんだ？」

「窓やドアの鍵は閉めたみたいだけど、通気口のフタは見てないでしょ。中からちょっと押せば外れるくらいに緩めてあったんだけど」

「通気口って……あんなところ、人が通れるようなサイズじゃ……」

「……わかったわ。テンね？」

　悔しそうに、琴音が絞り出すような声で言った。

「思い返せば、わたくしは戦いの最中に一度もテンの毛皮のゾンビを見ていないわ」

「正解。あくまで、左京さんが署名してくれたのは僕らにとっては想定外のことだった。最初から、恋れん子こが土御門さんの署名をもらったら、その時点で申請用紙をテンにくわえさせて、通気ダクトを通って事務室に持って行かせる手はずになっていたんだ」

「ゆすら先輩は熊だけじゃなくて、テンとも意思の疎通はできますからねー。何度も根気よく言い聞かせながら練習を繰り返して、ダクトを通って提出場所に用紙を置いてこられるように仕込んだんですよ！」

「ちょっと待ってよ！　じゃあ、なんでキミたちは事務室前でずっと戦ってたの!?　それが本当なら、帰宅しない部にとっては事務室前の廊下なんて制圧する意味はゼロじゃないか！」

「実はそうでもなくてさ。ダクトを通るとき、結構音を立てちゃうことが練習するうちに判明してね。特にこの辺で」

　言いながら、夕ゆう也やは天井を指さした。

「そこで、貴君は陽動作戦のために、ここで戦い続けたのか」

「うん。戦いの騒音があればテンが立てる音をごまかせるだろうし、何より、事務室に入るために戦ってる以上、まさかもう中に申請用紙があるとは思わないでしょ？」

「当たり前だ。が、さすがと言うべきなのか……」

「それに、僕らが帰っちゃったら、さすがにおかしいと思うよね？　それで事務室の中を調べられちゃったら申請用紙が見つかっちゃうし」

「つまり、夕ゆうくんたちがここで戦い続けた目的は、音を立てることと、わたくしたちを廊下に張り付けておくことだったのね」

「まあね。それにしても、左さ京きようさんの署名を手に入れられたのはラッキーだったよね。琴こと姉ねえも含めて、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいの人たちの目を引くことができたから」

　ふう、と琴こと音ねは大きくため息をついた。

「完敗だわ。まあ、こうして受理されてしまった以上は、経緯はどうであれ、負けを認めざるを得ないんだけれど」

「やりましたよ、ゆすら先輩！　生徒会長に負けを認めさせました！　これは空前絶後の完全勝利ですよ！」

「がう！」

「言われたい放題ね……。でもまあ、仕方ないわ。かくなる上は、わたくしも帰宅しない部に入部するしかないみたいね」

「「「「「はあっ!?」」」」」

　夕也と恋れん子こと沙さ月つきと左京と右う京きようが揃そろって声を上げた。

　周辺にいた生徒たちも驚きよう愕がくの表情を浮かべる者ばかりだった。

　ただ一人の例外であるゆすらが、琴音の制服の裾すそをちょん、と引っ張った。

「……おっぱいさんも仲間になる？」

「ええ。こうなった以上、みんなが羽目を外しすぎないようにわたくしが見張るしかないものね？」

「なんでそうなるんですかっ！　言ってる意味がわからねーです！」

「そうだよ！　だいたい、会長、生徒会の仕事はどうするのさ！」

「あら、掛け持ちで充分こなせるわ。今までもやれてたし、これからは左さ京きようさんも帰宅しない部の一員としてサポートしてくれるもの」

「……あ。確かに、こうして帰宅しない部が設立された以上、自分も入部しないわけにはいかなくなってしまった……」

「今日の朝まで敵対していたのに……。もうメチャクチャだわ」

　沙さ月つきが頭を抱えた。

「うーん、でもまあ、今までとそんなに変わらないような気もするね。琴こと姉ねえは毎日のようにご飯を食べに来てたし」

「……おっぱいさんはいい人。敵じゃなくなったら、もっといい人」

「そういう問題じゃねーですっ」

　とにもかくにも、こうして武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいと帰宅しない部の戦いは、本当に終結を迎えた。



　部長、桜さくら江えゆすら。

　副部長、柊木ひいらぎ夕ゆう也や。

　部員、御み子こ神がみ更さら紗さ、木き滝たき恋れん子こ、秋あき月つき琴こと音ね、土つち御み門かど沙月、志し々し谷や左京。

　外部部員、柊木耶や宵よい。

　以上のメンバーで、八月一二日、帰宅しない部は正式な部活動として認可され、発足したのだった。



　　　＊



　閉門後。

　女の子たちは更衣室に併設されたシャワールームでシャワーを浴びていた。

「……なぜ自分まで」

「あら、左京さんだって帰宅しない部の一員でしょう？　それに、剣道部で汗だってかいているでしょうし」

「それはそうですが」

「……仲間みんなでシャワーは当たり前。ユウも来ればいいのに」

「冗談はやめてほしいわ」

「冗談ではない！」

「冗談じゃないわよ！」

　更紗と左京と沙月が異口同音に叫んだ。

「あらあら、別にいいじゃない」

「そうですの。でも、一緒でいいのは妹の私限定ですの」

「……この二人とゆすら先輩の場合、冗談じゃ済まないからタチが悪いです……」

　いつものように背後からゆすらの髪を洗ってあげながら、恋れん子こがため息をついた。

「……そんなことより」

　ゆすらは髪を洗われながら、となりの個室の左さ京きようへと顔を向けた。

「……左の人。正々堂々は何？」

「む？　正々堂々？」

「がう。左の人は、ユウとの戦いの後で言ってた」

「確かにそんなことを言ったかもしれないが……。ふうむ、改めて何かと訊きかれると説明に困るな。己に恥じることがないよう、誇りを持って物事に当たることではないだろうか。特に相手があることならば、自分も相手もすべての力を発揮できるよう計らうべきかもしれない」

「……がう」

　ゆすらはしばし考え込んで、意を決したように、

「……恋子」

　と自分の髪を洗ってくれている恋子に呼びかけた。

「なんです？」

「……私は、ユウが好き」

「はあっ!?」

　固まったように、ゆすらの頭の上で恋子の手が動きを止めた。

「な、ななな、なんでいきなりそんなことを言い出すんですか!?　あ、いつものアレですね！　群れの仲間として好きっていう……」

「……違う」

　ハッキリと、ゆすらは言った。

　その言葉に、恋子のみならず何人かが息を呑のんだ。

「……私は、ユウとずっと一緒にいたい。ユウと離れたくない。だから、ユウと番つがいになりたい。そういう好き」

　それは、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの戦いの後、ゆすらがずっと考え続けて出した結論だった。

　ドキドキにはまだ慣れないし怖いが、夕ゆう也やを失う方がもっと怖い。

　ならば、ずっと一緒にいられるようになればいい。

　――番いになれば、ずっと一緒。

　ずっと。いつまでも。

　そして、ゆすらはくるりと振り返ってまっすぐに恋子の目を見つめた。

「……だから、正々堂々？　とハッキリ宣言した」

　ゆすらは恋れん子こに対して言ったつもりだったのだろう。

　しかし、それが他の何名かに対しても宣戦布告となったであろうことは、誰だれの目にも明らかだった。

「あ、あたしは……」

　当事者たちが静かに闘志を燃やし、それ以外の者が固かた唾ずを呑のんで成り行きを見守る中、恋子はそっとなぞるように自分の唇に触れた。

　あのときの感触を思い返すように。

　そして――

「……あたし……だって………………あたしだって！　ずっと前から、お兄ちゃんのことが好きなんです！」

　ついに、ハッキリとその言葉を口にしたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　いよいよ夏休みですね（発売日現在）！　海も山もいいけど、ゲーム三昧の毎日なんてのもオツなものです。あ、そういえば八月には帰宅しない部のゲームも出ますよ！　『この部室は帰宅しない部が占拠しました。ぽーたぶる学園サマー・ウォーズ編』、夏のお供にいかがでしょうか。

　どうも、ＣＭが長くなってしまいました、おかざきです。

　さて、ゲームもいいけどマンガもね！

　今このあとがきを書いている時点では情報公開もされていないのですが、帰宅しない部はめでたくマンガ化の運びとなりました！

　ひゃっほう！

　これもゲーム化のたまものです！

　なんか色々順番があべこべになってる気がしますが、メディアミックス展開が多いのは良いいことです。ありがたいことです。

　その分仕事も増えるけど、気にしません。それでよりたくさんの人に帰宅しない部を楽しんで頂けるのであれば、これはもうラノベ作家としては本望です。

　今、なんかすごくかっこいいこと言った！

　とはいっても、マンガの方はゲームほどがっつり何かをやった感じではありません。ネームとか見せてもらってチェックはしましたけど、ほぼそれだけです。なので、一読者として楽しめそうなので、今からワクワクしています。

　それにしても。

　ネームを見ただけでも、マンガと小説では表現方法や演出がえらく違うものだなあ、と実感しました。いや、知っていたつもりでしたけど、自分の書いた話をマンガにして頂くとそれがよくわかります。

　たとえば『コマの後ろの方で、話と関係なくプリンをぷるぷるさせてるゆすら』とか、小説だとなかなか効果的にはやれない演出です。ネームでこれを見たときに、「ああ、いいなあこういうことができて。やっぱマンガすげえ」と思ったものでした。

　もちろん、小説だからこそできることだってあるとは思いますが。

　いや、あるんですよ、ホントに！　叙述トリックとか。

　……それを帰宅しない部で使っているかどうかは別の話ですが。

　では、謝辞を。

　今回も美麗なイラストを描かいてくださったのみならず、ドラマＣＤやゲームのお仕事もたくさんしてくださいましたぺこ先生、同じくゲーム等の関係で仕事が増えてしまった担当のＫさん、大変よくしてくださるゲームスタッフの皆さま、キャラたちに声を当ててくださった声優の皆さま、ありがとうございます！　まだ忙しい日々は続きますが、頑張りましょう！

　コミックを描かいて頂くｒｉｎ様、これからよろしくお願いいたします！　言ってくだされば、私にできることならなんでも協力させて頂きますので。一読者として楽しみにしております！

　編集長様、編集部の皆さま、この本に関わってくださったすべての皆さま、そしてこの本を手にしてくださったあなたさまに、心より御礼を申し上げます。

　あ、帰宅しない部はまだ終わりませんよ？　もう少し続きます。まだ夕ゆう也やには、やるべきことが残っていますからね。決断というか。あと、一〇月にもゲームが出ますし！

　では、次巻でまたお会いしましょう！

おかざき登のぼる
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